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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カーズ・ブリンガー［前編］







「魔ま族ぞくと戦った経けい験けんはおありか」


　目の前の男に真ま顔がおで問とわれ、あたしは一いつ瞬しゆんことばに詰つまった。


　窓まどから差す紅べに色いろの夕日が、彫ほりの深い男の顔を朱しゆと黒色とに塗ぬり分ける。


　ベルミックの町からはやや離はなれた場所にある、ロード・ジオラントの居きよ城じよう。その一室でのことだった。


　ひと口に領主ロードといっても、その規き模ぼは大小さまざま。


　広大な領りよう地ちにいくつもの城しろを持っている者もいれば、ほんのささやかな領地に、ちょっと立りつ派ぱな屋や敷しきといった程てい度どの城を持つロードもいる。


　そう。ここの若わかきロードのように。


　親しん衛えい隊たい長ちようのマディックと名乗る人に声をかけられたのは、今日の午後。


　あたしがベルミックの町で、優ゆう雅がに、ティータイムケーキ食べ放題コース完全殲せん滅めつをして店主を泣かしていた時のことだった。


　依い頼らいをしたいから来てくれ、と、真しん剣けんそのものの顔で言われ、迷まようあたしの耳もとで、彼は小さくこうつぶやいた。


　──ことはロードの命にかかわる──と。


　そして今。


　あたしはここにいる。


　城の一角にある小部屋。依頼の説明をする、と言われて連れてこられたここで、目の前の男──マディック親衛隊長が開かい口こう一番に言ったことばがそれだった。


　──魔族──


　この大地に住む者で、その呼び名を開いたことがない者はいないだろう。


　わりと出しゆつ現げん頻ひん度どが高いところでは、ブラス・デーモン。レッサー・デーモン。


　魔族の中ではザコに等ひとしいそれらさえ、並なみの戦士や魔道士にとっては、命を賭としてすら、勝てるかどうかも危あやうい相手。


　……並の戦士や魔道士になら、だが。


　問われてあたしは、口の端に、小さく不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、


「あるけど」


　余よ裕ゆうの答えに──しかしマディック隊長の表情はゆるまなかった。


　重ねて彼は問いかける。


「では──純じゆん魔族と戦ったことは」


　笑みが消えたのが、自分でもわかった。


　純魔族。それはプラス・デーモンやレッサー・デーモンのはるか高位に位置する存そん在ざい。


　破は壊かいのための破壊を行い、滅ほろびのために滅びを撒まくもの。


　ブラス・デーモンやレッサー・デーモンは、それでも剣で突つけば傷がつく。ちょっと強力な攻こう撃げき呪じゆ文もんで焼やき尽くせば灰はいになる。


　だが、純じゆん粋すいな精せい神しん生せい命めい体たいである純魔族には、普ふ通つうの武器など全く効きかず、攻撃呪文も、一部のものしか効こう果かがない。


　早い話が──めちゃめちゃやっかいな相手なのである。


　だが。戦ったことがあるのか。そう聞かれるということは──


　隊長は、じっとあたしを見つめている。


　正直な話、あたしはかつて、純魔族と戦ったことはある。


　ラギアソーンの名を持つその魔族とのいきさつは、あたしにとっては印いん象しよう深いものだった──いろんな意味で。


「……あります」




[image: ]


　しばしためらったあと、あたしは答えた。


　思わず口く調ちようも硬かたくなる。


「結けつ果かは、どうだった」


「倒たおせはしなかったけれど──あたしも生きてるわ」


「次にもし戦えば、勝てる自信はあるか」


　重ねて問われる。


「わからない」


　正直な、答え。


　隊長は深い息を吐はいた。


　彼は窓の外──遠い空に目を向けて、


「北に、ディルスの国がある」


　彼は言う。


「二十年ほど前。


　その王は、北の大地──魔族の棲すむカタート山さん脈みやくへと出しゆつ兵ぺいし──


　魔族に、解とけぬ呪のろいをかけられた身となって還かえってきたという」


　あたしもその噂うわさは聞いたことがある。


「噂だ。ことの真しん偽ぎはわからん。だが──


　今。我らのロードは、それと似にた状じよう況きように置かれている。


　私はそう思っている」


　……これはまた……いきなしヘビーな話である。


　視し線せんを戻もどし、彼はあたしの瞳ひとみを見た。まっすぐに。


「力を、貸かしてもらえないだろうか」


　……ふ……


　あたしは小さく笑うと、肩の力を技き、言った。


「ムチャをする気はないし、成せい功こうの保ほ証しようはできないし高くつくし。


　──それでもいいのなら──」


「頼たのむ」


　言って隊長はうなずいた。


　遠くで鴉からすが鳴ないた。





　いくらかがり火を焚たいたとて、押しよせる夜の寒さをうち払はらうことなどできるわけがない。


　だが、見み張はりに立った兵たちが、かたく奥おく歯ばを嚙かみしめているのは、何も寒さのせいだけではない。


　また夜が来る。あれが来る。


　兵士たちの表情には、そんなおびえの色がはりついていた。


　夜ごとに響ひびく、人にあらざる存も在のが生み出す呪じゆ詛その声。それが、医者にもわからぬ奇き病びようの床とこにつくロードを毎まい夜よ、苦しめるという。


　夜を見渡す。


　あたりにはうっそうたる針しん葉よう樹じゆの森。夜風が木の葉を弄もてあそび、遠い囁ささやきにも似たざわめきを運ぶ。


　そばに佇たたずむマディック親衛隊長と、ふと、視し線せんが合った。


　夕方は軽装鎧ライト・アーマーだったが、今は、竜ドラゴンを模もした兜かぶとに全身鎧フルプレート。手にするは長大なひとふりの槍やり、という完全戦せん闘とうスタイルである。


　──もっとも、相手が純魔族なら、そんな鎧よろい兜かぶとなどは紙ほどの役にも立たないし、槍も、持たない方が軽くていい、といった程てい度どのものだろうが。


「そろそろ──来る頃ころだ」


　低くつぶやいたそのことばが、まるで合あい図ずででもあったかのように。
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　それは、思ったよりずっと近くから聞こえてきた。


「ほーっほっほっほっほ！」


「──ってお前か火炎球フアイアー・ボールッ！」





　づぼんど！





「ひぃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしの放った怒いかりの一撃は、もののみごとに、面めん妖ようなその声の主を吹っ飛ばしたのだった。


　しばしの後。


　佇むあたしの足もとには、ふん縛じばったそれが転ころがっていた。


　長く伸のばした黒い髪かみ。むやみに露ろ出しゆつ度どの高い服。首にはドクロのネックレス、肩かたにはトゲトゲショルダーガード！


　マディック隊長は、遠まきにこちら──いや、足もとのそれを眺ながめ、小さくのどを鳴らすと、


「……そ……それが……純魔族……？」


「違いまス。」


　即そく座ざに否ひ定ていするあたし。


　それはいくらなんでも、人類の天てん敵てき、純魔族に対して失礼とゆーもんである。


　足もとで、それがかすかに、ぴく、と動いた。──と見えた次の瞬しゆん間かんには。


「ちょっといきなり何するのよリナ!?　ひとのしごとのジャマなんてしてっ！」


『うッわぁぁぁぁああぁぁぁッ!?』


　縛られたまま、いきなり、がばぁっ！　と身を起おこし、叫さけんだそれにおどろいて、声を上げまくる見張りの兵士たち。


　しかしこちとらいちいちンなことでびっくりしていたら身がもたない。かまわずあたしは眉まゆをつり上げ、


「どやかましいっ！　あんたこそ変な所でまぎらわしいことしてるんじゃないわよっ！　ナーガっ！」


　そう。つい先ほどから理り不ふ尽じんオンパレードをやらかしてくれているその物ぶつ体たいこそ、自じ称しようあたしのライバルこと、一人百ひやつ鬼き夜や行こう白蛇サーペントのナーガ！


　ちなみに一いち応おう人間だと思う。もちろん全然自信はないけど。


　マディック隊長は、やはりこちらを遠まきにしながら、


「……し……しかしリナ殿どの、今まで毎夜聞こえて来たのは、確たしかに、さきほどのものと同じ声だったのだが……」


「あら偶然ね」


　ナーガの方もまた、ふん縛られたままで、器き用ように大きく胸を張はり、


「実はこのわたしも、ここのところ夜中になるたびに、近くの森でずっと高笑いをしていたのよ」


「やっぱしお前かぁぁぁぁっ！　つーかナーガ、毎晩森でバカ笑い、って、なんだってンなことしてんのよっ!?」


「ふっ！　愚ぐ問もんねリナ！　しごとだって言ったでしょ!?　毎晩このあたりで笑うだけで、一日につき金貨一枚！」


「うわ噓うそっ!?」


「ちょ……ちょっと待ってくれ！」


　あたしたちの話を聞いていた、マディック隊長が声を上げる。


「それじゃああの声はこのひとが……!?


　けど、毎晩声が聞こえるごとにロードは苦しんで……我われ々われも頭が痛くなるし……」


「いや。まー、あんなバカ笑いをえんえんと聞かされ続けちゃあ、そりゃあ頭も痛くなるし、具ぐ合あいだって悪くなろうってもんよ」


「……ちょっ……ちょっと待ってくれ」


　マディック隊長は、肩の力を抜いて、愕がく然ぜんと、


「それじゃあ……魔族のしわざ、などというのは単なる我々の思い込みで……いや、そもそもロードの病やまいは……ただのご病気、ということか!?」


　問とわれてあたしはきびすを返す。


　身に纏まとうマントが夜風にまかれ、月光を浴あびてひるがえる。


　親衛隊長の方を向き、あたしはきっぱりとこう言った。


「いいえ。


　魔族のしわざじゃあないけれど──


　これは立りつ派ぱな暗あん殺さつ未み遂すい事件よ」


　と。





　その言葉を、皆みなが理り解かいするのには、ほんのしばし、時を要した。


「……あ……暗殺っ!?」


　最初に声を上げたのはマディック親衛隊長だった。


　それを機きに、他の兵士たちもざわつきはじめる。


「……ちょっ……！　ちょっと待ってよリナ！　わたしは依い頼らいされて笑っていただけで、暗殺なんて大それたこと、やっていないわよっ！」


　後ろでナーガも、縛られたままでじたばた暴あばれつつ、あわてて抗こう議ぎの声を上げる。


　あたしはそちらをふり向きもせず、


「わかってるわよ。


　けどナーガは、夜中にこの近くで笑うだけで、一日につき金貨一枚、なんて、わけのわからない依頼をされた。


　そしてその夜ごとにロードが苦しむ。


　つまりこれは──


　誰だれかがロードを暗殺して、その罪つみを『バカ笑いする面妖な生き物』、つまりナーガになすりつけようとしていた、ってことよ」


「なるほど！」


「誰が面妖な生き物よっ!?」


　ま、ナーガの不ふ当とうな抗議は無む視しするとして。


　あたしは隊長に向かい、


「……さて。そうとわかったところで。


　そうなるとあとは、親衛隊長さんたちのしごとだと思うんだけど？」


　隊長は、しばし地面を睨にらんで考えてから、やがて顔を上げ、


「確かに……その通りだ。


　だが、リナ殿、それを承しよう知ちの上で、あらためてあなたに頼たのみたい。


　この一件の解かい決けつに、協力願えんだろうか」


「……え……？」


　あたしは思わず小さく声を漏もらす。


　正直なところを言うと、ロードの暗殺未遂事件なんぞとゆー、どう転んでもくそややこしそうなことに首を突つっ込こみたくはない。


　だから、親衛隊長、ということばを強調してメンツに訴うつたえ、ノーとは言いにくくしたつもりだったのだが……


　彼は続ける。まっすぐにあたしの瞳ひとみを見て。


「確かに、相手が魔族ではないとわかってなお、外部の者に助じよ力りよくを願ったのであれば、何のための親衛隊、とのそしりを受けるかもしれん。


　しかし我ら親衛隊が守るべきは、我らの名ではなくロードの身」


　……へえ……なんとか長、という肩かた書がきを持ってる人にはめずらしく、なかなかに、まっすぐなひとである。


「それに……その……」


　マディック隊長はあたしから視し線せんを外し、ナーガの方をちらりと見やり、


「捜そう査さは当とう然ぜん、そちらの……ナーガ、とやらから、依い頼らいした人物のことを聞き出すのが第一歩、ということになるのだろうが……


　我々では、そのテの生き物をどう扱あつかってよいのか、正直わかりかねるからなぁ」


「なるほど」


「ちょっとあんたたちっ！」


　またまた上がるナーガの声は、これまた無視し、隊長は浮うかない顔で、


「……それに……ロードの病状は決してよいとは言えないのが現げん状じよう……


　ことは一いつ刻こくの猶ゆう予よもならん。どうか、是ぜ非ひともご助力をお願いしたい」


　あたしは、吐と息いきと苦く笑しようにことばを交える。


「──りょーかい。協力するわ」


　ま、親衛隊長さんの人ひと柄がらに免めんじて、ってことで。


「──心から感謝する──」


　言って頭を下げる隊長。


　──さて、そうなると、である。


「時間がないなら、ある程度、調査の的まとをしぼる必ひつ要ようがあるわね……


　こーゆー場合って、たいてい、跡あと継つぎ問題のお家いえ騒そう動どうとかだったりするんだけど……


　ロードの家族構こう成せいは？」


「と、言われても……お父上は五年前に亡くなられたし、もうすぐとり行われるはずだったご婚こん礼れいの前にお倒たおれになったから……ご家族といえば弟君のシェザール様がいらっしゃる程度で」


　あたしは右の人さし指で、こめかみを押さえながら言った。


「ごめん。その弟黒くろ幕まく決定」





　本当に黒幕だった。





「し、知らん！」


　全員でどやどや部屋に乗り込んで。あたしが開口一番に、『全部わかってんのよ』などとカマをかけたそのとたん。青い顔してあやまりはじめた、涙なみだが出るほどふがいない黒幕は、しかし、『ロードに何をした』との問といに、間かん髪はつ入れずそう答えた。


　城の奥まった一角にある、広い部屋。


　さすがにロードの弟の部屋だけあって、家具調度類はしっかりとしたものである。


　ちなみに全員というのは、あたしとナーガと親衛隊長。その他兵士たちである。


　ナーガも、面妖な声を上げて隊長たちを混こん乱らんさせていたとはいえ、だまくらかされてやったこと。


　協力してくれるなら、そのことは不問にするし報ほう酬しゆうも払はらう、という隊長のことばで、結けつ局きよく味み方かたについたのだ。


「はあ？　知らないぃぃぃぃぃ？」


　ずずいっ、とそいつに詰つめ寄よって、あたしは低い声を絞しぼった。


　合計十人以上にとり囲まれて、彼──二は十た歳ちほどだろうか。無む理りに生やしたヒゲが似合わぬ弟君シェザールはおどおどと、上うわ目め遣づかいにこちらを見ながら、


「そ……その……実じつ際さいにやっている者は呪じゆ術じゆつ士しなのだよ……」


『呪術士？』


　思わずハモるあたしとナーガ。


　呪術士。


　世間では、なんかねちねち始終誰だれかを呪のろいまくっているようなイメージがあるが、実際のところは少し違う。


　それは、魔道士の中でも、呪術と呼ばれる、遅ち効こう性せいの儀ぎ式しき魔ま法ほうを研究している者たちの呼こ称しようなのである。


　効果の発はつ動どうが遅おそく、さまざまな道具やら何やらが必ひつ要ようとされ、準じゆん備びや儀式が地じ味みなことから、暗いイメージがついて回っているのだろうが……


　しかし派は手でさはないぶん、大だい規き模ぼな影えい響きよう、または長ちよう期きにわたる干かん渉しようを、この呪術は可か能のうにするのだ。


　たとえば武器に魔力を込めるとか、あたしも使う、宝石を集めて宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトにする方法なども、呪術に区分される。


　一説によると、天てん候こうすら左右したり、天空にある星のかけらを大地にぶつける術さえも存在する……とまで言われているが、これの真しん偽ぎはさだかではない。


　そして、そういったさまざまな呪法の中には──人を呪い、病に追い込み、場合によっては死すら与える方法、というのもあるらしい。


　今回、このバカ弟が、ロードの暗殺を依い頼らいした相手というのが、その呪術士だというのである。


「じゃあその呪術士の名前と特とく徴ちよう、それと住んでる場所は!?」


「た……たしか名前はソリス、とだけ……


　町の酒場で出会ったのだ！　わたしと同どう世せ代だいの、銀ぎん髪ぱつのやさ男だ」


「その男よ！」


　後ろでナーガが声を上げた。


「このわたしに笑い声を上げる依頼をしてきたのは。


　銀髪で黒いマフラーをつけた男ね。


　森で毎晩このわたしの笑い声を響ひびかせるなんて、なかなか風流を解かいするひとだって思ってたけど……」


　風流なのか。それは。


「で、そやつはどこに住んでいるのです」


　隊長の問といに、シェザールはうつむいて、


「それは……知らん」


「あぁ？　知んないぃぃぃ？」


　さらにずいっ、とあたしは顔を近づけて、
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「言っとくけど、ここでくそつまんないとぼけかたをしてると、わりと即そく座ざに不幸になるわよ。人じん為い的てきに」


「ほ、本当に知らんのだ！


　……どうせわたしなど、跡あとも継つげない次じ男なん坊ぼう、と落ち込んで、たびたび忍しのびで、町の酒場に呑のみに行くことがあった。


　そこで知り合った呑み仲間の一人なのだ。


　相手の住んでいる場所など聞けんよ。


　こちらは忍びで来ている身。ならお前はどこに住んでいる、と聞き返されたらこちらの方が困るからな。


　……しかし……」


　と、彼は視し線せんを宙ちゆうに這はわせ、


「考えてみれば……あいつの方はひょっとしたら、わたしのことを知っていたのかもしれんな……


　兄が結婚することが発表され……これでいよいよ、わたしが跡を継ぐ目はなくなった、そう思って町に呑みに出た日……


　あいつは、自分が呪術士であることを明かして、冗じよう談だんめかした口調でわたしに持ちかけたのだ……


　邪じや魔まな奴やつがいるなら、なんなら俺が呪い殺してやろうか。値ね段だんは高くつくが、と……


　……わたしは酔よったいきおいで兄の名を口にして……


　ソリスに、そいつの髪かみか爪つめか、持ち物をもってこい、と言われて……冗談半分で兄のハンカチを渡して……


　……数日後……兄が倒れた……


　それで……恐こわくなって……」


「お金はどれくらい渡したの？」


「……渡していない……」


　彼は弱々しく左右に首を振る。


「あいつは……支し払はらいは全部終わってからでいい。とりあえず前金は、ここのおごりでいい、って言って……だからわたしも、冗談だと思ったんだ……」


「前金は……払ってない？　本当に？」


「そ……そうだ！」


「ふぅん……」


　あたしは視線を宙に這わせ、ふたたびバカ弟に目をやって、


「だとしたらあんた……


　ロクでもないのに目をつけられたわね」


「ど……どういうことだ？　それは？」


　あたしはナーガに目をやって、


「ナーガ、その銀髪の男──ソリスって奴やつからは、もう代金もらってるんでしょ？」


「ふっ！　当然よ！


　二十日間の約束で、前金として金貨十枚。


　残りはしごとが終わったあとで、酒場で受け渡しする約束だったのよ！」


　うなずいて、あたしはふたたびシェザールの方を向き、


「そのソリスって奴は、あんたから金をもらってもいないのに、わざわざ自じ腹ばらを切ってまでナーガを雇やとい、毎晩森でバカ笑いを上げさせた。


　ロードがただ、原げん因いん不ふ明めいの病気だというのなら、そのうちそれを呪術だと疑うたがう者も出るかもしれないけれど……


　同時にナーガの面妖な声を毎晩聞かせれば、そっちとの関かん連れん性せいをまず疑う。


　仮かりにナーガが捕つかまったとしても、そこからすぐに自分にまでたどり着かれる可か能のう性せいは薄うすいし、ナーガのことばに信しん憑ぴよう性せいなんてあるわけないから、とぼける、ってテも有ゆう効こう」


「……ちょっとリナ」


　後ろの声は聞こえなかったことにして、


「つまりは時間かせぎの工作。ごくふつーに調ちよう査さをしていたなら、ロードを苦しめているのが呪術だとわかった時にはもう手て遅おくれって計算よ」


　ただ、そいつにとって計算外だったのが、シェザールのあまりにも見み事ごとなへたれっぷりだった、というわけである。


　こいつがあたしのかまかけになど乗らず、シラを切っていたら、まず確かく実じつに手遅れになっていただろう。


　……むろん、今の時点で、まだ手遅れでないという保ほ証しようもないのだが……


　あたしは続ける。


「ロードは倒れて、弟のあんたがあとを継ぐ。


　そこにソリスが現れて、『ロードを殺せと命令したのが誰か、ばらされたくなければ、残りを支払ってもらおう』とかなんとか持ちかける……


　たぶん、そんなところね」


「なら、その男は……」


「そーゆーこと」


　隊長のつぶやきにあたしはうなずき、


「お家騒そう動どうを起こして、それを利用して取り入ろうとしてる奴、ってこと」


「そ……そんな……！」


「『そんな』ぢゃないこのバカ」


　めっし。


　情けない声を上げるシェザールの顔面に、あたしの靴くつ底ぞこがめり込んだ。


「な……！　何を……!?」


「あのねぇ。


　さっきから聞いてたら、自分もだまされた、みたいな言い方ばっかししてるけど、酔ったいきおいだろうと冗談だろうと、実じつ際さいあんたは兄キ殺してくれ、なんつって、現にハンカチまで渡してるんでしょーが。


　今さらだまされた被ひ害がい者しやヅラしても遅いわよ」


「……っ……」


　ことばを失なくし、彼はがっくりと肩を落とす。


　あたしはマディック隊長の方をふり向き、


「ま、このバカ弟をどうするかはそっちに任せるけど。


　問題はその、ソリスって奴ね。


　そいつを止めないことにはどーしようもないんだけど……


　ナーガ、あんた、このバカ笑いの依い頼らいを受けて、今日で何日目なの？」


「バカ笑いとは失礼ねっ！……七日目よ。今日で」


「……ふむ……ってことは猶ゆう予よは十三日……いや、もっと短いか……」


「十三日!?」


　隊長が声を上げる。


　あたしはこっくりうなずいて、言った。


「そう。


　ナーガが受けた依頼期間は二十日間。


　つまり──


　そのソリスって男は、長くてもそれまでに、ロードの命を奪うばう自信がある、ってことなんだから。


　うち七日が経たっているなら、残されているのは十三日以内。


　それまでに、そのソリスを捜し出し、呪術を中止させる。


　それが、あたしたちのやるべきことよ」





　捜そう索さくは、その日の夜からはじまった。


　親衛隊や他の兵士たち総そう出でで、ソリスという男の居い場ば所しよを捜す。


　むろん同時に、他の方法も試ためしてみる。


　知ち識しきと力のある呪じゆ術じゆつ士しは、他の呪術士がかけた呪術をうち消す方法を持っていることもあるという。


　あたしやナーガには、残ざん念ねんながらそんな知識はないのだが、通りすがりの呪術士や、近きん隣りんの魔道士協会にいる呪術士たちに来てもらい、なんとかロードにかけられた呪術を解といてもらうのだ。


　だが正直言って、これがうまくいく可能性は、ひたすらに低い。


　まず第一に、魔道士全体の中で、呪術士の人口というのは決して高くない。一いつ般ぱんの人からは白い目を向けられがちな肩かた書がきゆえ、自分は呪術士でござい、と公こう言げんするような奴もいない。


　つまり、残る日数内に、呪術士を探し出して連れてくる、ということ自じ体たいがむずかしいのだ。


　仮かりにそれができたとしても、その呪術士が、ソリスの呪術をうちやぶる知識と力を持っているとは限らないのだ。


　まあこれは、もし見つかれば大ラッキー、といった程度のものである。


　他にも、とりあえずの処しよ置ちとして、ロードのまわりに、宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトを、六ろく紡ぼう星せいの形に置いてみたりもした。


　症しよう状じようは多少緩かん和わしたものの、しょせんはこれも、その場しのぎの時間かせぎにしか過ぎない。


　残りのタイムリミットを、どれほど延のばすことができたのか……これまた正直心もとない。


　ならば結けつ局きよく、やはりこちらでソリスを見つけ出し、なんとかするしかないのである。


　ここ、ベルミックは、さして大きな町ではない。


　それが、幸いした。


　ソリスとおぼしき人物の家が、町から外れた森の中にある。


　そう報ほう告こくが届とどいたのは、残り日数十一日になった日のことだった。


　食事の買い出し。酒場の途と中ちゆう。彼は思ったよりも多くの足そく跡せきを残していたのだ。


　その日の夕ゆう刻こく。


　あたしとナーガと親衛隊ご一行様、総そう勢ぜい二十人近くは、その森の中を、ソリスの住みかとおぼしき方へと進んでいた。


「これで、なんとかなりそうですな」


「……たぶん……ね……」


　並んで進むマディック隊長のことばに、あたしはあいまいな答えを返す。


　あのバカ弟が全部白状した、と言えば、ソリスもたぶん呪術を解とくだろう。


　計画が台だい無なしになった以上、もはや彼に、ロードを呪じゆ殺さつする意味はないのだから。


　だがもしそれを伝える前に、彼に逃げられたら、やっかいなことになる。


　あたしは一同に向かって言う。


「みんな。ソリスを見つけても、いきなし攻こう撃げきしたり、間ま違ちがっても死なせたりしないよーに。


　そいつに呪術を解いてもらう、っていうのが、一番確かく実じつで手っ取り早い方法なんだから」


「わかった。


　お前達も。その旨むね気をつけるように。


　それと、そろそろ相手の家も近い。全員、なるべく静かに」


　隊長のことばに、無む言ごんでうなずく兵士たち。


　近づく途中で、向こうに気づかれて逃げられては困る。今、隊長ふくめて兵士たちは全員、鎧兜なしで剣のみ、という装そう備び。


　うっそうたる森の中をゆく、獣けもの道みちのような細い道を、あたしたちは進む。


　杉の木立の狭はざ間まから、漏もれ来るオレンジ色の夕ゆう陽ひが、世界をまだらに染そめる中、一行は奥へ奥へと歩みを進め──


　やがて、杉と枯れ木の並ぶ向こうに、一いつ軒けんの家を見つけたのは、空の端はに藍あい色いろが混まざりはじめた頃ころのことだった。


　隊長が無言で手を振る。小走りに、あたしたちを追い抜き、展てん開かいしてゆく兵士たち。


　あたしたちが止めるいとまもあらばこそ。


　そして次の瞬しゆん間かん。





　ドどがっ！





　先頭に立った兵士たちの数人が、その身を打たれてはじき飛ばされた！


『……な!?』


　思わず上がる驚きよう愕がくの声。


　無理もない。いきなり兵士たちをはじき飛ばしたのは、あたしやナーガにとってすら予よ想そう外がいの相手──すなわち、そこいらに立っていた枯れ木たち！
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　それらはまるで、こちらを威い嚇かくする蛇へびのように、茶色の幹みきや枝をうねうねと動かしている。


「な……なんだこれはっ!?」


「落ち着いて！　枯れ木を使った木人形ウツド・ゴーレムか……でなけりや木を呪術で操あやつっているのか……そんなところよ！


　冷静に当たればたいした相手じゃあないわ！」


　パニクりかける兵士たちに、あたしは声を上げた。


　ウッド・ゴーレムか呪術で操られている木か知らないが、あるポイントに踏ふみ込んだ者を攻撃しろ、という命令が与えられていたのだろう。


　だが何にしろ、さほど手て強ごわいというわけではない。


　……むろん、並の兵士が普通の剣で相手をするのには、ややキツいだろうが……


　あたしとナーガは呪文を唱え──


『氷結弾フリーズ・ブリツドっ！』


　かきこききこきかぁんっ！


　放った光は、うねうね動く木にぶつかると、冷気と化してはじけ散ちり、たちまちその木を氷の中に封ふうじ込める。


「援えん護ごするわ！　行って！」


「わ！　わかりました！」


　応こたえて駆かけ出すマディック隊長とその兵士たち。あたしとナーガも走りつつ、口の中で呪文を唱え──


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


「振動弾ダム・ブラスっ！」


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　動きはじめた木々に向かい、次から次へと攻撃呪文を解き放つ！


　木々は凍こおりつき、あるいは砕かれ、道を阻はばむ命めいも果たせず、次々とその動きを止めてゆく。


「もうすぐだ！」


　隊長は、うねり迫る木の枝を、手にした剣でうち払い、木々の間を──今、抜けた。


　そのまま隊長と兵士たちは、何班かに分かれて家を包ほう囲いした。


　こういう動きは、さすがにプロだけあって手ぎわがいい。


　外から見る限りでは、さして大きくもない家である。一階建だてで、見たところ、部屋数はせいぜい四つ程度か。地下室の有う無むまではさすがにわからないが。


　窓は閉ざされ、中に明かりの灯ともっている様よう子すもなし。


　そろそろ夕ごはんの時間だが、天てん井じようの煙えん突とつからも煙けむりは立っていない。


　ついでに言うと、人の気け配はいも感じない。


　もっとも──中で息をひそめているか、のん気に寝ている、という可能性もあるが。


　空にはかなり、闇やみの領りよう域いきがひろがっている。


　明りのない建たて物ものの中はほとんどまっ暗だろう。


　あたしは隊長のそばに寄り、声をひそめて問いかける。


「魔法の明り、要いる？」


　皆みなはランタンも持ってきているが、もし戦いになったら少々ジャマである。


「お願いできるか」


「剣を抜いて」


　あたしは口の中で呪文を唱となえ、さし出された、隊長の剣のきっ先に手をかざし──


「明りよライテイング！」


　鋼はがねの先せん端たんに光が生まれる。


　あたりを照てらすのには十分な──しかし決してまぶしすぎない光。


　誰からともなく、顔を見合わせ、うなずいて──





　ダムッ！





　兵士の一人が体当たりで、玄げん関かんのドアをぶち破やぶる。


　それを機きに、隊長を先頭に一いつ斉せい突とつ入にゆうする兵士たち！


　むろん、相手が窓などから逃げ出した時のことを考えて、外で待たい機きする兵たちもいる。


「呪術士ソリス！　お前のことは、シェザール様が全部話した！


　これ以上無む益えきなことはやめて、おとなしく投とう降こうするなら、慈じ悲ひはある！」


　呼ばわる隊長の声が聞こえる。


　しかしそれに応える声も気配もない。


　兵たちはそれぞれの部屋に散り、ややあって──


「──リナ殿！」


　あたしを呼ぶ隊長の声。


　顔を見合わせ、中へと踏ふみ入るあたしとナーガ。


　魔法の明かりに照らし出された廊ろう下か、そして部屋。


　ベッドがあり、生活道具がある。たしかにここには誰かが住んでいる。


　だが今、ここには誰もいない。


「留る守す……でしょうか」


　隊長が言う。


　むろん留守には違いない。


　しかし、ちょっと町まで夕食をとりに、とかいうのでないことは明らかである。


　ここ何日か、町では、ソリスに対する大がかりな聞き込みが行われている。町に出れば当とう然ぜんそれは耳にするだろうし、そうなれば、計画が失敗したことも薄うす々うす気がつくはずである。


　つまり、ロードへの呪術を続ける必ひつ要ようはなくなるのだ。


　しかし呪術は続いている。これは何を意味するか。


　あたしは苦い顔で──言った。


「これは……まずいわね……ソリスは……


　全然別の場所で儀ぎ式しきをやってるのよ」


　と。







（カーズ・ブリンガー：つづく！）





　次回予告




　姿すがたの見つからぬ呪術士ソリス！


　リナたちは果たして、期き日じつまでに彼を見つけ、ロードを救すくうことができるのか!?


　……ってこの展てん開かいで、「やっぱりダメでした。ロード死亡」とかやったらみんな怒るだろうなぁ！　特に担当さんとか！


　まあそれはともかく。


　次回『カーズ・ブリンガー』後編！


　レンコンとアスパラのバター醬しよう油ゆ炒いためとか食べながら待て！






　カーズ・ブリンガー［後編］




　あらすじ




　ベルミックの町でリナが受けた依い頼らいは、ロードにかけられた呪じゆ術じゆつを解とくこと。


　マディック親しん衛えい隊たい長ちようと、ひょんなことから合流したナーガとともに、リナは、呪術の依頼者がロードの弟、シェザールだとつき止める。


　そして彼の口から出たのは、実じつ行こう犯はん、呪術士ソリスの名前だった。


　その家がある場所をつき止め、踏ふみ込むリナたち一同。


　しかしそこはすでにもぬけのカラ。ソリスは別の場所で呪術を行っていたのだった。


　果たしてリナたちは、呪術士を捜さがし出し、儀ぎ式しきを止めることができるのか!?







「絶ぜつ望ぼうしている時間はないわ」


　言ったあたしのことばは、しかし、沈しずんだ空気を変えることはできなかった。


　──まあ、マディック親衛隊長や隊員のみんなが落ち込むのも無む理りはない。


　呪のろいを受けたロードに残された時間は、せいぜいあと十日前後か──場合によってはもっと短いか。


　それでもやっと見つけた呪術士の家。暴あばれる立ち木をなんとか抜けて、踏み込めば、そこはすでにもぬけのカラ。


　帰き路ろに辿たどるは暗い森。風で木がざわざわ揺ゆれるわ、どこかでフクロウホーホー鳴なくわ。


　でもってあたりにある明りといえば、隊員たちがぶら下げたランタンの、オレンジ色した光のみ。


　これはもぉ、落ち込む以外に何をすればいいやら、と言わんばかりの状じよう況きようである。


　が。


「逆ぎやく転てんのチャンスはまだあるはずよ」


「……本当に……そうなのか……？」


　問う隊長の声にも、さすがに力がない。


「呪術士があの家にいなかったということは……どこか離はなれた町に行き、そこで呪術を行っている可か能のう性せいもあるのではないか……？


　もしそうならば……とうてい捜し出せるものではない……」


「いいえ」


　しかしあたしは、首を横に振り、きっぱりと、


「呪あ術い士つ──ソリスは、必ず、まだこの近くにいるはずよ」


　言い切ったことばに、隊員たちの足が止まった。


　今度はさすがに、空気が変わる。


「ほ、本当なのかリナ殿!?　根こん拠きよは──？」


　いきおい込んで問う隊長に、あたしはナーガを目で指して、


「根拠は、彼女よ」


「へ？　わたし？」
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　と、なにやらぼーっとしていたナーガ。


「そう。


　ソリスはナーガに、森でのバカ笑い二十日間を依い頼らいした。


　陽よう動どうのために、ね。


　いい？　これは、ナーガがバカ笑いをはじめた日から呪術をはじめたってことよ。


　つまりソリスは、依頼から呪術開始の時間までに移い動どうできる距きよ離りしか動いていないはずなのよ。


　なら、この町から半日以上かかる場所にいることはありえないわ」


「な──なるほど！」


　ランタンのとぼしい明かりの中でさえ、隊長の表か情おが希き望ぼうにかがやくのがわかった。


「すると──どこに!?」


「え？」


　いきおい込んで問われて、あたしはことばに詰つまる。


「……いやあの……そう遠くにはいない、ってことは確たしかだ、ってことで……どこにいるかまではその……」


「……そうか……」


　ふたたび肩を落とす隊長。


「町の中はひととおり捜さがし尽つくしたはずなのだが……」


「本当にちゃんと捜したの？」


　からかうような口ぶりで、横からナーガが茶々を入れる。


「そういえばロードの家の地下墓所カタコンベは捜してません、なんてうっかりはしていないでしょうね？」


「いや、なんでンな場所を」


「は？」


　あたしのツッコミに、しかしナーガは眉まゆをひそめて、


「捜すでしょ!?　普通！」


「だから、なんで」


「はぁぁ？」


　ナーガはますます困った顔で、小こ馬ば鹿かにしたような苦く笑しようすら浮うかべつつ、


「ふっ！　何を言ってるのよリナ！


　本ほん来らいなら、その人の使っていたハンカチ程てい度どのものを使ったところで、相手を呪のろい殺せるわけなんてないに決まってるじゃない！


　なら当とう然ぜん、相手に深く関かかわる場所で儀ぎ式しきを行っているはずよ。


　こんなもの、呪術の基き礎そよ」


「き……基礎って……」


　あたしはアホみたいに目をかっ開き、


「ナーガ、あんた、ひょっとして……呪術とかにくわしいの!?」


　前に聞いた時には、呪術のことはあまりよくわからない、といったふうに答えていたような気がしたのだが……


「詳くわしくはないわよ。前にもそう言ったじゃない。


　だから、ロードの症しよう状じようから呪術の種しゆ類るいや方法を割り出して、それを解かい除じよしたり返したりはできないわよ」


「……ひょっとして……そこまでくわしくはないけど……呪術の基礎知ち識しきはあるとか？」


「あるわよ」


　さらりと。
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　そう答えられ、あたしと親衛隊長と、その他隊員──早い話が、ナーガ以外の全員が思わず頭を抱かかえた。


「そーいうことは早く言えぇぇぇぇぇっ！」


「ええっ!?」


　あたしの全力ツッコミに、しかしナーガはとまどい顔で、


「何言ってるのよリナ。呪術の基礎知識くらい、女の子なら誰だれだって、子供の時に母親から習ったりするじゃない！


　あなただってそうでしょ？」


「違ちがうし。習わねえ。」


　後ろで一いつ斉せいにうなずく隊長隊員様御ご一いち同どう。


「え？　そうなの？


　……それじゃああれは、うち独どく特とくの家か風ふうか何かだったのかしら？」


　ヤな家風だなオイ。どんな家なのか知らない、つか知りたくないけど。


「……まあ……とにかく……


　ともあれナーガ、あんた、呪術の基礎知識はあるわけね。


　ならそれに基もとづいて、ソリスがどう行動してるか、予よ測そく、つく？」


「そうねぇ……」


　ナーガはしばし、首をかしげて、


「強い呪術をかけるなら、相手により身近なものが必ひつ要ようになるのよ。


　術者の力や、呪術の方法にもよるけど、相手の使っていたハンカチしかなくって、遠くで呪術をやっていたんじゃあ、体たい調ちようを多少崩くずさせる、程てい度どがせいぜいね。


　ロードはまだ若いんだし、呪術の生み出す力よりも、当人の生命力の方がよっぽど強いはずよ。


　なら、より相手とのつながりを強くする必要があるわね。


　一番手っとり早いのは、相手のすぐそばで儀式を行う方法かしら。


　……あ……！」


　ナーガは何かに気づいたらしく、親衛隊長に向かって、


「ひょっとして！


　ロードの隣となりの大部屋で、見み慣なれない男があやしげな儀式をしていたりしない？」


「いや。さすがにそれはソッコーで誰かが気づくはずだから」


　ぱたぱた手を振り、ナーガの指し摘てきを否ひ定ていする親衛隊長。


　ま……それはそうだろう。


　たしかに世の中には、ふつーなら気づくことにすら気づかないうっかりさん、とゆーのもいるが、城に詰めている隊員や使し用よう人にん全員が、そのレベルのうっかりさん、などということはさすがにありえないだろう。と、思いたい。


「そう。


　なら近くだというセンはないとして……


　そうすると、ロード一家の墓ぼ所しよなんかで、呪術の儀式をしているんじゃない？


　無む数すうの先せん祖ぞがいて今に至いたる、その血の繫つながりが集まっている場所なんだから」


「なるほど。墓地、ね」


「しかし……墓地と言われても……」


　困った顔で言ったのは、マディック親衛隊長だった。


「たしかに、城の中庭に、先せん代だい様さまとその王おう妃ひ様の墓所はあるのだが……


　地下墓所カタコンベなどではないし、そんな場所で儀式をしていれば、どうやったって嫌いやでも目につくはず。


　だが、そんなわけもないし……」


「ちょっと待って」


　彼のことばにあたしは言う。


「先代とその王妃、って……それ以前のご先祖様のは？」


「いや、ロード・ジオラントは、今から八年前……先代様の時に、国王陛へい下かよりこの地を拝はい領りようされて、こちらに移うつっておいでになったのだ。


　だから、それ以前の方々の墓所というのは、ここにお移りになる前の所にあるはず。


　歩いてなら、十日やそれくらいはかかる場所だから……つまり、リナ殿が言っておられた、この町からあまり離れてはいない、という条じよう件けんに合わんのだ」


「じゃあ……どういうこと？」


　あたしはナーガに問いかける。


「へ……？


　そ……そう言われても……わたしにもそれ以上のことはわからないわよ。


　言ったでしょ。基礎知識だ、って。


　要ようは、何かの方法で、相手との繫がりを強くしているはずなのよ。


　近くでもない。墓所とかでもない、となると……」


「──ちょっと待って」


　つぶやくナーガのことばに、あたしは引っかかるモノを感じ、待ったをかけた。


「近くにいれば、相手を死なせるくらいの呪術はできちゃうの？」


「そうね。


　距離にもよるし、時間と、儀式をするための、それなりに広い場所が必要だけど。


　要は、一種の魔ま道どう結けつ界かいを利り用ようするのよ。


　わざとバランスを崩した結界を造って、それによって生まれた……ゆがみっていうか、そういうものを相手に送り込んでやるのよ。


　たぶんハンカチは、そのゆがみを送る相手を特とく定ていするのに使うのよ」


「……ということは……」


　つぶやき、あたしは考える。


　結界のことに関しては、あたしも魔ま道どう士し協会で習った。


　基本的に結界の力は、儀式に使う道も具のの力が大きいか、あるいは単純に、形作られた魔ま法ほう陣じんの面めん積せきが大きいほど力が強く、結界中心部から離れるほど、その干かん渉しよう力りよくは低くなってゆく。


　ということは、ロードの小さな城からさほど離れていない場所に、大きな──あるいは、強力な魔法の道具マジツク・アイテムを配はいした結界が存そん在ざいするはずなのだ。


　呪術士ソリスは、そこで生まれた力を、ハンカチを媒ばい介かいにしてロードに送りつけているわけである。


　大きな面積、というのはありえないだろう。なにしろ城の近くで、そんな面積の取れる場所など──


　……いや……


　ある。かもしれない。


「親衛隊長」


　あたしはマディック隊長に言う。


「対たい策さく一。ロードを城から離れた場所に移して、少しでも呪術の干渉を小さくする」


「かまわんが……しかしそれでは、わずかな時間稼かせぎにしかならんのではないか」


　彼の指摘にあたしはうなずき、


「ええ。だからその間に、なんとかソリスを見つけ出すのよ。


　ということで、正直に答えてほしいんだけど──


　あの城の、非ひ常じよう時じの脱だつ出しゆつ路ろって、どこにあるの？」


　あたしの問いに隊長は、眉まゆをひそめて、


「非常時の脱出路？


　──ということは、まさか!?」


「そう」


　あたしはこっくりうなずいた。


「どんな城にでも、たぶん地下に存在するはずの、非常時の脱出路。


　ソリスは、そのどこかで儀式を行ってるんじゃあないか、って思うのよ」





　主あるじをなくしたその部屋は、ただ寒さむ々ざむと、石造りの床ゆかと壁かべとを晒さらしていた。


　森から帰ってすぐにそのあと。


　親衛隊長たちは、町の宿を一いつ軒けん丸々借り切って、病びよう床しようのロードをそこへと移した。


　そしてあたしとナーガ、隊長さんの三人は、ロードがいた、この部屋へと戻ってきたのだった。


　どこかにあるはずの、脱出路を捜すために。


　──実のところ──


　親衛隊長はおろか、ロードの弟も、いや、ロード当人でさえ、この城の脱出路のことを知らなかったのだ。


　先代が八年前にこの地に移って来た時、前ぜん任にん者しやが使っていた城を多少改かい装そうしただけで、そのまま使っていたようである。


　で、脱出路うんぬんという話は、あとを継ついだ今のロードには伝わっていないらしい。


　しかし、たとえ小さくても城は城。となれば、万一のことを考えた脱出路は、必ずどこかにあるはずなのだ。


　それを捜すため、あたしたちは今、ここにいる、というわけである。


　ちなみに隊長さん以外の隊員たちは、町周辺の徹てつ底てい捜そう査さに当たっている。


　呪術士ソリスが地下の脱出路にいる、というのは、あくまであたしの想そう像ぞう、一つの可か能のう性せいにしか過すぎない。


　ならば他の可能性──たとえば、別の場所に潜ひそみ、強力な魔法の道具マジツク・アイテムと小さな結界で儀式を行っている、などということも考えられる。


　ゆえに、ここの探たん索さくを行うのは、あたしとナーガ、そして当人の強い希き望ぼうにより参加した、マディック親衛隊長の三人のみ。


「しかし、脱出路といったところで……」


　じゅうたんも壁飾りタペストリも取り払はらわれた部屋を見渡し、親衛隊長はつぶやいた。


　あたしが生み、放った、皓こう々こうたる魔力の明かりに照てらされているのは、四角い石が整せい然ぜんと組み合わされた表面。そのどれかを押せば、どこかに扉とびらが開く──などというしかけになっているのかもしれないが、少なくとも、見ただけでそれがわかるはずもない。


「本当に見つかるのか？


　いや、そもそも本当にそんなものがあるのか？


　もしもそんなものがあったとすれば、先代様は、前の改かい修しゆう工事で塞ふさいでしまっておられるのではないか？


　それ以前にここを利用していた前任のロードたちは、脱出路のことを当とう然ぜん知っているはずだからな」


　たしかに、他人に知られた脱出路などというものは、無む意い味み──どころか危き険けんである。


　ロードの部屋からある場所への道、というのはつまり、その場所から、ロードの部屋への直ちよく接せつ通路にもなりうるからである。


　もしもロードを狙ねらう者がいて、脱出路の詳しよう細さいを知ったなら、城じよう壁へきや警けい護ご兵へいを一切無む視しして、ロードのもとに直接刺し客かくを送り込むことが可能となるのだ。こんな物ぶつ騒そうきわまるものはない。


　ならば先代がその通路を見つけていた場合、塞いでしまっている可能性は高い。


　だが。


「その脱出路が今もここに続いているかどうかは問題じゃあないわ。


　地下空間が存在するかどうか。そこにソリスがいるかどうか。


　問題なのは、そっちなのよ」


「しかし……もし改修工事で塞がれているのなら、どうやって捜すのだ」


「まあ、まずは表面の石をひっぺがす。


　それからはじめるしかないわね」


「い……石の表面……」


　親衛隊長は苦い顔で、部屋を見渡す。


「簡かん単たんに言うが……これはひと仕事だぞ……急いで職しよく人にんを集めて……」


「その必要はないわ」


　言ってあたしは、おもむろに呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　そして。


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　たんっ！　と床に手をついて、あたしは『力あることば』を解かい放ほうした！


　石の床が、壁がうねりたゆたい、寄り集まると、それは魔力によってかりそめの命を与あたえられた、石の巨きよ人じんに姿すがたを変えた！


　おおおおおおっ！


　石人形ゴーレムが生まれるのを見たのははじめてなのか、驚おどろきの呻うめきを漏もらす親衛隊長。


「ゴーレム！」


　そしてあたしは、石の巨人に命めい令れいを下す。


「そのあたりにひざでも抱かかえて座すわっていなさい！」


「ええぇぇぇぇぇぇぇえっ!?」


　その命令に不ふ満まんの声を上げたのは、むろんゴーレムではなく、親衛隊長。


「ちょっ……ちょっと待て！　せっかく造ったゴーレムに、なぜただ座らせておく!?」


　言ううちにもゴーレムは、あたしの命令に従したがって、ひざを抱えて部屋の隅すみに座った。


　うぅむ。スネてる子供みたいで、ちょっぴしかわうい。


　あたしは隊長の方を向き、


「かん違いしないで。


　目的は、ゴーレムに何かをさせることじゃあなく、ゴーレムを造ることそのものよ」


「え……？　あっ……！」


　言われて隊長はようやく気づく。


　部屋の床や壁の表面。その石が全部、きれいさっぱり取り払はらわれ、下には地面がむき出しになっていることに。


　そう。あたしは部屋の表面を素そ材ざいに、ゴーレムを造り出すことによって、表面の石をひっぺがす、という作業を終しゆう了りようさせたのである。


「なるほど、そんな使い方が……しかし……」


　またまたあたりを見回して、隊長は表情を曇くもらせる。


　そう。


　むき出しになった地面にも、抜ぬけ穴あならしきものは見当たらなかった。


「……完全に埋うめられたのか……それとも最初からなかったのか……」


　あごに手をやり、つぶやくあたしに──


「何言ってるのよリナ」


　きょとんっ、とした顔で言ったのはナーガ。


　彼女は地面の一角を指さして、


「脱出路の跡あとならそこにあるじゃない」


『へ？』


　注目するあたしと親衛隊長。しかしナーガの指す先は、ただの地面が……


　──いや！


　魔法の明かりの下でよく見れば、そこだけ丸く、土の色が違っているのが、はっきりと見える！


　ここか！


　おそらく、改修で脱出路を埋めた時、どこか別の場所から土を運び込み──それが、あたりと埋めた部分との、色の違いを生んだのだろう。


「なら、この色が違う部分にそって掘ほり進めば──」


　一同は顔を見合わせ、うなずいて──


　そしてあたしとナーガとは、地精道ベフイスブリング──トンネル掘りの呪文を唱えはじめた。





　いく度呪文を唱えたか。一体どれほど掘り進んだのか。
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　あたしにもナーガにも、よくわからなくなってきた、そんな時。


「地精道ベフイスブリング！」


　あたしの放った術は大地にトンネルを穿うがち──その先に、土の壁ではなく、黒い虚こ空くうを見せたのだった。


　貫かん通つうしたのだ。どこかに。


　あたしとナーガと隊長は、顔を見合わせ、うなずいて──闇やみの奥へと踏ふみ込んだ。


　あたりを照らす光こう源げんは、あたしが、抜き放ったショート・ソードの先にかけた、魔力の明り。


　いざとなったら鞘さやにおさめ、光を消すことも可能。


「……ここからは注意して進むわよ」


　光を纏まとった剣をかざし、先頭をゆきながら、あたしは小さな声で言う。


「もし、ここにソリスがいたとしても……先にこっちに気づかれて逃げられたりしたら意味がないわ。


　場所を変えて、呪術を続けられる可能性もあるし」


「……わかった」


　後ろから、やはり声を低めて隊長が言う。


　一同は、まっ暗な通路を、ただ黙だまってひたすら歩み続け──


　あたしが足を止めたのは、どれくらい進んだあとのことだっただろうか。


「どうしたのよ？　リナ？」


　後ろから、ナーガの声。


「……まずいわね……分かれ道よ」


　あたしは苦い口く調ちようで言った。


　こういった脱出路の場合、逃げたすぐあとに、追っ手が脱出路を見つけてしまう可能性もある。


　そこで、そんな追っ手をまくために、道の途と中ちゆうにいくつも枝えだ道みちを作ることがあるのだ。


「つまり……どちらに進めばいいかわからん、ということか……？」


　親衛隊長の問いに、あたしはうなずくしかない。


「そういうことになるわね……もっとも、ソリスがどこにいるのかわからない以上、しらみつぶしに捜すしか……ん？」


　その時──


　あたしはふと、あることに気がついた。


　これは──ひょっとして──


「……いえ……いるわ！　ソリスはここに！


　こっち！」


　自信まんまんそう言うと、あたしは迷まよわず、道の一つに歩み進んだ。





　闇の中で炎ほのおがはぜる。


　重くしめった空気には、あるもののにおいが濃こく溶とけていた。


　地下空くう洞どうは、森にあったソリスの家なら、なんとかすっぽりおさまりそうな程度の広さがあった。


　そこを使い、儀式は行われていた。


　地面に白い魔ま法ほう陣じん。描えがかれているのは逆ぎやく五ご紡ぼう星せい。その要よう所しよには、シロウト目には意い味み不ふ明めいな記号やら文字やらがびっしりと書き込まれている。


　魔法陣のあちこちには、供きようされたさまざまな呪物。獣けものの頭ず蓋がい、何かの植物、変わった色の石、骨ほねだか木の枝だかで組まれた人形。


　陣の中央とそのまわりには、かがり火が焚たかれ、儀式の場を、オレンジ色にゆらめかせていた。


　その陣の外──かがり火の一つのそばに、しゃがみ込んだ男の姿があった。


　ここからは顔が見えないが、羽は織おったマントの背にかかるその髪かみが、薄うす暗くら闇やみの中でさえかがやくような銀色をしていることだけは、はっきりとわかった。


　ならば、まず間違いなくこの男が──


　あたしたちは、地下空洞の他の出入り口を確かく認にんし──うなずきあう。


「──呪術士ソリス！」


　朗ろう々ろうと響ひびいたマディック親衛隊長の声に、男は、びくんっ！　と身を起こす。


　ゆっくりと、彼はこちらをふり向いた。


　二十歳ほどだろうか。整ととのった細ほそ面おもての顔。黒いローブに黒マント。何かの骨やら石やらでつくった、ネックレスやらブレスレットを身につけて、黒いマフラーに銀の髪。


　そして──右手には串くしに刺さしたハム。


　そう。こいつはかがり火で、ハム焼いてやがったのだ。


　たぶん夜食。


　ロードの部屋とこことが開通したせいで、風の通り道ができた。そしてその風が、焼けたハムのにおいを運び──あたしたちをこの場に導みちびいたのである。


　枝道は途中いくつもあったが、ハムが焼けるにおいの漂ただよう道は常に一つだけ。それをたどれば、道を間違うはずもなかった。


　儀式の間の二十日間、ここで閉じこもるためにだろう。そばにはほかにも、タマネギやトウモロコシやらが箱はこに入って置いてある。


　ハムが焼ける、やたらといいにおいが満ちた中、男は冷たいまなざしを、あたしたちの方に向け、


「えぇぇっ？　人ちがいですよぅ。


　私はたまたま通りかかっただけで……」


『うそつけぇぇぇぇぇぇっ！』


　即そく座ざに全力でツッコミ入れるあたしと親衛隊長。


　そしてナーガは、ずいっ、と一歩、前に出て、


「ほーっほっほっほ！


　まさかそれでごまかしたつもり!?　ならばずいぶん甘いわね！


　まさかあなた、このわたしの顔を見忘れたのかしらっ!?」


「……む……お前はっ！」


　男はわずかに表情を歪ゆがめ、手にしたハムをひとかじり。


「そう！　いつか酒場で会ったわね！


　あなたのついた巧こう妙みような噓うそ……他のひとたちならだませたかもしれないけれど──」


　いや無む理り。


「このわたし、白蛇サーぺントのナーガの目をあざむくことなんてできはしないわよっ！　呪術士ソリス！」


　言って、びしぃっ！　と彼を指さす！


　しかし男はぱたぱた手を振り、


「いや、実は私、双ふた子ごの弟なんですよ」


「え。」


　言われてナーガはおずおずと、あたしたちの方をふり向いて、


「……ちょっとリナ、人ちがいだって言ってるわよ……」


「信じるなそんなもんっ！　第一その男、あんたの顔見て『お前は』とか言ったでしょーがっ！　たった今ッ！」


「くっ！　しまった……！」


　いや、『くっ』とかそんな、紙かみ一ひと重えで惜おしかったみたいに言われても。


「ともかく、無む駄だなことはやめろ！


　シェザール殿はすべてを話された！


　あのかたが跡あとを継つぐ目はもうない！　これ以上は罪つみを深めることにしかならんぞ！」


　ロードの弟──ソリスとつるんでいた男の名を出し、言う親衛隊長。


　これで、ソリスが呪術を続ける動どう機きは消しよう失しつした──はずだった。


　が。


「……ふっ……」


　しかしソリスは、そのことばを小さく鼻で笑い、


「そうか……あいつが捕つかまったか……


　それはまた、思ったよりもずいぶんと簡かん単たんに、ボロを出したものだな。


　まあ、間ま抜ぬけなあいつらしいといえばらしいか」


　親衛隊長を真っ向からにらみつけ、動どう揺ようの色さえ見せずに言い放つ。


「わかっているのか!?　ソリス！　たとえロードに呪術をかけても、もうお前には何の得とくもないんだぞ！」


「わかっていないのはそっちだ。


　まさか私が本当に、小こ銭ぜに欲しさにロードの呪じゆ殺さつを引き受けた、などと思っているわけでもあるまいな」


　余よ裕ゆうの表情で──口もとに笑みすら浮かべて彼は言う。


　──こいつ──もしかして──


「どういうことだ!?　それは!?」


「いいだろう！　ならば教えてやろう！」


　親衛隊長の問いに、ソリスは、ばさぁっ！　とマントをひるがえし、


「このわた」


「火炎球フアイアー・ボール」





　づぼんごうわぅわ……





　途中で悪いが──あたしの放った攻こう撃げき呪文は、爆ばく音おん残ざん響きようまき散ちらしつつ、呪術士ソリスを吹ふっ飛ばしたのだった。





「……い……いきなり何をしやがりますかねそこの人」


　やがて意い識しきを取り戻し、ふん縛じばられていることに気がついて。


　呪術士ソリスは、うらみがましい涙なみだ目めで、あたしの方を眺ながめながらそう言った。


「いや、だって……」


　あたしは頭をぽりぽり搔かきながら、


「あんたがヤケに余裕しゃくしゃくで語りはじめたから、きっとこれは、いざって時の脱出方法とかも用意してるんじゃないかなー、って思ったのよ。


　ならきっと、しゃべるだけしゃべったら逃げ出すはずだから、そのまえにとりあえず吹っ飛ばしとこーかなー、と」


「……………………」


　あたしの指摘に、無む言ごんのままで顔をそむけ、はらはら落らく涙るいするソリス。


「図ず星ぼし？　図星？」


「……うん」


　顔をそむけたままこっくりうなずく。


　おしっ！　読み勝ち！


「さて。


　もう逃げられないとわかったところで。


　聞かせてもらいましょうか。さっきの話の続きを。


『このわた』って何？」


　あたしの問いに、ソリスは涙目で半なかばヤケ気ぎ味みに、


「この、わたしが、なぜ、ロードに呪術をかけたのか、その本当の理由を教えてやろう、と言おうとしたんだっ！」


「ああ。そう続いてたんだ」


　ふたたびしばし、むせび泣くソリス。


「──で？」


「……実は……これは復ふく讐しゆうの……つもりだったんだ……」


　あたしに先をうながされ、彼はようやく、ぽつりぽつりと語りはじめた。


「考えてもみろ……！


　なぜ私が、ロードの血けつ族ぞくのみが知る、この脱出路の存在を知っていたのか！


　この私は、ここのロードの血に繫がる者だったのだ！」


「ロードの血けつ縁えんだと？」


　親衛隊長が眉み間けんにシワを寄せる。


「噓うそをつけ！　ロード・ジオラントの血縁者は……」


「ジオラントの、ではない！


　先代のジオラントが任じられる前に、この地と城とを預あずかっていた、ロード・ハイゼズの血に連つらなる者！


　わかるか!?　つまり世が世なら、この私がここのロードになっていたのかもしれないのだぞ！」


「まさか……隠かくし子!?」


「……いや……」


　親衛隊長のことばに、ソリスは左右に首を振り、


「私の叔お父じの妻のいとこが、前のロードの三男に嫁とついだのだ……」


『遠とおッ！』


　思わず叫さけぶあたしたち。


　それ、どーゆーふーに世が世だろーと、こいつがロードになれる目は皆かい無むだと思うんだが。


「それ、他た人にんじゃない」


「何を言う!?」


　ナーガの漏もらしたつぶやきに、彼はまなじりをつり上げて、


「言葉で表すと、ひょっとしたら、希き薄はくな関係に思えてしまうのかもしれん」


「いや、実じつ際さい希薄だし。」


「しかしっ！」


　親衛隊長のツッコミは完全に無視された。


「私の父とその三男とは、まだ子供だった私の目から見ても、深い友情で繫つながっていた。


　父の商売がうまくいかずに困っていると、その三男が、そっと裏から商しよう売ばい敵がたきに圧あつ力りよくをかけ、三男が商売女の手切れ金に困っていると、黙だまって父が金を渡す……まさに男同士の、篤あつい友情」


「いやあの……まあいいデス。続けてくだサイ」


　もはやいちいちツッコむ気すら失うせたあたし。


「そんな友情を育はぐくむのに使われた場所が、ここだったのだ。私も時々、商売のやりかたを学ぶため、父親に同どう伴はんしたものだった」


　なるほど。裏うら取とり引ひきの場所として、ここを利用していた、というわけか。


「しかし破は局きよくはやって来た。


　たまたまこの地を訪おとずれたジオラントは、そこで目もく撃げきしたロード・ハイゼズ一家のさまざまな行いを、卑ひ劣れつにも国王陛へい下かに密みつ告こくしたのだっ！」


　卑劣なんだ。つか、家族ぐるみでいろいろやってたんだ。前任のロード。


「おかげでロード・ハイゼズは罷ひ免めん！　その影えい響きようで、父も、いろいろなことをもみ消してもらえなくなり、あまつさえ、それまでいろいろやっていたことが全部表ざたになり……


　結局商売は破は綻たん。父が金持って逃げたせいで一家も離り散さん……


　おかげで私は……働かないで遊んで暮らすという夢を捨すてざるを得えなくなったのだ！


　これもみんなひとえに、ロード・ジオラントのせいだっ！


　だから私は……


　って、何ひとの話無視してハム焼きはじめてるんだ貴き様さまらっ！」


「いや、だっておなかすいたし」


「ハム以下かっ!?　私の、悲しくも美しい意外な過か去この物語はっ!?


　ちゃんと聞けば、私の言い分を理り解かいして味方になろう、と言ってくれる者の一ダースや二ダースはいるはずなのに！」
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「いや、今の、すがすがしいまでに自じ業ごう自じ得とくで自分勝かつ手てな話聞いてあんたの仲間になる奴やつなんて……


　……マゾか犯はん罪ざい者しや？


　まあとにかく──」


　あたしは、串くしに刺さしてあぶったハムを片手に彼のそばへと歩み寄り、


「さ。それじゃあそろそろ話してもらいましょーか。


　ロードにかけた呪術を解とく方法」


「……ふっ……」


　問われてソリスは肩を落とし、視線で魔法陣を指して、


「……あの魔法陣の周しゆう囲いに配置された雄お羊ひつじの頭ず蓋がい骨こつ……


　あれに、子供の生き血を塗ぬりつければ術は解かい除じよされる……」


「ほほう」


　あたしは魔法陣をざっと見渡し、


「じゃあそれ、陣のまん中あたりに置いてある、ロードのハンカチらしきものとあんたのマフラーとを置おき換かえて、さっそく試ためしてみましょーか」


「ああっ！　やめてやめて噓ですごめんなさい！」


　バレバレなうそをあっさりあたしに見抜かれて、呪術師ソリスはひらあやまりをしたのだった。





　かくて、事件は解決した。


　呪術は結けつ局きよく、ナーガのアドバイスに従って、魔法陣を壊こわすという、しごく単たん純じゆんな方法で止めた。


　ソリスの身み柄がらはマディック親衛隊長に引き渡し、あたしと──それにナーガまでが依頼料を受け取り、しごとは終了。


　聞けばロードの体調も、少しずつではあるものの、回かい復ふくしてきているとか。


　ただ一つだけ──あたしが気になったことがある。


　あとで、ソリスを取り調べた親衛隊長から聞いたのだが、ソリスが呪術を学んだきっかけというのは──子供の頃ころに、父親から呪術の基礎を教わった、ということらしい。


　……うーむ……ナーガのボケかと思ってたら、ほんとーにあるんだ……そーいう家風って……


　世の中の、変な奥の深さを知った、冬の日の午後のことだった……







（おしまい）







　汝その名はスイートポテト［前編］







　あたしはやって来た。


　ついに。この地に。


　キュリアン・タウン。


　さびれた──とまでは言わないが、決して大きな町ではなく、主要な街かい道どうからも外はずれている。冬の寒風が、枯かれた街がい路ろ樹じゆの梢こずえを揺ゆらしているのもどこかしけている。


　しかし来なければならなかったのだ。あたしは、ここに。


　ことの始まりは、今からおよそひと月前にさかのぼる。


　その日あたしはある町で、ちょっとしたしごとを済すませ、午後のカフェテラスで、ケーキを口に運んでいた。


　その時だった。


　近くのテーブルについた、他の客たちの言葉が耳に飛び込んできたのは。


　──おいしいわねーここのケーキ──


　──ジョージの店と同じくらい？──


　──まさか。そこまではいかないけど──


　一いち応おう念ねんのために言っておく。


　その店のケーキは、決してマズいものではなかった。


　いや──はっきし言って、おいしい部ぶ類るいに属ぞくしていた。


　ショートケーキのスポンジは、しっかりと味と香かおりがついており、生クリームも味あじ舌した触ざわりともに合ごう格かく点てん。モンブランは栗くりの風ふう味みがちゃんと活いかされていたし、フルーツ類るいは熟じゆくしすぎず、青すぎず。


　だが。


　それをして、そこまではいかないけど、と言わしめる店とは一体──


　気がつくと。


　あたしはその客たちを締しめ上……もとい、ちょっぴりやんちゃに問いかけて、その店の場所を聞き出したのだった。


　そこまでおいしいと言われれば、もはや行って、食べるしかない！　でなければ、このあたし、天才魔ま道どう士しリナ＝インバースの名がすたるというものである！　いや、魔道士関係ないけど！


　そして今。あたしはここにいる。


　知らないでいれば、旅の途と中ちゆうにたまたま立ち寄ることすらないだろう。そんな町。


　むろん店の名前も聞いている。ジョージのケーキショップ。主あるじの名を冠かんしただけのその店は、さして大きくもないこの町で、すぐに見つかった。
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　ドアにかけられた、休業中クローズ、のプレートとともに。





「実は……素そ材ざいを誰だれかに盗ぬすまれてしまったんです……」


　事じ情じようを聞きに行ったあたしに、店主──ジョージ＝グッドラックは、互たがいの簡かん単たんな自じ己こ紹しよう介かいを終えたあと、沈しずんだ声でつぶやいたのだった。


　二十代の後半、といったところだろう。調ちよう理り用ようの白い服に身を包つつんでいる。


　ウエーブのかかった金色の髪かみ。なかなかのハンサムと言っていいが、その表情は今、暗く沈んでいた。


　店の奥にあるキッチンである。調理台は片づけられ、オーブンには火も入っていない。


「盗まれた？」


　キッチンゆえにイスなどない。そのへんの空あいた木箱に腰こしかけて、あたしはおうむ返しに問う。


「おだやかじゃないわね……


　よかったら、くわしく聞かせてくれる？」


「かまいませんが……


　ご存ぞんじだとは思いますが、こういうものの出来、不出来には、素材というものが大きくかかわってきます。


　よい素材をどう手に入れるか。そこまでも含ふくめてが菓子職人パテイシエの腕うで、と言っても、あながち言い過すぎではありません」


　たしかに、その通りである。


　小こ麦むぎ粉こや砂さ糖とうなんて似にたようなもの、と思う人もいるかもしれないが、たとえば、一頭の牛からとれる肉にしても、脂あぶら身みの多いところと少ないところとで味わいが全然違うように、小麦粉や砂糖にしても、収しゆう穫かくされた場所やその後の処しよ理りによって、味は大きく変わって来るものなのだ。


　彼は続ける。


「そういった素材のうち、既き製せい品ひんでは物足りないものに関しては、うちの山で育てているのです」


「うちの山ッ！」


　さらりと出てきたダイナミックな発言に、思わず声を上げるあたし。


　山持っとるんかい。あんた。


「ええ。


　この町の気候や風ふう土どが、そういったものの育成にちょうどよかったので、条じよう件けんに見合った山を買って」


「買った、って」


　またまたさらりと言い放はなつ。実は金持ちかおまいは。


「そこまでこだわる」


「当とう然ぜんですっ！」


　彼は、ぐいっ！　と拳こぶしをにぎりしめ、


「ただの『良い素材』なら、探せばそこそこ見つかりますが、『理り想そうの素材』となれば話は別！


　しかし、だからといって、良い素材で妥だ協きようしてしまうのなら、その職しよく人にんはしょせんそれまで！　むろんただ漫まん然ぜんと、理想と出会える時を待つなどというのは論ろん外がい！


　ならば！　理想の素材が見つからないのなら、自らの手で創り出すまで！


　その程てい度どの気き概がいなくして何の職人たり得えましょう！」


　……う……うっわぁぁぁ……


　もはやあたしは言葉もない。


　そこまでのこだわりようとは……となると完かん成せい品ひんの味も期待していい、ということか。
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「本来ならばうちも、今の時期は、栗をメインにしたケーキバリエーションを展てん開かいしているはずなのです」


　ジョージのことばに、あたしはわずかに眉まゆをひそめ、


「栗？……って、ちょっと季節外れなんじゃあ……？」


「いえ。栗そのものも、多少の品ひん種しゆ改かい良りようはしていますから、普通のものとは収しゆう穫かく時期がずれていますし、それに、下した処しよ理りの時間も必要なんですよ。


　例たとえば、栗と果実酒リキユールを使うにしても、単純に栗とリキュールを使うのと、リキュールにじっくり漬つけておいた栗を使うのとでは、やはり味や香りは変わってきますし」


「……な……なるほど」


　おもわずのどが鳴りそうになるのをなんとか抑おさえて、あたしはあいづちを打つ。


　山を買って、あまつさえ品種改良まで。並なみ々なみならぬこだわりようである。


「──けれど──」


　彼は、疲つかれたまなざしを虚こ空くうに送り──


「ベストの収穫時期を数日後に控ひかえたある日……様よう子すを見に行ってみると、実っていたはずの栗が、一つ残らず、奪うばい取られていたのです……」


「一つ残らず!?」


　彼はこっくりとうなずいて、


「以い前ぜんの年にも虫や獣けものの害がいなどはありました。


　しかし、ひと晩ばんで一つ残らずとなれば……」


「たしかにそれは──誰かが故こ意いにやった、としか考えられないわね」


「ええ。


　ですからこうして現げん在ざいは、店も閉めているんです。わざわざお越こしいただいたところ、申し訳わけないのですが……」


「けど……それなら別に、栗以外のケーキを作ってもいいんじゃあ……？」


「何をおっしゃいます！


　菓か子し以外の料理でもそうですが、旬しゆんの素材、つまり食べ物がベストの味に到とう達たつするその瞬しゆん間かんを捉とらえたものを使い、完成品というさらなる高みへと導みちびく！　それこそが職人というものです！


　それが成なし得えずして──旬の素材を使ったものを提てい供きようせずして何の職人でしょう！　そんなお茶を濁にごすような行こう為いに走るくらいならば、いっそ潔いきぎく休業すべきです！」


　いや、べきです、とか熱あつく語られても。


　こっちとしては、おいしいケーキが食べられればそれでいいのだが、ここまでこだわり持っちゃってるひとを、そんなことばで説せつ得とくできるはずもないし。


　あたしはしばし考えて、


「えと……それじゃあこのお店が再さい開かいするのって、いつくらいになりそう？」


　特にあてもない旅の身、とはいえ、さすがにあたしも、こんな何もない町で、ケーキを待つためだけに、えんえんと滞たい在ざいする気にはなれない。


　返事次し第だいでは、また出直し、ということになるわけで──


　彼は暗い表情で、


「問もん題だいは……栗を盗ぬすんだ奴やつの目的です」


　キッチンの床ゆかに視し線せんを落として言う。


「単に栗が欲しかっただけ……あるいは、盗まれたというのは僕の考え過ぎで、獣や虫の被ひ害がいに遭あっただけ……というのなら、もう事件の再さい発はつはないでしょう。


　けどもし、相手の目的が、僕へのいやがらせだとしたら……」


「心当たりでもあるの？」


　問うあたしに、彼は、ゆっくりと左右に首を振り、


「ない──つもりです。


　けど、たとえ僕に心当たりがなくても、いつ、どこで恨うらまれているかなんて、誰にもわかりませんから」


「なるほどね」


　あたしはうなずく。


　人が人を恨む理由などというものは、いくらでもあるものなのだ。仮かりにそれが、逆さか恨うらみや被害妄もう想そうのようなものだったとしても。


　たとえば、近くの村や町にいる同業者が、うちの店が流は行やらなくなったのはあの店のせいだ、と思うかもしれないし、ジョージが買った山のもとの持ち主なども、本当は手放したくなかったのに、などと考えているかもしれない。


　可か能のう性せいを考えるなら、誰だって容よう疑ぎ者しやになれるのだ。


　彼は言う。


「もうすぐ、山に植うえたスイートポテトの収穫時期が来ます。


　収穫をはじめられるまで、たぶんあと、二、三日といったところでしょう。


　それが穫とれたら、早さつ速そく下ごしらえにかかって……翌よく日じつにはケーキとして、店に並べることができますが……」


「もし犯はん人にんの目的がいやがらせで、スイートポテトも盗まれたら、店をいつ再開できるかはわからない、ってことね」


「その通りです」


　彼は小さくうなずいた。


「スイートポテトの見み張はりをする、というのが一つの策さくなんでしょうが……


　それにしても、僕一人では限げん界かいというものがありますし、誰か人でも雇やとって、とも考えているのですが……」


「ならその役──あたしが引き受けさせてもらうわ」


　機きを逃のがさず、あたしは言った。


「あなたが？」


　ジョージは、驚おどろいたように顔をはね上げて、


「ちょ……ちょっと待ってください。


　お気持ちはうれしいんですが……犯人がいるとしたならば、そいつがどんな奴かわからないんですよ。


　犯行現げん場ばを押さえたら、逆ぎやくギレして暴あばれ出すような危あぶない奴かもしれません。


　あなたのような女性に、そんな危き険けんなことをさせるのは……」


「だぁぁぁいじょーぶよ」


　あたしはちょっと胸を張はり、


「こう見えてもあたし、攻こう撃げき魔法とかも使えるし」


「え。」


　ジョージの漏もらした声には驚おどろきと──そしてなぜか、不安の色が混じっていた。


「あの、いや、リナさん、畑で火とか氷とかの攻撃呪じゆ文もんを使われると困こまるんですけど」


「[image: ]。」


　と、今度はあたし。


「急きゆう激げきな温度変化があった場合、スイートポテトがダメになる危険性がありますから。


　もちろん、地面をいじくる魔法は論ろん外がいですし……風系けいの魔法も、葉を傷きずつけるようなものはできうる限かぎり使わないで欲しいんです。


　葉の傷を治すために生命力を使うことになるので、ポテトの味がわずかに落ちてしまうんです。


　目もく的てきは作物を守ることなんですから、犯人を捕つかまえるためにスイートポテトの質しつを落とすようなことになっては、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうです」


　……って……ことはえっと……


　ほとんどの魔法、使し用よう不ふ可か!?


　とまどうあたしに、ジョージの表情が曇くもる。


「──ま、だいじょーぶよ」


　あたしはあわてて笑えみを浮うかべ、ぱたぱた気楽に手を振りながら、


「あたし、剣けんの方も使えるし。


　一流、とは言わないけど、ごろつき程てい度どには負けないくらいのウデはあるから、こそどろの一人や二人、どってことないわ。


　それに、今からあちこち回って用よう心じん棒ぼうを捜さがしてる時間はないんでしょ？


　その間にスイートポテトまでやられたら意味ないし」


「それは……確かにその通りです……


　けれど……正直申し上げまして、採さい算さんの面から言って、たいした謝しや礼れいはお支し払はらいできませんし……」


「それもだいじょーぶ。あたしの目的はお金じゃなくて、おいしいケーキだから」


　あたしのことばにジョージはうつむき、しばし考え──


　やがて、ゆっくりと顔を上げた。


「──わかりました。リナさん、どうかよろしくお願いします。


　では、早さつ速そくで申もうし訳わけありませんが、今日から、ということでかまいませんでしょうか？


　もちろん、僕もいっしょに見み張はりをします。


　ポテトの収穫時期は、たぶん数日後からその後しばらくの間……せいぜい十日まで。


　その間、ポテトを守るか、犯人を捕まえるかするまで。


　ケーキの他に、ささやかですがお礼も出させていただきます」


「オーケー。決まりね。


　そのかわり、犯人捕まえてスイートポテトが穫とれたら、おいしいケーキお願いね[image: ]」


　言ってあたしは、ウインクを送ったのだった。





　たいていの木の葉も落ちた季節だというのに、畑を覆おおうスイートポテトの葉はなぜか、いまだあざやかな緑みどりを見せていた。


「……スイートポテト……？」


　ジョージに案内された、街はずれにある山の中。中ちゆう腹ふくにある畑に生えたそれを見て、あたしはわずかに眉まゆをひそめた。


　ここに生えてるのって……なんか、あたしの知ってるスイートポテトの葉っぱと、ビミョーに形が違うような気がするのだが……


「言ったでしょ。品種改良をしています、って」


　あたしのつぶやきを耳にして、ジョージが言う。


「ここに生えているのはみんな、僕が丹たん誠せいを込めて創つくり、育て上げたスイートポテトたちなんです。


　あの栗も……そうでした。


　……犯人が誰で、何の理由があるにしても……それを荒らしてゆくなんて、我が慢まんできません」


「ま、そこらへんのおとしまえをどうつけてもらうかにしても──まずは犯人を捕まえてからの話よ。


　──で──」


　あたりを見回し、あたしは言った。


　ゆるやかな山の斜しや面めんを切り開いてつくられた大きな畑。そのまわりには雑ぞう木きの林。


　あたしは雑木林の一角を指さし、


「見はりの場所なんだけど、あのあたり……雑木林の山側にテントを立て交こう代たいで……ってところね」


「山側、ですか？」


「そう。


　スイートポテトを守ることはもちろん必要だけれども、できれば犯人は捕つかまえたいわ。


　でないと、犯人の動どう機きが逆さか恨うらみとかだった場合、根こん本ぽん的てきな解かい決けつにならないわ。


　スイートポテトは守ったけれど、次の作物がまた盗まれた、なんてことになるのがオチよ。


　なら、見はりがいることを感づかれないようにしておいて、犯人が現れたところを捕まえるしかないわ。


　前はひと晩ばんで栗を全部盗まれた、って言ってたから……犯人はたぶん複ふく数すう。荷に車ぐるまか何かを用意してたはず。


　で、まさかそれで、山越えとかをやったわけはないだろーから……やって来るのはたぶん、町のあるふもとか、でなければ斜面横の方から。


　だから、山側の林でテントを張って待つ」


「なるほど。


　ならテントは、黒っぽい布ぬの地じのものがいいですね。


　それなら、中で暖だんを取っていても、犯人からは見えないはずですし」


「まあね。


　ま、中からも外が見えなくなるけど、時々外の様子を明かりが漏もれないようにそっと覗のぞく、ってことで」


　あたしの提てい案あんに、しかしジョージは微び笑しようしながら左右に首を振ふり、


「いえ。そんなことはしなくても。


　もしも犯人が、スイートポテトを一つでも引き抜いたら、即そく座ざにわかりますから」


「え？　どうやって？」


「叫さけびますから」


「何が」


「スイートポテトが」


　………………………………


　言われたことの意味が一瞬、理わ解からずに、あたしは目を点にする。


「……あの……叫ぶって……スイートポテトが……？」


「叫びます。地面から引き抜く時に」


「……いや……あの……シロウト考えなんですけど、それ、スイートポテトじゃないよぉな気が」


「ちゃんとスイートポテトですよ。


　品種改良した、って言ったでしょう？


　味や香りなどを追つい求きゆうしたその結果、たまたまそうなってしまった、という、それだけの話ですよ」


「たまたま」


「ご心配なく。叫び声を聞いても死んだりしませんから」


　にこやかに言ってから、ふと彼は真顔になって、


「……待てよ……けどもし、悲ひ鳴めいを聞いたら死ぬように品種改良しておけば、ほうっておいても犯人は……いやいやしかしそれじゃあ味のバランスが……」


「あの。えと。つか。


　品種改良って、一体、どんな物体とかけ合わせてそんな……って、やっぱし言わなくていいです。」


　問おうとして──あたしはその質しつ問もんを引っこめた。


　なんかうかつに聞いたら、そのスイートポテトと称しようする物体で作ったケーキが食べられなくなりそーな気がするし。


　あたしのその反はん応のうに、彼は苦く笑しようし、


「まあ、リナさんは魔ま道どう士しですから、そのあたりのことは気になるんでしょうね」


　いや。魔道士じゃなくてもふつー気になると思うんだけど。原材料が叫ぶイモのケーキって。


「実は、僕の父親が魔道士でして。


　子こ供どもの頃ころは魔道士協会に入れられて、そこでいろいろなことを学んだんですけど、結けつ局きよくこの道に進んじゃって……


　けど、その時に知った動物や植物の知ち識しきなんかを使って品種改良したんです。


　この畑も、ただ開かい墾こんしただけじゃあなくて、いろいろと撒まいてるんですよ」


「……いろいろ……」


　なんか、聞けば聞くほど、だんだん頰ほおが引きつってくるのが自分でもわかる。


　しかしそんなこちらの様子に、ジョージは全く無む頓とん着ちやくに、むしろにこやかな笑みすら浮うかべて続ける。


「ええ。


　まあ、肥ひ料りようの成分も企き業ぎよう秘ひ密みつ、って奴ですから、謎なぞの薬を土に撒いた、としか言えませんが」


「いや、そーいう言い方されると、かえってスゲェ不安になってくるんですけど」


「大だい丈じよう夫ぶですってば。


　それより、見張りの準じゆん備びにとりかかりましょう。一いつ旦たん町に戻もどる必要もありそうですし。


　山は、陽ひが暮くれはじめると早いですから」


「……そ……そぉね……」


　ひょっとしたら……何も聞かなかった方がよかったかも……


　ビミョーに釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、あたしはこっくりうなずいたのだった。





　夜の山は冷える。


　よく聞くフレーズではあるが、実じつ際さいにどれほど冷えるのか。それを知るのは、体験したことのある者だけだろう。


　雑木林の中に張られた黒いテント。


　二重になった厚あつめの布で、内と外とを隔へだててさえ、夜の冷気はじわじわと、テントの中ににじんで来る。


　明りと暖だんとを兼ねた炎は、小さなランプが一つだけ。


　地面にはシーツと毛もう布ふを敷しいて、さらに毛布で体をくるみ、それでようやく寒さがしのげる。


「……来るでしょうか……？　犯人は」


　小さな声でつぶやくジョージ。


「どうせ来るなら、とっとと来てとっとと捕つかまってほしいもんね」


　口もとまでを毛布でくるみ、あたしは答えた。


　おせじにも、快かい適てきな職しよく場ば環かん境きようとは言いがたい。つか、こんなのが続いたら、そのうち絶ぜつ対たい凍とう死しする。


　これでもし、犯人の狙ねらいは栗だけで、いつまで待っても現れませんでした、などというオチになったら、さすがに悲しいモノがある。


「同感です」


　あたしのことばにジョージは苦く笑しようし──


　──ッギャアぁぁぁアァッ！
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　けたたましい悲ひ鳴めいが起こったのは、そんな時だった。


　──！


　あたしとジョージは、顔を見合わせ、うなずいて──ランプの火を消し、テントから外へと這はい出した。


　そこにあるのは、頰が引きつるようなつめたい空気。


　そして、明りに慣なれた目には深すぎる、闇やみ。


　研とぎ澄すまされたナイフが描く残光のごとき細い月。光のかけらと呼ぶのにすらあまりにも頼たよりない、星々の光。


　空にある明りは、ただ、それだけ。


　そして目の前──大地には、闇。


　漆しつ黒こくの中で聞こえるのは、スイートポテトの葉ずれの音と──


　──ッギャアぁぁぁアァッ！


　ふたたび上がる、スイートポテトの悲鳴。


　……まあこの際さい、果たしてそれをスイートポテトと呼んでいーのかどーかとゆー、根本的な疑ぎ問もんは置いておくことにして。


　やがて、闇に目が慣れるうち──


　徐じよ々じよにそのりんかくを見せたのは、畑を駆かけ回るいくつもの──影かげ。


　思わずことばを失うあたし。隣となりでジョージも絶ぜつ句くする。


　影たちは、やけに小さかった。


　子供──ではない。


　背せ丈たけはたしかに、四、五歳の子供といった程てい度どだが、シルエットからすると、ヒトというよりはサルに近い。


　しかし、やはりサルとも違う。


　少なくとも、このあたりに棲すむサルならば、頭の両側に、巨大な耳のようなものなどないはずなのだが──


「……何だ？　こいつら……？」


　がざっ！


　ジョージが思わず漏もらしたつぶやきに、それらはイモの葉をゆらし、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。


　闇の中。あえかな月と星との明りを照てり返し、薄うす赤あかくかがやく無数の光──何匹もの獣けものたちの目が、一いつ斉せいにこちらを、見た。


　ギイイイイイイイイイイッ！


　獣たちが威い嚇かくの声を上げた。


　近くにいた何匹かが、あたしたちの方に向かって跳とびかかって来る！


　ジョージが身を引き──あたしの呪じゆ文もんは──間に合った！


「黒妖陣ブラスト・アツシユ！」


　もしも今が昼間なら、空中に、虚きよ無むのごとき黒い何かが生まれひろがるのが見てとれただろう。





　どぅむッ！





　闇にまぎれたその黒は、跳び来た獣たちを瞬時に呑のみ込み、灰はいと化す。


　続いて──


「明りよライテイング！」


　魔力の明りを放ったのはジョージ。


　ぱぅっ。


　まるで音さえ聞こえるかのように、夜を圧して光がはじけた。


　ギイッ!?


　闇に慣れた目を光に灼やかれ、獣たちが悲鳴を上げる。そして──


「うわっ!?」


　ジョージもまた。


　──って自分もまぶしがってどーするっ！


　……まあたぶん、単たん純じゆんに、暗かったので、知っている明りの魔法を使ってみました、といったところなのだろうが。


　唯ゆい一いつあたしだけが、術の発動する直前に手をかざし、目をやられるのを防ふせいだようだが、光そのものを直ちよく視しせずともかなりまぶしい。


　照らし出されたイモ畑。その上でもがいているのは、灰色の体をした、サルほどの大きさの生き物たち。顔の両側にはとがった大きな耳があり、目も口も、妙みように大きい。


　見たこともない生き物である。となるとこれは──誰かが魔法技術を使って生み出した合キ成メ獣ラか何かか？


　うち数匹は、何やらもそもそうねり蠢うごめく、妙なものをその手にぶら提さげていた。


「う……！　ああっ！」


　ようやく視し力りよくが回復してきたらしく、その光景にジョージが声を上げた。


　キメラが手にした、轟く物ぶつ体たいを手で指して。


「僕のスイートポテトがっ！」


「あれがかっ!?」


　叫ぶわ動くわってあんた。原材料の実じつ像ぞうを目にするたびに、なんか、ケーキへの食欲がだんだん薄うすまってくるんですけど。


　ともあれ──


　正しよう体たい不ふ明めいの獣たちは、とまどうように、しばし顔を見合わせると──


　キイッ！


　うち一匹がひと声鳴なくと、一いつ斉せいに、こちらに背を向け、駆かけ出した！


　逃げる気かっ!?


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術で空へと舞まい上がる！


　だが──それがムダだと悟さとったのは、すぐあとのこと。


　ひらけているのは畑のある場所だけ。あとは雑木の茂しげる山。そしてあたりを包つつむ、闇。


　この状じよう況きようで、小こ柄がらな獣たちを目で捉とらえることは不ふ可か能のう。かといって、走って追いつくスピードでもない。


「……くっ……」


　さしたる距きよ離りも追えぬまま、追つい跡せきを断だん念ねんし、術を解といて着ちやく地ちする。


　あたしにできることはただ、キメラたちの去った闇の奥に、じっと目をやることくらいだった……





「一体……なんだったんでしょう……あいつらは……」


　明けて翌よく朝あさ。


　陽の光を浴びたイモ畑に佇たたずんで、ジョージはぽつりとそうつぶやいた。


「たぶん、魔ま道どうで生み出されたキメラか何かでしょうね……」


　昨さく夜や、獣たちが去っていった方に目をやったまま、あたしは言う。


「ということは……」


「そう。あいつらに命令を下してる魔道士がいる、ってことよ」


「けど、なんで魔道士が……」


「さあね……


　ひょっとしたら、あなたの品種改良した、栗？　とかスイートポテト？　とかが、たまたま何かの魔道の材料にぴったりだった、とかいうこともあるかもしれないし」


「なるほど……栗とかスイートポテトとかが、なぜ微び妙みように疑ぎ問もん形けいなのかはさておいて……動どう機きなんてものはいくらでも考えられる、ということですか……」


「そーいうこと。


　で、最大の問題は──」


　あたしはぐるりと畑を見渡す。


　昨夜の被ひ害がいは、そうたいしたものではなかった。


　ということは、つまり──


「奴やつらがまたやって来る可能性がある、ってことよ」


「もしも……そうなった時……


　正直に言っていただきたいんですが──あれだけの数をどうにかすることはできると思いますか？」


「むずかしいわね。たとえ、どういう手しゆ段だんを取るにしても」


　眉み間けんにシワ寄せ、あたしは言う。


「やって来たあいつらを一いつ掃そうすること自体は、ちょっと派は手でな攻撃呪文を使えば可能よ。


　けどその場合、スイートポテト？　も、傷つけることになるでしょうね。


　人をおおぜい雇やとう、ってテもあるけど、それであいつらを全部、やっつけるなり捕まえるなりするのは不可能でしょうね。


　それに、おーぜいでドタバタやってると畑も荒れることになるわ」


「つまり……打つ手はない……そういうことですか……」


　肩かたを落として言う彼に、しかしあたしは左右に首を振り、


「かんちがいしないで。


　これはあくまでも、あいつらがまたやって来たら、という話よ」


　彼は顔をはね上げて、


「ということは──来ないかもしれない、ということですか？」


「そうじゃなくて。


　別の選せん択たく肢しがある、ってことよ」


　眉まゆをひそめるジョージに、あたしは、びっ！　と一本指を立て、


「つまり。


　こっちから、相手のアジトを探し出して乗り込むのよ」


「できるんですか!?　そんなことが!?」


「可能──だと思うわ」


　あたしは視し線せんを、昨夜、あのキメラたちが去った方向へと向けた。


　その先にあるのは、別の山。


「あいつらは昨日、あっちの方へと逃げていった。


　町も何もないはずの方に、よ。


　ならそっち──たぶん、そう遠くない場所に、あいつらの拠きよ点てんとなるべき場所があるはずよ。


　つまり、やつらを操あやつる魔道士の研究所か何かが、ね」


　魔道士協会に通っていたジョージなら知っているだろうが、人ひと里ざと離はなれた場所で研究を続けている魔道士、というのも、世の中には数多くいる。


　そんな中の一人が、この近くの山にいたとしても不ふ思し議ぎはない。


　たまたま付近を散さん歩ぽしていて、ジョージの畑を発見し、そこの植物を取るために、キメラたちを送ってよこした。


　そんな可能性も充じゆう分ぶんありうる。


「陽が暮れて、やつらがまたやって来るまでに、その場所をつき止めて、叩たたく。


　事件を根本的に解かい決けつするには、たぶん、それしかないはずよ」


「……なるほど……いちかばちか、ということですね……


　わかりました！　なら、僕もいっしょに行かせてもらいます！


　一人で捜すより二人で捜す方がいいでしょうし、それに何より──


　これは、僕の問題でもありますから」


　決けつ意いの色を瞳ひとみに浮うかべ、言うジョージに、あたしは無言でうなずいたのだった。





　捜そう索さくは、やはり楽にはいかなかった。


　雪でも積つもっていれば別だったのだろうが、枯かれた落ち葉に覆おおわれた山に、足あし跡あとなどが残るはずもなく、キメラたちの通った跡を見つけることは無む理りだった。


　山に慣なれた猟りよう師しとかなら、あるいはそんな痕こん跡せきを見つけることもできたのかもしれないが、今からそんな人材を探しまわっている時間はない。


　結局、まずはあたしが空から捜そう索さく。飛行呪文を使って、キメラたちの去った方角をうろうろ飛びまわり、怪あやしい建物などがないかと捜してみたのだが──それらしいものは見当たらず。


　冬になっても葉が落ちない、針しん葉よう樹じゆなどに覆われたところにあるのか、あるいは洞どう窟くつなどを拠きよ点てんにしているのか。


　日は昇のぼり、中天へと至いたり、やがて徐じよ々じよにかたむきはじめ──


　ひょっとしたら自分たちは、見けん当とう違いのところを捜しているのではないか。そんな疑ぎ念ねんが胸の裡うちに頭をもたげはじめる。


「リナさんっ！」


　ジョージが声を上げたのは、そんな時のことだった。


　道なき場所にしゃがみ込み、彼はその手で何かを拾ひろい上げた。


「どうしたの!?」


「これ！　見てください！」


　駆かけ寄るあたしに、彼が自分の手のひらに載のせ、さし出したのは──


　白目の部分が薄うす茶ちや色いろくにごった、眼がん球きゆうのようなもの。


　黒目の部分に透とう明めい感かんはなく、まさに、死後数日の目玉、といった感じである。


　薄気味の悪さに、あたしはわずかに腰こしを引きながら、
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「うっわ！　何これ!?」


「僕のつくった栗です！」


「栗なんかッ!?」


「そんないやな顔しないでください。味と香りを追つい求きゆうして品種改良したら、自然とこういう形になってしまったんですから」


　いささかムッとした顔で、ジョージは言う。


「それに、これはこれで、見み慣なれれば結けつ構こう可愛かわいいものがあるんですよ」


　かわいくないかわいくない。


　つか、ほんとーに味を求めての改良なのか。それは。


　ジョージは道なき道の先に目をやって、


「とにかく──


　前に盗まれたこれが、この場所に落ちているということは──


　あいつらが、ここを通ったということ。


　つまり、僕たちの捜している方向は、決して的まと外はずれではなかった、ということです！」


「なるほど！　なら──！」


　証しよう拠この発見に元気づけられ、あたしとジョージは歩みを進め──


　やがて。


　山の中腹に、ぽっかりと口をひろげる、遺い跡せきらしきものを発見したのは、それからほどなくのことだった──







（汝なんじその名はスイートポテト：つづくっ！）





　次回予告




　ついにリナたちの前に現あらわれた、犯はん人にんのアジトらしき場所！


　果たしてそこに待つのは何か!?


　それはさておきつい最近、この次回予告が全然予告になっていないことに気づいた作者は、一体どうすればよいのか!?


　まあそんな楽屋落ちの話はほうっておくとして！


　とにかく次回


　汝その名はスイートポテト：後編


　サツマイモをホイルで包つつんで蒸むしながら待て！






　汝その名はスイートポテト［後編］




　あらすじ




　おいしいケーキをただ求め、山あいにある小さな町、キュリアン・タウンにやって来たリナ。


　しかし噂うわさの店は休きゆう業ぎよう中ちゆう。店主のジョージに聞いてみれば、材ざい料りようの、品ひん種しゆ改かい良りようをした栗くりを盗ぬすまれ、収しゆう穫かく間ま近ぢかのスイートポテトも狙ねらわれるおそれがあるという。


　ケーキを食べるそのために、盗とう難なん事じ件けん解かい決けつに乗のり出すリナ。


　品種改良の結けつ果か、抜ぬけば叫さけんで身もだえするようになったスイートポテトの畑で張はり込む、リナとジョージのその前に、サルほどの大きさをした、キメラの群むれが現あらわれる！


　なんとかそれを撃げき退たいするリナ。


　キメラたちを操あやつるものをつき止めるべく、二人はその痕こん跡せきを追う。


　そして離はなれた山中で、かつて盗まれた、死体の目玉のような栗と、遺い跡せきの入り口を発見したのだった！







「──ここ──でしょうか……？」


　自信なさげにつぶやくジョージの横顔は、薄うすく茜あかねの色に染そまっていた。


　すでに陽ひが暮くれかけている。


　あたりの気温もずいぶん下がりはじめ、マントで体を覆おおっていないとちょっと寒い。


　入り口は、決して大きなものではない。大人が入るには、やや背をかがめて一列にゆくしかない。そんな程てい度どの幅はばと高さである。しかし深さは一体どれくらいあるのだろう。


　見れば、入り口付近に生はえた雑ざつ草そうがところどころ折おれている。ここに何かが出入りしていることはたしかだが──それが昨さく夜や畑を襲おそったキメラたちかどうかはわからない。


「いずれにしても……入ってたしかめてみるしかないわね」


　言ってあたしは口の中で、魔法の明りを生み出す呪じゆ文もんを唱となえはじめ──


　中ちゆう断だんする。


　聞こえたのだ。何かが。


　目の前に口を開けた穴あなの奥おくから。


　遠い──ざわめきのような音。


　それは少しずつ大きくなる。近づいて来ているのだ。音の主が。


「退さがって！」


　あたしはジョージを退がらせると、自身も入り口脇わきに身を隠かくし、口の中で呪文を唱えはじめた。


　身を隠しつつ覗のぞき込めば、最初に見えたのはただ闇やみばかり。


　だがやがて、うっすらさし込む光の中に現あらわれたのは、サルほどの大きさをした異い形ぎようたち。昨夜見かけた合キ成メ獣ラの群むれだった！


　大当たりビンゴ！　やっぱしここがアジトの入り口か！


　あたしは物もの陰かげから飛び出すと、入り口の前を横切りざまに、唱えておいた呪文を解とき放はなつ！


「火炎球フアイアー・ボール！」





　ごバぉうんっ！





　光こう球きゆうは、出入り口の奥おくに着弾し、炎と熱とをまき散らす。


　荒あれ狂くるう熱と炎は、吹っ飛ばされたキメラとともに、出入り口から盛せい大だいに噴ふき出した。
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　爆ばく発はつ衝しよう撃げき波はの余よ韻いんが消えるのを待って、あたしはふたたび出入り口の前に飛び出す。


　いまだ奥から響ひびく残ざん響きようには、小さな無数の足音が混まじっていた。


　逃にげているのだ。今のをかろうじて生き延のびたキメラたちが。


　キメラを操あやつる誰だれかは、ほどなく異い変へんを察さつするだろう。


　時間を与あたえれば、反はん撃げきの準じゆん備びを整ととのえられるか、逃げられるか。


　いずれにしても、面おも白しろいことにはならない。


　ならば今すぐ行くっきゃない！


　あたしは口の中で呪文を唱え、腰こしのショート・ソードを引き抜いて──


「明りよライテイング！」


　剣の切っ先に魔力の明りを灯ともす。真昼のように──とはいかないが、足あし下もとを照てらすには充じゆう分ぶんな光。


「行くわよ」


　あたしの呼びかけに、ジョージは小さくのどを鳴ならしてうなずいた。


「……ええ」


　かくて。


　光灯る剣をたいまつにして、あたしとジョージ、二人は奥へと踏ふみ入ったのだった。





　通つう路ろの奥は無数に枝えだ分わかれし、さまざまな死の罠わなが──


　などという展てん開かいも盛もり上がりも一いつ切さいないまま、やがてあたしたち二人は、その奥へとたどり着いていた。


　……まあ考えてみればそれも当とう然ぜん。通路の途と中ちゆうに、やたら罠やら枝道やらがあったりしようものなら、まずまっ先に、キメラたちがその被ひ害がい者しやになるだろう。


　ともあれ、たどり着いたのは、だだっ広い部屋だった。


　天てん井じようも高く、壁かべのあちこちには魔力の明りが灯っている。


　反対側には開かれたドア。キメラたちの姿すがたは、ない。


「……ここは……」


　あたりを見回し、つぶやくジョージ。


　と、そこに。


「──よくぞ来た！　この場所まで！」


　響いたのは、重じゆう厚こうな男の声だった。


　向かいに開かれたドアの奥──闇やみに浮うかんだ小さな光と足音が、ゆっくりとこちらに近づいて来た。


　ランプのようなものに魔法の明りをかけ、それを腰こしから吊つるした一人の男。


　黒い髪かみと黒ローブは闇にまざれ、白い顔だけが虚こ空くうに浮うかび上がる。
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　おそらく四十代だろう。端たん整せいな顔立ちではあるが、削そげた頰ほおと鋭するどいまなざしが、どこか近寄りがたい雰ふん囲い気きをかもし出している。


　男は通路を抜け、部屋に入ったところで立ち止まり、にやりっ、と小さな笑いを浮うかべた。


「まあ、まずは合ごう格かく、ということか」


「合格？　何よそれ？」


「……い……一体……」


　あたしの隣となりでジョージがかすれた声を上げる。


「一体これは……どういうことなんだ？　父さん!?」


　………………………………


「……えっ……？」


　一いつ拍ぱくの間を置いてから。あたしははじかれたように、ジョージの方をふり向いた。


「ちょっと……！　父さん、って……？」


「言ったでしょう。父が魔ま道どう士しだ、と」


　男をにらみつけたままジョージは言う。まあ、たしかになんかそんなことを聞いたような気がするけど……


「そういうあなたは？」


　黒ローブの男は、こちらに視し線せんを送り、問いかける。


「あたしはリナ。リナ＝インバース。ごらんの通りの旅の魔道士よ。


　ジョージの店にケーキを食べに来たんだけど、栗くりを盗ぬすまれて作れない、っていうんで、その犯はん人にん捜さがしに手を貸かしてる、ってわけ」


「何!?」


　あたしのことばに、男は驚きよう愕がくに目を見開いて、


「栗だったのか!?　あれ!?」


　……まあ……ふつーそうは思わんわな……あんな朽くちかけた眼がん球きゆうみたいな物ぶつ体たい。


「……そうか……ジョージの手伝いを……


　申もうし遅おくれた。わしの名はギニス＝グッドラック。そこにいるジョージの父だ」


「けど父さん……！　ということは、あれが僕ぼくのつくった栗やスイートポテトだと知っていて、変なキメラたちに盗ぬすませた、ということですか!?」


「いや。あれが栗だとは知らんかったが……確かに、お前が作ったものだということは知っておった。


　というか、あんな変な栗作ってるお前に、変なキメラ呼ばわりされるいわれはないような気がするんだが。


　お前、あんなものをひとさまに食わせる気か？」


「そんなことよりも！


　なんで僕の栗を!?」


　親父おやじ殿どののしごくまっとうなツッコミをさらりと聞き流し、ジョージは激げつ昂こうして問いかける。


　おっちゃんは左右に小さく首を振ふり、


「わからぬか。ジョージ。


　これはわしが、父として、我わが子に与あたえる試し練れんなのだよ」


「……試練……？」


「そう。


　わしはお前を魔道士として育てるべく、魔道士協きよう会かいに通わせた。


　しかしお前は、魔道士の道には進まず、菓か子し職しよく人にんとしての道を選んだ。


　そのことについて、文もん句くをつけるつもりはない。お前自身、いろいろと考えた末すえの選せん択たくなのだろうから。


　しかし、選んだ道で、一体どれほどのものを身につけたのか。それだけはこの目で確かめさせてもらわねばならん。


　そしてもし、お前が、未み熟じゆくな技ぎ量りようしか持ち合わせぬと判はん断だんしたなら──


　たとえ無む理り矢や理りにでも、その道をあきらめさせる。親として」


「……なるほど……だから『試練』というわけですか……」


「そう。


　ゆえにわしは、自みずから造つくり出したキメラたちを使い、まずはお前の栽さい培ばいする……栗？　を盗み出した。


　この場所を見つけだすことができるかどうか。それが最初の試練」


「これが──近くに落ちていたんですよ」


　言ってジョージは、入り口の前で拾ひろった眼球──もとい。栗だと主しゆ張ちようする物体をふところから取り出した。


「すぐにわかりましたよ。このあたりに、他にこんな栗は生はえていませんから」


　そうポコポコ生えててたまるか。そんな物体。


「品ひん種しゆ改かい良りようの結けつ果か、こういう形になり……そしてそれが、この場所を見つける手がかりとなった。


　試練は合格、というわけですね」


　ギニスのおっちゃんは、ふっ、と小さく笑えみを浮かべて、


「甘あまいな。ジョージ。


『最初の』試練、と言ったはずだぞ。


　それに、ここを見つけたのも、そちらのリナさんに手助けしてもらってようやく、といったところではないか。


　この程てい度どで慢まん心しんするようでは未熟」


　父と息子むすこ。男と男。二人の視線が火花を散ちらす！


「……ってあのー……ギニスさん、ちょっと質しつ問もんあるんですけど……」


　盛もり上がっているところを悪いのだが、あたしは横から口をはさむ。


「何か？」


「ジョージがその道でどれほどの力をつけたか見るための試練……っていうのなら、実じつ際さいにケーキを作らせて食べてみる……とかの方がいいよーな気がするんだけど……」


「でもわし、甘いもの苦にが手てだし。」


「そんな理由でかっ！」


「ということだジョージ！」


　あたしのツッコミをさらりと聞き流し、おっちゃんはジョージの方に向きなおり、


「次の試練を受けてもらおう！」


「いいでしょう！」


　ノリといきおいで言うジョージ。……っていーのか。


「それでこそ我わが息子！」


　言っておっちゃんはふところから、小さな何かを取り出し、口にくわえて息を吹ふく。


　聞こえたのはただ、風の音。しかし。


　……わざわざわざわざわざわ！


　彼の後ろには、やはりいまだ開かれたドア。


　わだかまる闇やみの奥おくから聞こえてきたのは、小さな無数の足音だった。


　そして。


　闇の奥から光の中に。飛び出し来たのは、無数のキメラたち！


　その数は、三、四十か、あるいはもっといるだろうか。


　昨夜スイートポテト畑に現れ、さきほど洞どう窟くつの入り口で見た、あのキメラである。


　おそらくギニスのおっちゃんは、ふところから取り出した笛ふえのようなものを使い、人には聞こえぬ音を鳴ならし、どこか別の部屋から呼び寄せたのだろうが……んーむ……まだこんなにいたとは……


「第二の試練！


　このキメラたちをすべて倒たおしてみよ！」


「こ……こいつらを!?」


　さすがにうろたえるジョージ。


　が。


「あわてることはないわよ」


　あたしは彼の肩かたをぽんっ、と叩たたき、ずいっ、と前に歩み出て、


「あたしがとっとと片づけるから」


　しゃしゃり出た理り由ゆうは言うまでもない。ここまでジョージにつきあったあげく、『試練に合格できませんでした。ということでもうケーキは作りません』などという結けつ果かにでもなろうもんなら、たまったもんではないから、である。


「……ちょっ……！　ちょっと待て！　これはあくまでジョージの試練……」


　あわてて待ったをかけるおっちゃん。が。


「わかってるわよ。


　で、あたしは、彼のケーキを食べるために、力を貸かす価か値ちがあると思った。


　つまりはこれも間かん接せつ的てきに彼の力！　自分が甘いモノ苦にが手てだからってキメラけしかけるよりは、よっぽど道どう理りにかなってるはずよ！」
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　さすがにイタいところを突つかれた自じ覚かくはあったらしく、ひるんで首を縦たてに振る。


　そこにさらに畳たたみ込むあたし。


「条じよう件けんは、倒す、ってことだったから、逃げたり隠れたりした奴やつは戦意喪そう失しつってことで倒れたとみなすから。


　あ。それと。危あぶないからそこ、どいてた方がいいわよ」


　言って、マントの下でこっそり手を動かしつつ、呪じゆ文もんを唱えはじめる。


　さすがにギニスのおっちゃんも魔道士だけあって、あたしが唱えているのが攻こう撃げき呪文だと理り解かいしたのだろう。顔色を変えて横手に逃げながら、それでもキメラたちに命めい令れいを下す。


「相手はその女だ！　押さえ込んで、呪文を唱えられないように口を封ふうじろ！」


　ギャァッ！


　鳴いてキメラたちが一いつ斉せいに地を蹴ける。


　さすがに速い！　しかし！


　ばさあっ！


　あたしは身をひるがえしざま、こっそりと留とめ金から外はずしたマントを、キメラたちに向かって、覆おおいかぶせるようにほうり投げた。


　マントがキメラたちとこちらとの視線を一いつ瞬しゆんさえぎり、いきおい余あまった先頭の数匹ひきが、そのままマントに突っ込み、からまり──


　落ちたところを、後こう続ぞくが踏ふみ越こえようとする。が。


　その時には、あたしはすでに大きく後ろに退さがり、呪文を唱え終わっていた。


　とっ！　と床ゆかに片手をついて、『力あることば』を解とき放はなつ！


「氷窟蔦ヴアン・レイル！」


　その手を起き点てんに白い螺ら旋せんが四方に延のびる。あたしの立っている、その場所だけを避さけるように。


　そして、キメラたちがそれに触ふれた瞬間。


　白いツタ──凝ぎよう縮しゆくされた魔ま力りよくの冷気は、触れたキメラたちを氷の彫ちよう像ぞうと化した。


　だがこれで相手が全ぜん滅めつしたわけではない。後続の多くはとっさに飛び退いて、術じゆつの影えい響きよう範はん囲いから逃のがれている。


「むぅっ……やりおるな」


　おっちゃんはまなざしを鋭するどくして、


「ならば見せよう！　わしのキメラの、真しんの姿すがたを！」


　言うなりまたあの笛らしきものを口にくわえる。


　人の耳には聞こえぬ音に、キメラたちは耳をそば立て、一つ所に集まった。


　その肉体はよじれ、とろけて融ゆう合ごうし──


　りゅぐあぁぁぁあぁッ！


　やがて雄お叫たけびを上げたのは、獣けものの頭と大人の倍近い身長、そして六本の腕うでを持つ巨きよ大だいなキメラ！


「見たか!?　これがわしの合体融合型キメラ、デュプレクスの真の姿！」


　朗ろう々ろうと響ひびくギニスのおっちゃんの声。


　……が……合体融合型のキメラ!?　そんなものを造り出すとは……なんという魔道技ぎ術じゆつ力りよく！　ただの甘いモノ嫌ぎらいのおっちゃんではない、ということか！


「さあゆけデュプレクス！　お前の力を見せつけてやるがいい！」


　彼の命令に、キメラは巨大な腕を大きくふりかぶり──


「とゆーわけで覇王氷河烈ダイナスト・ブレス」


　こかんきぼがぁぁぁぁんっ！


　あたしの放った呪文を受けて、あっさり凍こおって砕くだけ散ちる。


「ば……ばかなぁぁぁぁっ！　わしのデュプレクスがぁぁぁぁっ！」


「いやあの。


　合体するのはたしかにスゴいけど、まとまって動き遅おそくなって、やられやすくなってどーする。」


　こちらとしては、はっきし言って、合体しないで数とスピードで押されると、少々苦しかったのだが……


「いややっぱり折せつ角かくつけた能のう力りよくだし！　使いたくなるのが人情っていうものだろう！　それにそっちも普ふ通つうこういう場合、そのあたりを察さつしてつきあいで、おびえてピンチになったりするだろう！」


「ごめん。あたし、そーいうのにつきあう趣しゆ味みないし」


　涙なみだするギニスのおっちゃんに言い放つあたし。


　……ま……製せい造ぞうに必ひつ要ような技術力に、必ずしも成せい果かが伴ともなうとは限かぎんない、ということである。


　おまけにおっちゃんの語りが長いせいで、こっちには、呪文を唱える時間が充じゆう分ぶんにあったし。


「お……おのれぃっ！　ならばっ！」


　彼は気を取り直して立ち上がり、きっ！　とこちらをにらみつけ、


「第三の試練、ゆくぞ！」


「まだあるの？」


　あたしのつぶやきはきっぱり無む視しし、彼は部屋の壁かべに駆かけ寄よると、魔力の明りが灯ともる燭しよく台だいを引っぱった。


　と。


　ごこごごごこごごごこここ……


　にぶい音とともに、すぐ隣となりの壁が横へとスライドして開き、無む明みようの闇やみを覗のぞかせる。


　その奥に──何かがいた。


「出いでよ！　我がキメラ、ミュルアキス！」


　ひゅおォォォォォォォォォォ……


　風に啼なく死し霊りようのごとき声を上げ、それはゆっくりと歩み来る。


「──っげっ！」


　その姿に、思わずあたしは声を上げた。


　大きさは普通の人程てい度ど。プロポーションもそんなもの。しかし土気色に変色したその全身には、ほとんど余あますところなくびっしりと、無む数すうの目がついていた。


　よどんだ瞳ひとみは濁にごったままで何も映うつさず、意い志しの光も宿やどさぬままで、うつろに虚こ空くうを眺ながめている。


　能のう力りよくの方はいざ知らず、見た目はとことん気き色しよく悪い。


　あたしは迷まよわず攻撃呪文を唱え──


「待ってくださいリナさん！」


　それに待ったをかけたのは、なぜか、ジョージの方だった。


「駄だ目めです！　攻撃呪文は！」


「……え？」


　わけがわからず──それでも呪文を中ちゆう断だんするあたし。


　ジョージは、ひた、と、気色悪いキメラを見つめたままで、


「よく見てください！　奴やつの……目に見える部分を！


　あれは全部、僕のところから盗ぬすまれた栗くりです！」


「えぇぇええっ!?」


　いろんな意味で、あたしは思わず声を上げていた。


　たしかに言われてみれば、あのどんよりとした目……いや、目のようなものって、ジョージの栗によく似にている。


　じっくり見てみる気にはなんないけど。


「さすがに気づいたようだな！」


　勝ちほこったギニスのおっちゃんの声。


「その通り！　これは、お前のところから奪うばった……栗、と称しようする物体を組み込んで造つくり上げたキメラなのだ！


　栗そのものには、何の手も加えておらん。


　つまり、回かい収しゆうすればおそらく普通に使えるだろう。


　しかし──攻撃呪文でこやつを倒せば、その栗も台無しになるだろうな。


　このキメラそのものは、デュプレクスほどの力はないが……


　さあ！　どうする!?」


　どうする、と、言われても……


　むろんあたしの心は決まっている。


　いくらなんでも、こんな気色悪い物体から回収された栗で作ったケーキなんぞ食べたくない。


　が、あたしが呪文を唱えはじめるより先に。


「なら、僕が相手をしよう」


　ジョージが、ずいっ、と前に出る。


「──って、待って！　さっきのキメラほどじゃない、って言っても、弱いって意味じゃないのよ！」


　たしかにあたしは、さっきの合体デカキメラをいともあっさり倒してのけたが、それはこのあたしだったからこそ。


　普ふ通つうの駆かけ出し戦士や魔道士ならば、合体して弱くなったキメラでも、十分に強きよう敵てきだっただろう。


　ましてやジョージは、魔道士協会で学んだこともあるとはいえ、現げん在ざいはケーキ職しよく人にん。一体何ができるというのか。


　しかし彼は、不ふ敵てきな笑みを浮かべ、


「心配ありません」


　と、父親の方に向きなおり、


「策さくを弄ろうしたつもりで……失しつ敗ぱいしたようですね。父さん」


「何!?」


「これが何か……わかりますか？」


　言ってジョージは、服のポケットをごそごそとまさぐり──取り出した一本の小びんを右手でかかげてみせる。


　青いガラスでできたその中に、濃こい色の液体が揺ゆれ動いているのが、かろうじて見て取れた。


「そんなものでどうするつもりだ？」


「こうするんですよ」


　言ってジョージは左手で栓せんを引き抜ぬき、右手の小びんを小さく振ふった。


　中の液体が静かに揺れて──やがて広い部屋の空気に、かすかなにおいが混まじる。


　よい香かおりとも言えないし、異い臭しゆうと呼ぶほど不ふ快かいでもない、何かのにおい。


　そのとたん。


　びくん！


　百目キメラの体がふるえた。


「む!?」


　おっちゃんの表情に動どう揺ようが走る。


　キメラの全身は激はげしく痙けい攣れんをはじめ──


「ジョージ！　何をした！」


「僕のつくった栗をそのまま使ったのは失敗でしたね。


　父さん」


　彼は右手の小びんを小さく振って、


「食材というのは生き物なんですよ。たとえ植しよく物ぶつであっても。


　そして、この中に入っているのは、僕の作物たちに与あたえている肥ひ料りようなんですよ。


　これを欲ほしがって……ほら」


　言って彼が目で指すのと同時に。


　ごぷぁ！


　百目キメラの全身が崩ほう壊かいし、中から飛び出た無む数すうの眼がん球きゆう……もとい『栗』が、肥料を欲ほつしてジョージの方に転がり来る！
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「ね」


　彼はふたたび小びんに栓をする。『栗』たちはにおいの源みなもとを見失い、しばらくあたりをおろおろと転がっていたが、やがてほどなく動かなくなった。


　全身の『栗』に抜け出されたそのあとには、キメラの、残ざん骸がいとも呼べぬ、土気色の塊かたまりがひろがっているのみ。


　ジョージは、落ちている『栗』のいくつかをチェックして、あたしの方を向き、にっこりとほほえんで、


「よかった……品ひん質しつに異い状じようはありません。


　これでリナさんに、マロンのケーキもご提てい供きようできます」


　うわぁ。食いたくねぇ。


　品質に異状がなくても、それ以前の物体に異常がありすぎると思うのだが……


「……ま……まさか……ミュルアキスまでがこうも簡かん単たんにっ……！」


　ギニスのおっちゃんは怒いかりと驚きよう愕がくの混まじった呻うめきを漏もらし、


「えぇい！　こうなったら第四の試練！


　次は！……ええっと……」


「──ちょっと待ておっさん」


　そこにあたしが待ったをかける。


「何よ？　その『ええっと』ってのは？


　そもそもこの試練って、いくつあるわけ？


　……まさかとは思うけど……


　なんとかジョージを魔道士にしたくて、試練と称しようして無む理り難なん題だいを押しつけてるんじゃあないでしょーね？」


「な!?　いや……！　待……そ……そんなことはちっともないぞ！」


　あたしの指し摘てきに顔色を変え、しどろもどろになる彼。


　……んーむ……わかりやすいおっちゃんである。


「まさか!?　そうなのか!?　父さん！」


「いや、だからその、違うと……


　……えぇいくそっ！」


　言ってくるりときびすを返し、出てきたドアの奥へと逃げ込んだ！


「ジョージ！　追うわよ！」


　言うあたしに、しかし彼は『栗』を拾ひろいながら、


「え？　でも、栗も無ぶ事じに回かい収しゆうできたことですし……」


「何言ってんのよ！　お父さんをこのままにしといたら、またいつかちょっかいかけて来るわよ！　捕つかまえて説せつ得とくするしかないじゃない！」


「な……なるほど……わかりました！


　なら──」


　言って彼は、いきなり呪文を唱えはじめた。


　耳みみ慣なれない呪文を早口でまくし立て──


「地封穿デイバインド」


　とんっ、と右足を踏ふみならしたとたん──


　……わぁぁっ!?


　闇の奥から聞こえた遠い悲ひ鳴めいは、ギニスのおっちゃんのものだった。


「……え？　今の……」


「これでたぶん──父さんは、僕の術じゆつで捕まったはずです」


　あっさりとそう言って、奥に向かって歩きだすジョージ。


　あたしも半歩遅おくれてついて行きながら、


「そんな術、使えたの？」


「ええ。通わされていた魔道士協会で、呪文を構こう成せいする混沌の言語カオス・ワーズの基き本ほんはマスターしましたから。


　……畑を荒あらす獣けものたちを捕まえようかと思って、以前に、我が流りゆうで作ってみた呪文なんですよ。


　獣にはあまり効こう果かが上がらなかったんですが、どうやら父さんを捕まえることはできたみたいです」


　苦く笑しよう混まじりにさらりと言う。


　……混沌の言語カオス・ワーズの基本をマスターして、独どく力りよくでそんな呪文を構成するって……それ、魔道士としてはかなりのレベルになってると思うんですけど……


　なるほど。ギニスのおっちゃんが、無理にでもジョージを魔道士にしようとしていた理り由ゆうもこれでわかった。


　惜おしかったのだ。彼の、魔道士としての素そ質しつが。


　しかし結局──


　ジョージの言ったその通り。通路を少し進んだあたりで、ギニスのおっちゃんは、大地から生はえた土のツルに全身をからめ取られていたのだった。





　そして今。


　あたしの目の前には、何種類ものケーキが並ならんでいた。


　パイにタルトにスポンジケーキ。パウンドケーキなどもある。


　言うまでもない。ジョージが、『栗』と、早めに収しゆう穫かくできた『スイートポテト』を使って作り上げたケーキの数々である。


　見た目は完かん璧ぺき。クリーム、ムース類るいはツヤ張はりともに申し分なく、生き地じの焼き色も非ひの打ちどころがない。香かおりも甘くかぐわしく、鼻び孔こうの奥をやさしくくすぐる。


　見ているだけでものどが鳴る。


　が。


　なにしろ、原げん材ざい料りようがアレなのである。


　世の中には知らない方がいいこともある、などという決まり文句があるけれど、これがまさしくその通り。


　絶ぜつ叫きようして蠢うごめくスイートポテトと、養よう分ぶんを求めさまよう目玉のごとき栗が原材料と知らなければ、迷まよわず飛びついていただろう。


　けれどあたしは、知ってしまった。


　むろん今並べられたケーキには、原材料たちの面めん妖ような面おも影かげは微み塵じんもない。クリームやチップに化けた栗は、目玉のようには見えないし、スイートポテトパイも、動きもしなければ叫さけびもしない。


　とはいえ──


「さあ。リナさん。ご遠えん慮りよなく」


　調ちよう理り服ふくに身を包つつみ、にこやかにジョージが勧すすめる。


「……あ……うん……それじゃあ……」


　あたしの右手は、しばしテーブルの上をさまよって──香こう茶ちやのカップを手に取り、ひと口。


　……うーん……この香りと味わい。葉そのもののふくよかな甘みを引き出し、しかし渋しぶみと苦にがみは出しすぎず、殺しすぎず。


　完璧な淹いれかたである。


　……などと現げん実じつ逃とう避ひするあたし。


　うーみゅ……やっぱしどーにも……食しよく欲よくがわかないとゆーか、根性が出ないとゆーか。


「……く……食うのかそんなもん！」


　声を上げたのは──あたしではない。部屋の隅すみ。イスにぐるぐる縛しばりつけられたギニスのおっちゃんである。


　洞どう窟くつでおっちゃんを捕まえたあのあと。


　あたしは、力ずくでの説得を想そう定ていしていたのだが、『父を説得するには、結局は、僕のケーキを認みとめさせるしかない』というジョージの意見を汲くんで、山の奥からわざわざここまで連行し、ケーキを味見させるために、ふん縛じばっておいたのである。


　──あ！　そうだ！


「けどそこでわめかれてちゃあ、落ち着いて食べられないわよ」


　おっちゃんに一いち瞥べつを送り、あたしは言う。


「とゆーことで。


　先にそっちに食べてもらって、『説得』を済すましてから、ゆっくり食べさせてもらうことにするわ」


「なるほど。それもそうですね」


　うなずいて、ジョージは栗のパウンドケーキの皿を手に取り、父親の方に歩み寄る。


「さあ父さん。食べてもらいますよ」


　がんばれおっちゃん。食べて死ななかったらあたしも食べる。


　おっちゃんは、ムダにじたばたもがきつつ、


「だっ……！　誰がっ！　そもそもわしが甘いものが苦手だ、ということは、お前も知っていむっ!?」


　いきなりケーキを口の中に押おし込まれ、ギニスは顔をしかめて吐はき出そうとして──


　その表情が、変わった。


　とまどいの色を浮うかべて咀そ嚼しやくして──飲み込む。


「そんなに甘すぎる、というほどではないでしょう？」


　にっこり問いかけるジョージに、おっちゃんはどこか不ふ機き嫌げんに、


「む……まあ……食えん、というほどではなかったな」


「じゃあ、今度はもっとじっくり味わってもらうために、もうひと口」


　ケーキをさし出され──なんと、おとなしく口を開く彼！


　食べてる。


　食べてるよギニスのおっちゃんが！


　甘いモノ苦手と言い放ち、ジョージを魔道士にしたがっている上、原材料の姿すがた形かたちを知っているあのおっちゃんが、である！


　おっちゃんはパウンドケーキを食べ終えると、これだけでは判はん断だんできない、とか言いはじめた。


　結局のところ、次から次へとひと通りケーキを食べ尽つくし──


「……ふむ……ジョージ。どうやらお前の選んだ道というのも……あながち間違ってはいなかったようだな……」


　言って、にやりっ、と、クリームだらけの口の端はを笑えみの形につり上げる。


「それじゃあ父さん!?」


「うむ。もはや止めはせん。


　このままケーキ職人の道、存ぞん分ぶんに極きわめるがいい」


「ありがとう！　父さん！」


　……う……うわぁ……味で父親説得しちゃったよ！　とゆーことは……そんなにおいしいですかこのケーキ!?


　胸むねの裡うちでは期待と不安が渦うず巻まきながら、それでもあたしは平静を装よそおって、


「……どうやらこれで、本当に解かい決けつしたようね」


「はい。ありがとうございます。これもリナさんのおかげです！」


「それじゃあ──いよいよケーキをいただくとしましょうか」


　言ってあたしは、マロンクリームのスポンジケーキを手元に引き寄せ、銀のフォークでまずひと口。


　……………………………………


　旨うまくは、なかった。


　これを、『うまい』などという乱らん暴ぼうなことばで表現をするのは、ケーキに対する冒ぼう瀆とくであるッ！


　美び味み？　そうまさに美味！　しっとりとろりとなめらかなクリームに、引き出されたマロンの味と香かおり。スポンジは舌したをふんわりと包つつみ込むように柔やわらかく弾だん力りよくがあり甘みのバランスもああもぉ後こう略りやく。


「……お……おひしひ……」


　恍こう惚こつの感想を、あたしがやっと漏もらしたのは、夢む中ちゆうで全種類を制せい覇はした後のことだった。


　もぉ。なんとゆーか。
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　すでにこの時、あたしの中からは、目玉栗や叫さけび芋いもに対する嫌けん悪お感かんなんぞ、きれいさっぱり消え去っていた。


　とゆーかむしろ、目玉栗叫び芋ありがとう。の境きよう地ちである。


　これはたしかに……噂うわさ通り、どころか、噂をはるかに超ちよう越えつしていた。


「お気に召めしてもらえて幸いです」


　しあわせ満まん杯ぱいに放ほう心しんしているあたしに、ジョージはにっこりほほえんで──


　そして彼はうかつにも、言ってはいけないセリフを口にしたのだった。


「おかわりはいくらでもありますから、どうぞ、お好きなだけ」


　むろん断ことわる理り由ゆうはない。あたしもにっこりほほえみ、言った。


「ンじゃまあ、お言葉に甘えてえんりょなく好きなだけ[image: ]」


　彼は知らなかったのだ。本気になったあたしが、一体どれほど食べるのか。


　かくてあたしの、おいしいケーキ食べ放ほう題だいがはじまったのだった。





　おいしいケーキが食べたいのなら、山あいの町に来てください。


　キュリアン・タウン。そこに、ジョージのケーキショップはあるはずです。


　もしも店が閉しまっていたなら──


　……ごめん……ひょっとしたらそれ、あたしのせいかもしんないです……







（汝その名はスイートポテト：終ってみたり）







　スレイヤーズ外伝



　刃の先に見えるもの








　剣けんを、抜ぬく。


　研とぎすまされた銀の刃やいばは、まばゆい陽よう光こうを、空と海との蒼あおを映うつし出す。


　なまくら、というわけではないが、希き代だいの名めい刀とうというわけでもない。


　刃はの方は。


　青年の目は、特とく徴ちようのある飾かざりが施ほどこされた柄つかの方に、ただ、じっと注そそがれていた。


　さまざまな思いが、青年の脳のう裏りに去きよ来らいする。


　もし、こんなものがなければ──


　発ほつ作さ的てきに、青年は、手にした剣を海に向かってふりかぶり──


「──捨すてちまうのか？　もったいねぇな」


　声は、すぐそばで聞こえた。


「──!?」


　反はん射しや的てきに視し線せんを送る。ふり向いた拍ひよう子しに、伸のばした長い金きん髪ぱつが潮しお風かぜに流れた。


　クルシダの村。海に画していること以い外がいに、とりたてて何もない、小さな漁ぎよ村そん。


　はしけには、数すう艘そうの無む人じんの小舟と、釣つり人が一人。


「その剣に恨うらみでも？」


　その釣り人が言い放はなつ。視線は依い然ぜん、垂たれた釣り糸と、波なみ間まに揺ゆれる浮うきに注いだそのままで。


　妙みような男だった。


　服ふく装そうは──シャツにジャケット、ズボンにブーツ。ごくありきたりなしろものだった。


　長く伸ばした黒くろ髪かみに、美女と間ま違ちがえられかねないほど整ととのった顔立ち。


　年ねん齢れいは、いまひとつはっきりしない。


　とまどい、剣を持ったまま佇たたずむ青年剣士と同じような年にも見えるし、実じつはずっと上だと言われれば、それも納なつ得とくしてしまいそうになる。


　くわえタバコはそれなりに似に合あっているが、手にした安物の釣つり竿ざおが、どうにも雰ふん囲い気きから浮いていた。


　青年はしばし戸と惑まどい──口を開く。


「タバコ……火、ついてないぞ」


「ああ。禁きん煙えん中ちゆうでな。


　郷く里にの女によう房ぼうとガキ共が嫌いやがるからな」


　顔に似合わず、口く調ちようはやたらと乱らん暴ぼうである。


「……女房と子供って……あんた、そんなトシなのか？」


「俺のトシはどーでもいーやな。


　で？　捨てるのか？　その剣」


「関係ないだろ？　あんたには」


　青年は、ぶっきらぼうに、


「あ。言っとくけどな。


　捨てるのならくれ、なんて言ってもやらないからな」


「言わねえよ。


　……ま、関係ないことは確たしかだな。


　あんたとその剣に何があろうが。その剣を誰だれかが拾ひろって何人ぶち殺そうが。あんたが持ってて、その剣で何人助けようが。


　確かに俺おれには関係ねえ」


「……じゃあ……何が言いたいんだよ」


「なぁに。


　今は足を洗ったが、俺も昔は傭よう兵へい稼か業ぎようをやっててな。


　で、その当とう時じのポリシーが、『道具にこだわらない奴やつは二流だが、道具に当たる奴は三流以下だ』ってなもんでな。


　それでつい、おせっかい、って奴だ」


「………………」


「ま、気にしねえでくれ。


　気に入らねえ剣なんざ、どんどん海に投げ捨ててくれ。


　それで、お前さんの抱かかえた何かがきれいさっぱり消えるのなら、な」
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「…………」


　青年はしばし無む言ごんで佇んで──やがて、剣を鞘さやへとおさめた。


「おっさん、名前は？」


「おいおい。おっさんはやめてくれ。


　それと、誰かに言われなかったか？　相手の名を聞く時は、まず自分から名乗れって」


「オレは──ガウリイだ。


　ガウリイ＝ガブリエフ」


「素す直なおで結けつ構こう。じゃあ俺からの忠ちゆう告こくだ。


　自分が名乗ったからって、相手も正直に名乗ってくれるとは限かぎらねえ。


　世の中ってのはそんなもんだ」


「……なんだそりゃ」


　ガウリイは、小さく房をすくめると、からかわれているらしいと悟さとり、きびすを返す。


　あとはただ、波の音が──流れる。





　珍めずらしいこともあるものだった。


　客が、二人もやってきた。


　大きな街かい道どうからも外はずれた、小さな漁ぎよ村そん。


　人が全まつたく通らないわけではないが、たいていの旅人は、足を休めることすらなく、ただ黙だまって通り過すぎるのみ。


　それが今日は、足を止める者が二人。


　片かた方ほうは、素す性じようのわからぬ一人旅。こちらの方はまあいいとして、興きよう味み深いのはもう片方。


　姿すがたからして、どうやら旅の傭兵といったところだろう。


　となれば、彼らはどう動くか。


　しくじれば反はん撃げきされて、被ひ害がいを出すことにもなるだろう。


　まあ、それはそれでまた一興というものなのだが。


　やはりここは、客たちにはせいぜいがんばってもらいたいところである。


　想そう像ぞうしただけで、思わず笑いがこぼれそうになる──





「ん？」


　つぶやいて、男は足を止めた。


　黒い髪かみが風になびく。


　海と山とにはさまれた、この小さな土地では、山の端はに太陽が隠かくれるのも早い。


　はや夕ゆう闇やみの色が落ちかけた浜はま辺べには、男の他ほかに人ひと影かげもなかった。


　釣つれない釣りを早めに切り上げ、宿へと向かうその途と中ちゆう。


　男は確たしかに、視し線せんを感じた。


　気け配はいを辿たどったその先には、何のために建たてられたのか、小さなおんぼろ掘ほっ建て小ご屋やが一つだけ、落ちゆく西日を浴あびてくろぐろと佇たたずんでいた。


　足を向け、手にした竿で、入り口の筵むしろをはね上げる。


　その中には──ただ、いくつかのがらくたと、湿しめった闇があるばかり。


　それきり男は興味を失なくし、きびすを返して村へと向かった。





　小さな宿の一階にある食堂には、魚のにおいが立ちこめていた。


　そろそろ夕食時だが──客は一人だけ。


　まあ確かに、この食堂に好んで来たいと思う者はそういないだろう。


　メニューは、新しん鮮せんなだけがとりえの魚料理が数点と，作り置きのきくシチューがある程てい度ど。これなら地じ元もとの人間は、自分の家で食べても変わらない。


　ちゃんとした宿、というよりも、たまたま大きな家を持っていたものが、道どう楽らく半はん分ぶん、副ふく業ぎよう半分のつもりではじめた宿兼けん食堂、といったところなのだろう。


　開あけ放はなたれた戸口や窓から入る光は、はや茜あかねの色に染そまり、店内のうらぶれた雰ふん囲い気きを一いつ層そう強めていた。


　そしてガウリイは、その、たった一人の客だった。


　しばらく前に注文した料理は、まだ来ない。


　給きゆう仕じから調理から、店を切きり盛もりしているのは、女主人一人だけ。となればさすがに催さい促そくもしにくい。


「ヒマそうだな」


　手て持もちぶさたにしていた彼に、横からかかったその声は、さきほど浜辺で聞いたものだった。


「……あんたか……」


　頰ほお杖づえをついたまま、ふり向きもせずに言うガウリイ。


　なぜかいまだに、火のついていないタバコをくわえたまま、黒髪の男は、テーブルの向かいについた。


　ガウリイの方──テーブルに立てかけた剣に視線を送り、


「……結けつ局きよく捨ててねえんだな。その剣」


「ほっといてくれよ。


　それより、なんでわざわざそこに座すわるんだよ。空あいてる席は他にもあるぜ」


「そう言うなって。メシなんざ、大おお勢ぜいで食った方が旨うまいって、昔から決まってるだろ？」


「気き取どってる割わりには淋さびしがり屋か？」


「かもな」


　ガウリイの揶や揄ゆを、黒髪の男はあっさり受け流すと、かすかに自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、


「昔は平へい気きだったんだがな。


　今は駄だ目めだな。家族持って、騒さわがしいのに慣なれちまった。


　適てき当とうに理由をつけて、久しぶりに気楽な一人旅……と、やってみたもんの、あっという間に飽あきちまってな。


　すぐに帰るのもシャクだからな。あちらこちらをうろついて……


　で、この村で、いかにも悩なやんでます、ってなツラをぶら下げたあんたに出会った」


「オレはあんたのヒマ潰つぶしかよ」


「ま、そんなところだ。


　これだけ、いかにも悩んでます、って空気ロコツに撒まき散ちらしまくってる奴も珍しいからな。思わず声かけちまったよ」


「悩みなんて誰だれにでもあるだろ」


「確かにまあ、その通りだ」


　言って黒髪は、テーブルに身を乗り出すと、声をひそめて、


「けどな、同じ男として、一つだけアドバイスしてやるよ。


　惚ほれた相手の前でだけは、悩んだ姿すがたなんて見せるんじゃねえぞ」


「ええっ!?」


　言われてガウリイは顔色を変え、あわててぱたぱた手を振ふると、


「オ……オレは別に、あんたに惚れてるわけじゃあないぞっ！」


「当たり前だボケェ！　誰もそんなこと言ってねえっ！」


　青スジ立てて怒ど鳴なる男。


「けど、話の流れからすると……」


「今の流れをどう読んだらそうなるんだっ!?


　悩むなとは言わねえが、それを人前に晒さらすのはカッコいいもんじゃねえ、って言ってんだよ！」


「……なんだよ……それなら最初からそう言えばいいじゃないか」


「最初からそう言ってんだよ俺はっ！


　天てん然ねんかてめぇ!?」


「天然って……


　それで、結局あんたは──」


　言いかけて、ガウリイは言葉を切った。


　視し線せんを送ったその先は、店の戸口。


　そこには三人の男が佇たたずんで、ガウリイたちの方を見ている。


「旅の……戦士の方ですね」


　視線が合ったのをきっかけに、声をかけてきたのは、髪かみも、伸のばした髭ひげも白い老人だった。


「ああ……そうだけど……」


「実はその……お話があるのですが……


　とりあえず、食事でもご一いつ緒しよしながら聞いていただけますでしょうか……」


　ガウリイは、わずかに迷まよいの色を見せてから、


「……まあ……話を聞くくらいならかまわないけどよ……」


「ありがとうございます」


　深々と一礼すると、老人は、一いつ旦たん調理場の奥おくへと向かう。


　厨ちゆう房ぼうの女主人と二言三言交わしてから、ふたたびやって来ると、


「お待たせしました。


　食事は私どもで持たせていただきます」


　言って老人は、ガウリイたちと同じ席につき、連れの男二人がそのそばに控ひかえる。


「──で？　話っていうのは？」


「……はい……私はここの村長をやっております、カイル＝ブニッツと申もうします」


　ガウリイに促うながされ、老人は、ぽつりぽつりと話しはじめた。


「……どこからどう話しはじめればよいものやら……悩むところではあるのですが……」


　言いかけたところに、女主人がトレイに載のった料理を運び、ガウリイと黒髪の前に置く。


　サラダとスープ、パンと煮に魚ざかな。いたってありきたりなセットメニューである。


「……あ、どうぞお召めし上がりになってください。


　話はお食事がてらに聞いていただければ結けつ構こうですので。


　さ。どうぞ」


「……そうか？」


　促され、ガウリイと黒髪がフォークを取ったのを見取ってから、村長は言葉を続ける。


「……何と申しましょうか……


　実は、しばらく前から、この村はトラブルに見み舞まわれておりまして……」


「ふむ」


　適てき当とうなあいづちを打ちながら、海かい草そうの入ったサラダをぱくつくガウリイ。


　黒髪はパンをかじりつつ、無言のまま、村長の方に視線を送っている。


「この村は……山と海とに囲かこまれています。


　ある者は海に出て漁りようをし、またある者は山で狩かりをし、生せい計けいを立てております」


「はあ」


　ガウリイのフォークは煮魚に。


「──話の途と中ちゆうで悪いが待った」


　一同の動きと言葉を止めたのは、黒髪の男が発はつした声だった。


　決して強い口調ではないが、どこか抗あらがいがたいものがある。


　男はガウリイに顔を向け、


「一いち応おう忠ちゆう告こくしといてやるが、その煮魚には手を出すなよ。


　変な薬が入ってる」


『な……!?』


　顔色を変えたのは、村長と、そのとり巻まきたちだった。


「な……何を馬ば鹿かな……!?」


　顔色をまともに変えて言う村長に、黒髪の男は皮ひ肉にくな笑えみを向け、


「おかしいんだよ。料理の出てくるタイミングがな。


　でもって、煮魚のこのにおい。


　ボルジ海うみ蛇へびの毒どく、ってところか？


　言ったとたんに、正直に顔色変えちまった、ってのが決けつ定てい的てきだな。


　それでも違ちがうって言い張はるなら、あんた、食ってみるかい？　これ？」


「──くそっ！」


　呻うめいて飛びかかったのはとり巻きの一人。


　狙ねらいはテーブルに立てかけられたガウリイの剣けん。


　しかし、ガウリイは先に剣をひっ摑つかみ、立ち上がりざまに、鞘さやでそのとり巻きの後こう頭とう部ぶを打ちすえた。


「ぐぶっ!?」


　呻いて男は床ゆかに這はう。


「どういうことだ!?」


　ガウリイの問いに、村長は苦く渋じゆうの色をその表情ににじませて、


「……村のためだ……許ゆるせ……」


「許すかボケェ！」


　どがしゃぁぁぁっ！


「をぶっ！」


　叫さけびとともに黒くろ髪かみの蹴けり返したテーブルが、村長の顔面を直ちよく撃げきした。


「宿の連れん中ちゆうもグルだ！　外行くぞ！」


「わ……わかった！」


　二人は店を飛び出して──言葉を失くして立ちつくす。


　あたりには、村の男たちが集まっていた。


　手に手に、ナイフや棍こん棒ぼう、かぎ竿ざおなどの武ぶ器きを持って。


「……てゆーか……村じゅうグルかよオイ」


　呆あきれたような黒髪の声。


「どうする？　あんたのその剣で、片かたっ端ぱしからすぱすぱ殺やっちまうか？」


「そういうわけにもいかないだろ」


　ガウリイは剣を片かた手てに、しかし鞘から抜ぬかぬまま、


「どういうことだ!?　事じ情じようくらい話せよ！」


　だが人々は、じわりっ、と包ほう囲いの輪わを詰つめるだけ。


「わかってんのかてめぇら？」


　黒髪が、かわって声をはり上げる。


「誰かを殺すそぶりを見せる、ってのはよ、その相手に返り討うちで殺されてもかまわねえ、って宣せん言げんに等ひとしいってことを、よ。


　言っとくが、痛いてぇぜ。斬きられるのは」


　ぐるりと一同を眺ながめ回して、


「最初は、はたかれたみてぇにしか感じねえ。


　けど、ぶちまけられてるのが自分の血だと、目の前に転がってるのが自分の手足だと気づいたとたん、ドギツい痛みがやって来る。


　いや、痛みなんて可愛かわいいもんじゃねえか。


　傷きず口ぐちで、焼やけた火ひ箸ばしがタップダンスしてるみてぇな感かん覚かくが脳のう天てんまでつき抜ける。


　ショックでそのままくたばるか、たとえ命が助かっても、傷が治るまで何日か、何十日か何百日か、熱や痛みにまとわりつかれる。


　──さあ。最初に体たい験けんしてぇのは誰だ？」


　言われて男たちに動どう揺ようが走る。


　黒髪が持っているのは小荷物と釣つり竿ざおだけだが、ガウリイは剣を手にしているのだ。


　彼らとて、自分たちの腕うでがプロにかなわないことくらいは知っている。多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごしているのかもしれないが、自分がその犠牲になりたいと考える奴やつはいないだろう。


「……おや……


　希き望ぼう者しやなしかよ。


　なら、こっちの方からご指し名めいだ。


　行くぜガウリイ。狙ねらうは……」


　黒髪はあたりを見回して──通りの一方を、びっ！　と指さし、


「そっちだ！」


　指さされた方の人ひと垣がきが割われた。


「走れ！」


　黒髪の声と同時に二人は地を蹴ける。


　完かん全ぜんに腰こしの引けた男たちは、襲おそいかかるどころか逆ぎやくに身を引くのみ。


　ガウリイと黒髪は、あっさり囲かこいを突とつ破ぱして、無人の通りを駆かけてゆく。


　そこにようやく──


　店の中からよろよろと、村長が姿すがたを現あらわした。


　ひと目で状じよう況きようを見て取って、


「何をしている!?　絶ぜつ対たい逃にがすな！」


　だが、その声が響ひびいた時にはすでに、二人の姿は宵よい闇やみの奥おくへと溶とけ込んでいた。





　山の夜は、昏くらい。


　月と星とのわずかな光も、茂しげる木々の葉に遮さえぎられ、ほとんど大地に届とどかない。


　その、闇が支し配はいする大地に、二人はいた。


「おーおー。山やま狩がりまではじめやがったぜ。


　がんばるなー」


　ちろちろと見え隠かくれしつつ近づいてくる、松明たいまつの火に目をやって、黒髪はのんきな声で言った。


「……ま、自分てめえらが村ぐるみで人殺しやろうとしてた、なんてことがバレちゃあマズいからな。


　そりゃあ焦あせりもするわな」


「……なあ……聞きたいことがあるんだが」


「ん？」


　ふり向いた黒くろ髪かみに、ガウリイは真しん摯しな面おも持もちで、


「あんた……


　なんでさっきからずっと、釣竿なんてかついでるんだ？」


「気にすんな。


　火事になった時、枕まくら抱かかえてうろうろしてる奴がいるだろ。あれと同じだ」


　……実はうろたえてたのか……？


　内心つぶやくガウリイ。


「ま、そいつはどうでもいいとして、だ。


　で？　どうするよ？　これから」


「そういうあんたは、どうする気なんだよ」


　問い返されて、男はなぜか、面おも白しろそうに、


「そうだな……一番簡かん単たんなのは、このままとっととどこかへ逃げて、何もかも忘わすれる、ってことだな」


「無む責せき任にんだな……せめて他の町で、役人に知らせるとか……」


「アホか？


　役人にこんな話したところで、どうせ信じちゃあくれねえだろ。


　もしも信じて、捜そう査さがはじまったとしても、村の連中全員で口くち裏うら合わせりゃあ、ことはうやむやになって終わり、だ。


　もちろん逆ぎやくに、簡単じゃねえ方法ってのもあるけどな」


「簡単じゃない方法？」


「ああ。


　なんで連中が俺たちを狙ったのか、その理由を聞き出して、原げん因いんを潰つぶす」


「なるほど。じゃあ、そっちで行くか」


「……めちゃめちゃ気軽に言いやがるな。オイ。理由を聞いても、どうにもならねえかもしれねえんだぜ」


「そんなもの、聞いてみなくちゃあわからないだろ。


　それに──」


　ガウリイは、剣けんの柄つかを軽く叩たたき、


「……オレのうちで、な、こいつを巡めぐって、いろいろごたごたがあったんだ。


　こんなものさえなけりゃあ……って思って、こいつを持って飛び出したんだ。


　けど、あんたは言ったろ。こいつで何かできるかもしれない、って。


　それを今、確かめてみるのも悪くないだろ」


「──ふむ──」


　黒髪は小さく笑えみを浮うかべ、


「いいだろう。


　じゃあまずは、村の連中とっ捕つかまえて事じ情じようを聞くとするか」


　ふたたび松明の群むれを眺ながめ──


「こっちだ」


　言って道なき大だい地ちを駆かけ抜ける。


　半歩遅おくれてついてゆくガウリイ。


　道もなく、ほとんど光もない夜の山を、二人はさして苦にもせず駆け下りてゆく。


　やがてほどなく。


　二人が見つけたのは、男たち四人のグループだった。


　全員左手に松明、右手に何かの武ぶ器きを持っている。


　姿を見せるその前に、まず黒髪が声だけで脅おどしをかけた。


「声を出せば殺す」


　びくりっ。


　男たちの体がふるえた。


　そこに、ガウリイをしげみの奥おくに待たせ、黒髪だけが姿すがたを現あらわす。


「もう一人はすぐそばにいる。逃にげようと思うな」


　男たちは一いつ瞬しゆん気を呑のまれ──しかし、


「……つ……釣つり竿ざお抱かかえて何イキがってやがんだお前はっ!?」


　黒髪が手にしたものに気がついて、男の一人が声を上げる。


　だが黒髪は歯し牙がにもかけず、


「おめぇの持ってる棒ぼう切きれよりは、ずいぶん役に立つぜ」


「何ィ!?」


　剣士──ガウリイの姿が見えないことで、気が大きくなっていたのだろう。男は手にした棍こん棒ぼうをふりかざし、黒髪目がけて突っ込んでゆく。


　刹せつ那な。


　黒髪が手にした竿が、風を裂さいて唸うなりを上げた。


「づあっ!?」


　声を上げ、武器と松明たいまつをとり落とし、顔をおさえてうずくまる男。


　他の男三人は、何が起こったのかもわからない。


　しなる釣竿の竿先が、男の目を、失しつ明めいさせない程てい度どの力でかすめたことを見切ったのは、木こ陰かげにいるガウリイのみ。


　黒くろ髪かみは、うずくまる男のえり首摑つかんで引きずり起こし、


「……言っとくが俺も傭よう兵へいあがりでな。


　たとえ素す手ででも、てめぇらシロウトさんを縊くびり殺すくれぇ、わけねぇんだよ。


　殺されたくなけりゃあ言いな。


　なんで俺たちを殺そうとする？」


「……おおおおおれたちだって人殺しなんかしたくねえんだ！　けど殺さなけりゃあ殺されるんだ！　仕し方かたねえだろ！」


「殺される？」


　黒髪は眉まゆをひそめ──


　男を放し、大きく後ろに飛び退のいた。


　瞬間。


　どんっ！


　男の肉体が四し散さんした！


　血がしぶき、無む数すうの肉にく片へんがところかまわず飛び散ちった。


　静せい寂じやく。そして。


『わぁあぁがぁぁぁあああああああぁっ!?』


　仲間の死をようやく理り解かいした三人の男たちは、絶ぜつ叫きようを上げて逃げ出した。


　黒髪は──追わない。


　ただ、しげみの奥おく──ガウリイがいるのとちょうど反対のあたりに、じっと目をやり、佇たたずむのみ。


「何なんだ!?　今のは!?」


　木立の陰かげから姿を現し、問うガウリイに、男は左右に首を振ふり、


「どっかから誰かが妙みようなちょっかいかけやがった。


　どうやらそいつが、俗ぞくに言う黒くろ幕まく、って奴やつらしいな。


　……今はもう、消えちまったけどな」


　言われてガウリイは、あたりに視し線せんを走らせる。


　確かに男が殺される直ちよく前ぜん、別の気け配はいが一つ、出しゆつ現げんし──つい今しがた消えたのを、ガウリイも感じ取っていたのだ。


「何者なんだ？　そいつ！」


「……………………」


　ガウリイの問いにも、黒髪は、何かをじっと考えたまま、黙もくして語らない。


　ガウリイは小さく息をつき、男たちの駆かけ去った──村の方へと目をやって、


「逃げて行った連中……


　絶対今の、あんたがやった、ってカン違ちがいしてるぜ。


　どうするんだよ」


「村に行く」


　黒髪の答えは簡かん潔けつだった。


　言うと同時に歩きだしている。


「……え……おい……ちょっと……！」


　あわててあとを追うガウリイ。


「村って……!?　どうするんだよ!?」


「どうにかするんだよ」


「……いや……だから……どうにか、って、どう!?」


「何がどうなってるのか、なんとなく見けん当とうついちまったよ。俺」


「本当か!?」


「ああ。けどここで言って、外れてたらカッコ悪わりィから言わねえ」


「何だよそれ」


「気にすんな。


　ただ……俺の想そう像ぞうが当たってたら……相手はちょいとやっかいな奴ってことになる。


　ついて来ねえ方がいいぞ」


　そう言われ、ガウリイはややムッとして、


「待ってくれよ。


　あんたが結けつ構こう強い、ってのは今のでわかったけどな。オレだって、こう見えても、少しはウデに自信はあるんだぜ」


「少し、じゃあ困こまるんだよ。


　うちの上の娘むすめみたく、包ほう丁ちようで雷撃竜プラズマ・ドラゴンを仕し留とめる程てい度どの腕うでがありゃあとにかく」


「包丁一本で……って、そんな奴いるわけないだろ。


　……けど、上の娘っていうのが包丁握にぎれるトシだっていうことは……


　あんた、見た目の割わりに、やっぱり結構トシなんだな」


「うるせえ。『やっぱり』って言うな。


　……まあなんでもいい。ついて来たけりゃついて来い。


　けどもし俺が、逃にげろ、って言ったら迷まよわずに逃げろよな。


　いいな」


「……いいな……って言われても……よくわからん……」


「わかんなくてもいいから逃げろ」


　言いながら、二人は村へと向かって下りて行ったのだった。





　風にゆらめく松明たいまつの明りが、無数の影かげ法ぼう師しを荒こう野やに刻きぎむ。


　村の外れにある荒あれ地。


　その場所で、ガウリイたちと、数十人の村の男たちは対たい峙じした。


　男たちの間には、静かな殺気がみなぎっている。


　はりつめた空気を静かにかきわけ、男たちの中から一歩前に出たのは村長だった。


「何な故ぜ、戻もどって来た？」


　問われて黒くろ髪かみは、釣つり竿ざおを肩かたにかついだまま、


「なぁに。


　あんたらに命めい令れい出してる奴やつの顔が見たくなってな」


　……ざわっ……


　言葉に男たちがざわめく。


「……誰に聞いた!?」


「いや。なんとなく、そうじゃねえかな、って思っただけさ」


　問う村長に言う黒髪。


　松明の明りが、村長が浮うかべた苦く渋じゆうの表ひよう情じように陰いん影えいを刻む。


「……こちらの事情も察さつしてくれているというわけか……なら……頼たのむ。村のために死んでくれ」


「いいぜ」


　いともあっさりと黒髪は答えた。


　その場の全員が一瞬絶ぜつ句くし──ガウリイが抗こう議ぎの声を上げるより早く。


「ただし、そのかわり──」


　黒髪は、左手で村長を指して、


「その前にあんた、俺のために死んでみせてくれ。


　一人で死ぬのは淋さびしいからな」


「……な……!?」


　村長の呻うめきと同どう時じに、黒髪は、別の男を、そしてさらに別の男を順じゆんに指さし、


「で、村長の次はあんたが死んでくれ。その次はあんた。そうだな……その次はあんたがいい。次はそこの……」


「ふざけるな！　なんでおれたちが……！」


　指さされた男の一人が声を上げ、黒髪は皮ひ肉にくな笑えみを浮かべた。


「おやおや。他人のためには死ねねえ奴が、自分てめえのために他人に死んでくれ、ってか？


　ナメるんじゃねえぜ。ゲスどもが。


　おめえらのためにくたばるくらいなら、狼おおかみにでも食われた方がマシってもんだ」


「挑ちよう発はつする気か？」


　村長の声に怒ど気きがこもる。しかし黒髪は意いに介かいさずに、


「あ？　やっと気づいたか？


　まあ気にするな。


　あんたらはたしかにゲスだが、そのゲスどもを脅おどしてつまらん命令出して、てめぇは掘ほっ建たて小屋の陰かげに隠かくれて震ふるえてる、ゲス以下の下等生物よりマシだからな」


　黒髪の言葉に男たちが凍こおりつき──


「──気づいていたか。私の存そん在ざいに──」


　声は、一同から離はなれた──黒髪の言う掘っ建て小屋のあたりから聞こえた。


　途と端たん、村人たちにおびえの色が走る。


「……ルゾウル……様……」


　呻うめくように村長がつぶやいたのは、それの名か。


　黒髪は、視し線せんをそちらの方に向け、


「うちの下の娘が、魔道をかじっててな。


　旅に出る前は、自じ慢まん半分にいろんな話を聞かされたもんだ。


　あんたら、人の恐きよう怖ふだの敵てき意いだのってのを食うんだってな。


　警けい備び兵へいもいねぇ小っちゃな村の連中を、恐怖で縛しばって、やって来た旅人を殺させてた、ってところか？」


「……大した想そう像ぞう力りよくだ……」


　くろぐろとした小屋の陰から、ゆらりっ、と人ひと影かげが姿を現した。


　──人影？


　人にしては、あまりにも頭が大きすぎはしないだろうか？　それに、ひょろりとした体はあまりにも細く、両手はあまりにも長い。


　ざわめき、退すさる村人たち。


　そして、ガウリイの目は──かすかな明りの中、それの姿を見定めていた。


　普ふ通つうの人間よりも二回りは大きな頭には髪かみも耳も鼻も口もなく、赤ん坊ぼうのにぎりこぶしほどの大きさをした目が、いくつもびっしりとついていた。


　むろん、こんなモノが、人間であるはずもない。


「……な……!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるガウリイ。


「なんで口もないのにしゃべってるんだ!?」


「そこかっ!?　ビビるポイントはっ!?」


　すかさずツッコミを入れる黒髪。


「──魔ま族ぞく──つて奴だ。


　さすがにちょいと、厄やつ介かいな奴だからな」


「……そうと知りつつ挑発し、ちょっと厄介、の一言で片かたづけるとは……多少の自じ信しんはあるようだな」


　魔族──ルゾウルは、ゆらゆらと宙ちゆうを漂ただようような足取りで、一同の方に近づいて来る。


　瘦やせた老人のような細い手で、村人たちの方を指さし、


「……確たしかに貴様の言う通り、こやつらはただの下げ司すよ。


　私は命じた。見せしめに数人を殺してから。


　これ以上殺されたくなくば、お前らの手で、村に泊とまった旅人を殺してみせろ、とな。


　……逆さからう奴やつの一人や二人は出てくるかと思ったが……結局誰も逆らおうともしなかった。それどころか、殺した者の金品を、自分たちで分けている始し末まつだ。


　私に脅おどされたのを理り由ゆうに、平へい気きで追いはぎをやるような連中だ」


　張ちよう本ほん人にんに言われて、村人たちの間に、怒いかりとも気まずさともつかぬ空気があふれる。


　しかし誰一人、ルゾウルに向かって抗こう議ぎの声を上げる者はいない。


　ルゾウルの目──すべてが同時に、笑みの形に歪ゆがむ。


「しかし、だからこそ──


　私はこの村が気に入っていてな。


　余よ所そ者ものに邪じや魔まさせる気はないのだよ。


　私のお膳ぜん立だてを台だい無なしにしてくれるつもりなら──」


「殺す──ってか？


　山やま狩がりやってた男を殺やったみてぇに」


「そうだな。


　魔族の本当の恐ろしさ──


　知らぬのならば、教えてやる！」


　ルゾウルの目が大きく開かれる。


　黒髪とガウリイは大きく跳とんで──


　ごがぁっ！


　刹せつ那なの後、二人の立っていたあたりの地面が爆ばく発はつした！


　村人たちにとっては、目に見えない攻こう撃げき。


　しかし黒髪とガウリイの目は、その正体を捕とらえていた。


　虚こ空くうに生み出された黒い魔力球。


　魔族の放つそれが、夜に溶とけ込み飛来して、着ちやく弾だんとともに爆発するのだ。


　黒髪が、一気に魔族との間まを詰つめる。


　ルゾウルはたて続けに黒球を生み出し、放つが、黒髪にはかすりもしない。


　ふところに飛び込んで──


「それでどうする!?」


　魔族の嘲ちよう笑しよう。かまわず黒髪は右手を一いつ閃せん。釣つり竿ざおで魔族の頭を打ちつけた！


「──!?」


　声無なき悲ひ鳴めいを上げ、ルゾウルは大きく飛び退のいた。


「馬ば鹿かな!?」


　声ににじむは驚愕の色。


　ガウリイや村人たちには状じよう況きようがよくわからない。


　よけようともせず殴なぐられて、馬鹿な、もあったものではない。


「……てめえら魔族に、普通の武ぶ器きは効きかねえはずだ……って言いてえんだろ？


　それがましてや、釣竿だ」


　あざけるように言う黒髪。


「純じゆん魔ま族ぞくには、魔力だか気力だかの精せい神しん攻撃のみが有ゆう効こう、ってな。


　それくらいは俺でも知ってるぜ。


　けど逆に言うと、俺みてぇに、得え物ものに気力を込めるって真ま似ねができるなら、剣けんだろうと釣竿だろうとかまわねえ、ってことだ。


　ま、こいつもうちの娘むすめの受け売りだけどよ」


「……なるほどな……だが……一撃で倒たおすほどの力はなく、無む闇やみに語りたがる……


　つまりは……決定力には欠かけるということだな……」


「……うっ！　バレたっ！」


　黒髪の頰ほおを流れる汗あせ一ひと筋すじ。


「ならば滅ほろびよ！　私を愚ぐ弄ろうした代だい償しように！」


　ルゾウルがまたしても無数の闇を生み、わずかな時間差を置いて、次々と黒髪に向かって解とき放はなつ。


　黒髪はダッシュで移い動どうしながらそれらをかわし──


　瞬しゆん間かん。


　迫せまり来る黒球の一つが、間近で無数の小さな黒球に分ぶん裂れつした！


「──な──!?」


　黒髪の驚博の声。そして──


　づどどどどどぉんっ！


　立て続けに起こった爆発が、大地をえぐり砂さ塵じんを巻まき上げる。


　ルゾウルは、黒髪のいた方に注ちゆう目もくする。仕し留とめたか──あるいは生きていたとしても、今ので無む傷きずというわけにはいくまい。


　だがその時。


　別の場所から砂塵を割って、間ま合あいに突つっ込こんできたのはガウリイ！


　剣を引き抜ぬき、袈け裟さ懸がけにふり下ろす！


　しかしその刃がルゾウルに触ふれるより先に──刀身がいきなりすっぽ抜け、はるか向こうへとすっ飛んでゆく。


　刃はを固こ定ていする留とめ具ぐが折おれたか、外れたか。


　──自分にもあの男と同じ事ことができると思い込んで、挙あげ句くにそれか？──


　ルゾウルの胸むねの裡うちに浮かんだ嘲ちよう笑しようの言葉は、一瞬のうちにかき消された。


「──光よ！」


　ガウリイが吠ほえる。


　刃のない柄つかから、光が生まれた。


　人の精神力を魔力の刃やいばと化した光は、ルゾウルの肩口から胴どうを斜ななめに断ち斬きった！


　──っぎぃぃいぃぃいぃぃぃいぃッ!?


　獣けもののような魔族の悲ひ鳴めい。


　だが、胴を断たれてもなお、ルゾウルは倒たおれはしなかった。


　彼の本体はその頭部。土つち塊くれへと還かえる下半身を置き去りに、頭と胸とが、刃の間合いから逃のがれるべく、すぅっ、と宙に舞い上がる。


　その時。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　声と閃せん光こうが、いまだ消えやらぬ砂塵を貫つらぬき、ルゾウルの頭につき立った！


　今度は悲鳴すら上げられず、魔族は虚こ空くうで呻うめきもだえる。


　その視し界かいに影かげがさす。


　それは──剣の鞘さやを支えに、高みへと跳とんだガウリイの姿！


　白光を放つ剣をふりかざし。


　ルゾウルの無数の瞳ひとみが、迫る光の刃を映うつして──


　ぞんっ！


　一いち撃げきは、魔族の頭を断ち割わっていた。





　風が吹ふく。潮しおの香りを荒こう野やに運び。


　ルゾウルは、大地に落ちるより早く、黒い灰はいと化し、散ちり去った。


　やがて砂塵も消えたあとには。


　ガウリイと、無む傷きずの黒髪が佇たたずむのみ。


　ガウリイは、黒髪の方に目をやって、


「……あんた、攻こう撃げき呪じゆ文もんなんて使えたんだ」


「下の娘に教えてもらって、な。


　こいつを切り札にするつもりだったんだけどよ……」


　苦く笑しようを浮うかべつつ、ガウリイの手にした剣に目をやって、


「……いわくつきの剣だ、っていうから、ちょっとした魔ま力りよく剣けんじゃないか、くらいに思ってたら……


　伝説の、光の剣、ってか。よりによって」


　苦笑を浮かべて歩あゆみ寄より、ガウリイの肩かたに、ぽんっ、と手を置き、


「捨てるつもりなら俺にくれ」


「それは言わないって言ったじゃないか！」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　セコい魔力剣ならとにかく、光の剣となりゃ話は別だ！


　今くれすぐくれ俺にくれ！」


「だから、ダメだって！」


「……滅ほろびたの……ですな……？」


　言い合う二人に別の声がかかった。


　二人がそちらに目をやれば、村人たちの中から一歩、前に歩み出た村長の姿。


「……滅びたのですな。魔族は。ルゾウルは」


「……ああ……」


　黒くろ髪かみは不ふ機き嫌げんにうなずいて、どこからともなくタバコを取りだし、口にくわえる。


　やはり、火はつけぬまま。


「……ありがとうございます。これで、村も救われ……」


「笑わせんなよ。ジジイ」


　つき放した黒髪の声。


「俺は、今の魔族のやり口が気に人らねえからぶっ倒たおした。それだけの話だ。


　ついでに言うと、脅おどされてたとはいえ、他人をぶち殺して、今いま更さら被ひ害がい者しやヅラしてやがるてめえらのことも気に入らねえ。


　今回のことは、別の町で、役人に話しておく。


　てめえらのやったことにはきっちりケジメつけろ。いいな」


「……そ……そんな……」


「『そんな』じゃねえ。


　役人が来たら、しらばっくれたり誤ご魔ま化かしたりしねえで、全部正しよう直じきに話すんだぞ。


　でねえと──


　俺が、この村、ぶっ潰つぶしに来てやる」


　言い捨すてて、黒髪はくるりときびすを返す。


「おら。行くぞ。ガウリイ」


「え？　ああ」


　鞘と、すっぽ抜けさせた鋼はがねの刃を拾ひろい、小走りで黒髪に追いついて、


「……なあ……考えてみたら、魔族もいなくなったんだし、この村に泊とまっていってもいいんじゃないか？」


「馬鹿野郎。こんな村に泊まれるか。


　村の秘ひ密みつを守るため、とか言って襲おそってきやがったらどうするんだ」


「あ。そうか」


「野宿の方がまだマシ、ってね。


　……あー。けど服が汚よごれてっと、帰ったらうちのがうるせぇだろーなー……」


「恐きよう妻さい家かか？　あんた」


「愛妻家って言えボケ」


　去りゆく二人の背せ中なかを、ただ、月が照てらし出す──





　結局──


　ガウリイが、黒髪の名前も聞いていないことに気がついたのは、別れて四日ばかりが経たってからのことだった。


　自分の剣で、本当に何かができるのか。


　実を言うとガウリイには、よくわからない。


　結局、何もできないような気もするのだ。


　だが──


　ほんの少しだけ。


　何かはできるのかもしれない。そんな気になっていた。


　そして今日。


　森の中ゆく一本道で、ガウリイは、とある光こう景けいに出くわした。


　一人の少女をとり囲かこむ、大おお勢ぜいの野や盗とうたち。


　しかし──魔道士姿すがたの少女は、よほど腕うでに覚えでもあるのだろう。臆おくした様子など微み塵じんもない。


　手助けは無む用ようか──とも思ったが──


　──この剣で何ができるか──か……


　試ためしてみるのも悪くない。


　ガウリイは剣を技ぬき放ち、朗ろう々ろうと声を上げた。


「それぐらいにしておくんだな」





　そして剣士は──少女と出会った。




完
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　スレイヤーズすぺりおぉる



　スイートポテトII








　空が昏くらい。


　午後からわき出した雲はあたりを覆おおいつくし、近くの村にある宿屋兼けんメシ屋にあたしが入った頃ころには、遠い雷かみなりの音すら聞こえはじめていた。


「こりゃあひと雨来るかねぇ」


　店にいた、数少ない客の一人がぽつりと漏もらす。


　窓まどから彼方かなたを見み渡わたせば、遠くの山は雨に白く煙けむっていた。


　本当ならもう少し先の町まで足を延のばすつもりだったのだが、雨に降ふられてまで進む気にはなれなかった。


　山あいにある小さな村。宿もメシ屋もここ一いつ軒けん。とーぜん料理の味などもあまり期待できるはずもなく。注文した香こう茶ちやをすすっていると──


　光が閃ひらめく。


　間を置かずはじける轟ごう音おんが、落らく雷らいの近さを物語っていた。


　雷らい鳴めいの余よ韻いんが消えた時──


　店の入り口に、人ひと影かげが出しゆつ現げんしていた。


　白い服の肩かたが大きく上下する。


「誰か……！　誰か力を貸かしてください……！　このままでは、この村が危あぶない！」


　たわごとにしか聞こえないだろう。普ふ通つうなら。事実、他の客たちは、入り口の男にいぶかしげなまなざしを送るのみ。


　しかし──


「──どういうこと!?」


　言ってあたしは腰を浮うかした。


　それがただの寝ね言ごとではないと、あたしにはわかったのだ。なぜなら──


「──リナさん！」


　男はあたしの姿にようやく気づき、名を呼んだ。


　知った相手だった。互たがいに。


「何があったの？　ジョージ」


　不吉の予感を背せに走らせて、あたしは彼に問いかけたのだった。





　ほんの数日前のことだった。


　おいしいケーキ屋さんがあると聞いて訪おとずれた小さな街で、彼──そのケーキ屋さんのパティシエ、ジョージと出会ったのは。


　原材料にこだわる彼は、かつて習しゆう得とくした魔ま道どう技ぎ術じゆつの限かぎりを尽つくして、素そ材ざいとなる栗くりとかスイートポテトとかの品種改かい良りようまで行っていた。


　そこであったひと悶もん着ちやくを片かたづけて──


　街をあとにした、そのわずか数日後。彼とあたしは、再びこうして顔を合わせることとなったのだった。


「そうか……！　あなたが……！　あなたがいてくれた……！」


　彼は多少ふらつく足取りで、あたしのいるテーブルまでやって来ると、半ば崩くずれ落ちるようにイスに腰を落とした。


　あたしがさし出す水を一気に飲み干ほすと、荒い息を整ととのえながら、


「お願いです……！　手を貸してください……！　このままじゃあ……あたりの村や町が壊かい滅めつするおそれすらあります……！」


「──どういうこと!?」


　声をひそめて身を乗り出す。


　大声でできる話ではないだろう。


　他の客は少ないが、だからこそ、話を聞かれる可か能のう性せいはある。


　ジョージはまっ白な調理服。こっちは黒マントの魔道士姿すがた。他の客たちの好こう奇き心しんを集めるには十分な取り合わせである。


　彼もそのことに気づいてか、はたまたあたしにつられただけか、声をひそめて、


「僕が、ケーキの素そ材ざいにこだわって、材料となる植物を品種改良していることは前にも言いましたが……


　品種に手を加えたすべての作物が、理り想そう的てきな素材として完成するわけではありません」


「ま、そりゃそーでしょーね」


　と、あたしはあいづちをうつ。


　くわしく知っているわけではないが、以前読んだ本によれば、品種改良とゆーのは、無数の試し行こう錯さく誤ごの中から理想により近いものを残してゆく、という作業のくり返しらしい。


　特に、食材として使うとなればなおのこと。


　そんな作業の中には当然失しつ敗ぱい作さくも出てくるだろう。


　彼は続ける。


「そういった失敗作は、後々何かのサンプルになることもあるので、基き本ほん的には保ほ存ぞんしておくわけですが……


　中には、危険すぎて封ふう印いん保存するしかないようなものもあるのです」


「──はい？」


　思わず眉まゆをひそめるあたし。


　……え？　あの……危険すぎて封印……？


　かまわず先を続ける彼。


「たぶん過日のごたごたが何かの形で影えい響きようしているんだと思うんですが……


　そんな中の一つ。Ａ級封印を施ほどこしたはずのスイートポテト、実験ナンバー六六六が封印から逃のがれ、逃とう亡ぼうしたのですっ！」


　………………………………………………


　いろんな意味で重い沈ちん黙もく。


　ゆっくりと。


　ゆっくりと、ゆっくりと。


　右のひとさし指と中指をこめかみに当てて、


「……ええっと……まあその……つまり……」


　できることなら──


　全力でこの現実を否ひ定ていしたい。イモが逃げるかっ！　とツッコミ入れて、さらりと笑って流したい。


　だが。


　あたしはかつて、見てしまった。


　彼が『品種改良』した植物の数々。ひっこ抜く瞬しゆん間かんに叫さけぶイモを。植物栄えい養よう剤ざいのにおいにつられて跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする栗を。


　ゆえにこそ。あたしは理り解かいしてしまった。


　彼は真実を語っているのだと。凶きよう暴ぼうなイモが封印を破やぶって逃げたのだと。


　………………いやまあ……理り解かいできるのと納なつ得とくできるのとはビミョーに違ったりするわけではあるのだが……


　痛いたむ頭をおさえつつ、あたしはことばを継つぐ。


「細かいツッコミ入れるとキリがないんでスルーするけど……


　とにかく早い話が、そいつを見つけだしてやっつけないと、いろいろめんどーなことになる、と」


　あたしの問いに、彼は深しん刻こくな顔でうなずいて、


「そういうことです。


　奴やつは、朽くち木や腐ふ葉よう土どから効こう率りつよく栄養を摂せつ取しゆするように創つくり上げたものです。しかし奴の能のう力りよくは、予想をはるかに上回っていました。


　奴は朽ち木や腐葉土どころか……生きていない植物すべてを栄養として摂取する能力を持ってしまったのです……！」


「生きていない植物……？」


　彼の言わんとしていることがよくわからず、あたしは眉をひそめた。


　生きている植物を──というのなら、おーさわぎしたくなる気持ちもわかる。ありとあらゆる植物に寄き生せいし搾さく取しゆし、森や畑を枯かれさせる、凶きよう悪あくな存そん在ざいとなるのだから。


　だが、生きていない──つまりは死んだ植物を摂取する、と言われても……


　少なくとも、最初に彼が口走ったよーな、『この村が危ない』などとゆーことにはならないよーな気がするのだが……


　あたしのそんな疑ぎ念ねんに気づいたか、彼は小さく息を吐はき、


「──言い直しましょう。


　つまり──


　すべての木造建築は奴のエサです」


「──！」


　あたしは愕がく然ぜんと息を呑のんでいた。


　なるほど……考えてみればその通り。大きな街では石造りの家も多いが、雨や湿しつ気けが多い山あいの町や村では、木造の家も多い。


　実じつ際さい、この村にしてもそのほとんどが木造。でもって家に使われる材木は、一いつ旦たん完全に乾かん燥そうさせたもの──


　つまりは、生きていない植物。


「なるほど……それはたしかに……シャレになってないわね……」


「ですから是ぜ非ひ、力を貸かしていただきたいんです」


　ひた、と見つめるジョージに、あたしも力強くうなずき返して、


「わかった。で、依い頼らい料りようは？」


「……………………えっ？」


　ジョージの目が点になる。


　あたしは無意味にティースプーンをぴこぴこ振りながら、


「だって。そーゆーの作っちゃった上に逃がしたのはあなたなんだし。


　……ま、知らないふりするってわけにもいかない状じよう況きようだし、そんなにいっぱい現金持ってるわけもない、ってわかってるから、お金、って形じゃなくてもいーけど」


「……………………………………」


「……………………………………」


　にらみあいにも近い沈ちん黙もくがしばし続いて──


　息を吐はき、視し線せんをそらしたのはジョージの方だった。


　覚かく悟ごを決めた死刑直前の冤えん罪ざい者しやの顔で、


「……ではその……うちのケーキを食べ放題、ということで……」


「オッケーっ！」


　びっ！　と親指立てるあたし。


　ジョージはふたたび吐と息いきをついて、


「じゃあ……早速ですが出発しましょう。


　ことは一いつ刻こくを争います」


　言う横顔を照てらし出し、窓まどの外、遠い雷光が閃ひらめいた──





　雷かみなりの音は遠ざかったり近くなったりをくり返しながら、それでも消える様子はない。


　空を覆おおう雲は厚あつく、いつ雨が降り出してもおかしくない。


　湿気を含ふくんだ空気の中、あたしとジョージは二人、道をゆく。


　奴の──スイートポテトの潜せん伏ぷく場所に心当たりがある。ジョージはそう言っていた。


「昔、この奥に小さな村がありました」


　街かい道どうを外れ、木々の下を縫ぬう獣けもの道みちに近い山道を、奥へ奥へと分け入りながら彼は言う。


「別のところにもっと大きな街道ができたせいで、こっちの街道は少しずつさびれていって……そのあおりで、その村も、誰も住まなくなってしまったようです。


　作物を栽さい培ばいするための土地を物色した時に、立ち寄ったことはありましたが……


　まさに、奴が育つのにはうってつけの場所でした。


　建ち並ぶ、ほどよく朽ちた木の家。湿しつ度どに日につ照しよう条じよう件けん等々。


　奴はおそらく、そのあたりで力をたくわえようとするはずです。


　その前に、なんとかする必要があります。


　しかし、普通でないとはいえ、スイートポテトはスイートポテト。リナさんが使う火か炎えん系けいの攻こう撃げき呪文で倒せます」


「なるほど……


　でも……もし、その村に奴がいなかったら？」


　問うあたしの頰ほおに冷たい感かん触しよく。


　水があたりの草葉を叩たたく音。


　──とうとう降ってきたか──


　だが先をゆくジョージは、足を止めるそぶりも見せず、


「それは……なんとか捜し出すしかありませんね。


　奴が十分な力をたくわえ、本ほん格かく的な活動を開始するには、少なくともまだ数日の余よ裕ゆうはあるはずですから」


「りょーかい。


　──ってところで、質しつ問もん二つ。


　その村ってまだ遠い？　でもって雨宿りできそーなところはある？」


　そう強い雨ではないし、あたりに茂しげる木々の葉が、ある程てい度どは雨をはじいてくれるが、濡ぬれネズミにはなりたくない。


「もうすぐですよ。ちゃんと雨宿りする場所も──」


「──っと待った」


　彼のことばをさえぎり、足を止める。


「……どうしま……」


「しっ──！」


　口をつぐんで耳をすます。


　葉を打つ雨音の中、たしかに聞こえた。


　濡ぬれれた下生えを踏ふみしめて、こちらに近づいて来る複数の足音を。


　こんなところを歩いている集しゆう団だんといえば──野や盗とう──か？


　あたしは足音の方──木々がつくる暗がりの奥おくへ目をやって──


　やがてそこからわき出したのは男たち五人。全員が鎧よろいと剣けんとで武ぶ装そうしていた。


　……兵士？　こんな所で？


　彼らはそこでようやくこちらに気がつき、足を止めた。


「お前たち！　こんな山の中で何をしている？」


　隊長だろうか。中の一人が高たか飛び車しやに声をかけて来る。


「──ごらんの通りの魔道士よ」


　あたしはマントをひろげてみせて、


「ちょっとした調査に、ね。


　そっちは？　兵隊さんがこんな山の中で？」


　警けい戒かいの必要はないと思ったか、相手は肩の力を技いて、


「話す必要はないが……まあいい。ただの山中訓くん練れんだ」


「──そうだ！　リナさん！」


　やりとりするあたしのマントの端はしを、ジョージが引っぱり、小さな声で、


「このひとたちの力を借りれば──！」


　………………はふ……


　だがその提てい案あんに、あたしは小さく息をつき、


「……あのねぇ……『危き険けんなイモが逃げ出したので退治するのを手伝ってください』なんて話、普通のひとが信じると思う？


　へたすると、変なことを言う怪あやしい奴だ、って、とっ捕つかまっちゃうかもしんないわよ」


「それは……マズいですね」


「でしょ？」


　あたしはあらためて兵士たちに向きなおり、


「じゃ、雨の中で長話っていうのもなんだから、あたしたちはこれで～」


　言って歩き出そうとするのに──


「おい、どこへ行く？　そちらには廃はい村そんがあるだけだぞ？」


　再び相手が声をかけてくる。


「……そこが調ちよう査さポイントなんで」


「偶ぐう然ぜんだな。我われ々われのキャンプ予定地もそこだよ。一いつ緒しよに行くか」


「──隊長！」


　別の兵士が非ひ難なんじみた声を上げるが、隊長は鷹おう揚ように、


「別に不ふ都つ合ごうもあるまい。


　それにこの雨の中、別の村まで戻れ、というのも酷こくな話だろう」


　こちらに向かって、にっ、と笑うと、


「そっちもそれでいいだろう？


　さ、話が決まった以上、早さつ速そく進むとするか」


　どうやら、話がわかるというか、ざっくばらんな人のようである。勝手に話をまとめて歩き出し、部下たち四人も、それ以上は何も言わずに歩き出す。


　あたしとジョージも顔を見合わせ肩すくめ、彼らのあとをついてゆく。


　かくて、七人に増ふえた一同は、問題の村へと向かったのだった──





　一同が村へとたどり着いた時、あたりはかなり暗くなっていた。


　伸び放ほう題だいの雑ざつ草そうかき分け、入ったのは、村の入口から一番近い家だった。決して大きくはないが、この程てい度どの人数が雨あめ露つゆをしのぐには十分。


　家具のたぐいは残っていないが、幸い雨漏もりなどはしてはいなかった。


　兵士たちが鎧を外し、ひと息ついたところで晩ばんごはん。


　ほぼ全員が干ほし肉とかを取り出す中、たった一人、準じゆん備びよくサンドイッチを取り出したジョージを蹴け倒たおし、略りやく奪だつ。


　そんなほほえましいいこいのひとときを過すごした後、一同は、思い思いの場所に横になったり座すわったりして眠ねむりについたのだった。


　──とはいえ──熟じゆく睡すいできる環かん境きようではない。部屋の片かた隅すみに腰を下ろし、マントで体をくるみ込み、うつらうつらしていると──


　影かげが動いた。


　うっすらと目を開けてみる。


　弱まった暖だん炉ろの灯あかりが部屋を照てらし、板戸の外れた窓まどからは、外の冷気が忍しのび込んで来る。


　そんな中。兵士が一人、暖炉の前を横切って、外へと出てゆくところだった。


　……あー。トイレとかか……


　あたしは目を閉じ、ふたたびうつらうつらして──


　ぎょにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


　闇やみを切り裂さく男の悲鳴に、全員が跳はね起きた。


「──何だっ!?」


「オーガスタがいませんっ！」


　隊長のことばに誰かが答え──


「外よ！」


　言ってあたしは、呪文を唱えつつ飛び出した。


　雨はいつの間にか上がっていた。


　しかし空はまだ雲に覆おおわれているらしく、あるのは月も星もない──闇。


　あたしは腰のショート・ソードを引き抜いて──


「明りよライテイング！」


　魔力の明りを灯ともしてたいまつがわりにする。


「すまんがこっちも頼たのむ！」


　あとから出てきた兵士たちに頼まれ、同じ呪じゆ文もんをあと二回。二人ずつに分かれて捜しはじめる。


「オーガスターっ！」


「無ぶ事じかーっ!?」


「おーい！」


　呼びかけをはじめてほどなく。


「……た……たいちょー……」


　弱々しい男の声は、闇の奥から聞こえて来た。


　全員が一いつ斉せいにそちらの方へと駆かけ寄って──


「──!?」


　そこで目にした光こう景けいに、あたしは思わず悲ひ鳴めいを上げかけたのだった──





　じっとりとした汗あせが背中にはりついている。


　事じ態たいは、最悪の方向に向かいつつあった。


　冷静に考えてみれば、当然予想しておいてしかるべきことではあったのだが……


「用をたそうとして適てき当とうな木こ陰かげを探していたら……突とつ然ぜん足を取られて……倒れたところで何かが体じゅうにからみついて……気がつくと……こうなっていました……」


　オーガスタとかいう名の兵士はキャンプに戻ったあと、かわりの服を着ると、ふるえる声でそう語った。


　かわりの服──


　そう。彼は、何も着ていない状じよう態たいで発見されたのだ。


「……うむ……一体何が……？」


「奴がやったのよ」


　隊長のつぶやきに、ぽつりと漏らしたのはあたしだった。


　一同の視し線せんが集まる。


「リナさん……！」


　声を上げるジョージに、


「これ以上黙だまってても仕方ないし、今なら信じてくれるでしょ」


　言ってあたしは、兵士たちに目を向けると、


「あたしたち、植物の調査に来た、って言ったけど……


　たぶん、そいつのしわざよ」


「そいつ……って……？」


　眉をひそめてつぶやく隊長。


「その植物」


　あたしの答えに、隊長と兵士たちが笑い声を上げ──


「確かに、植物のツルみたいな感じだった……」


　オーガスタのつぶやきが、彼らの笑いを止める。


　それを機きに、あたしは続けた。


「で、そいつは、死んだ植物を栄養として『食べる』らしいのよ。例えば建物に使われている材木とか──


　服とか」


　全員の動きが止まった。


　そう。


　普通に出回っている服の多くは、麻あさやら綿めんやら──言い換かえるなら、死んだ植物からできている。


　つまりは奴にとってのエサで。


　絹きぬや毛糸ならだいじょーぶかもしれないが、それ以外のモノはまずアウト。


「……服を……食われる……」


　兵士の一人が小さくつぶやく。視線をあたしの方に向けたまま。


「はいそこよけーな想そう像ぞうしないっ！」


　すかさずクギを刺さすあたし。


　……あー……ったく……最悪……


　光こう源げんが暖だん炉ろの火だけでなかったら、こっちの顔が赤らんでいるのに気づかれたかもしれない。


　ともあれあたしは極きよく力りよく平へい静せいを装よそおいつつ、


「つまり、もし奴が本格的に活動しはじめたら、近くの村や町……いずれは遠くの村や町まで、すべての木造建築っていう木造建築が食いつくされることになるのよ。


　そうなる前になるべく早く、奴をしとめなくちゃあならない。


　最初は、あたしたち二人だけでなんとかなると思ったんだけど……」


　と、あたしはジョージの方を向き、


「……で、ジョージ。


　奴が人間を襲おそってどうこうできるほどの運動能力を持ってる、って話は聞いてないんだけど」


　問われて彼は目をそらし、


「その……効こう率りつよく栄養摂せつ取しゆを行うためと、害がい獣じゆうたちから自じ己こ防ぼう衛えいするために……ちょっといろいろ……」


「『ちょっといろいろ』じゃないでしょ！　あとは？　他に変な能力くっつけたりしてないでしょーね？」


「いや、それだけのはずです。死んだ植物を過か剰じよう摂取するのと自衛と捕ほ食しよくのために自じ律りつ活動をする以外は、ただのスイートポテトです」


「もおその時点で『ただの』じゃないでしょーがっ！」


「ちょ……ちょっと待て！」


　こっちの会話に待ったをかけたのは隊長。


　あたしたちを、半ばぼーぜんと眺ながめつつ、


「……今……スイートポテト、って言ったか……？」


　その顔にはとーぜん、疑ぎ念ねんの色。


　……あー。こーなったら仕方ない。


　あたしは頭を搔かきながら、


「ま、いきなり信じろ、って方がムリな話だとは思うのよ。


　だからあたしも、『植物調査』だのなんだのって、まわりくどい言い方しかしなかったんだし。


　信じる信じないは勝手だけど、事実までは否ひ定ていしないでね」


　言ってあたしは、オーガスタとかいう兵士を目で指す。


「じゃあオレ、イモのツルに襲おそわれて負けたんですか……？」


　情なさけない顔で彼はつぶやく。


　……嘆なげく気持ちはよくわかる。スイートポテトに敗北したとあっては、兵士としてとゆーか、ヒトとしてのアイデンティティの危き機きである。


　隊長は眉み間けんにシワを寄せ、


「まあ、それがスイートポテトかどうかは別として……


　ともあれここには、人を襲って身ぐるみ剝はいでゆく、ツタのような何かがいる、ということは確かなわけだ」


「ほうっておけば、この村の話だけじゃあ済すまなくなるのも事実よ」


　と、あたし。


　隊長は呻うなって腕うでを組み──


　しばし、暖だん炉ろの火がはぜる音だけが響ひびく。


　やがて彼はうなずくと、


「──わかった。我々も協力させてもらおう」


「隊長!?　しかし我々は訓練の途と中ちゆうで──」


　抗こう議ぎの声を上げかけた兵士の一人を、彼はぎろりんっ、とにらみつけ、


「目の前の非ひ常じよう事じ態たいより訓練を優ゆう先せんするというなら、それは一体何のための兵士だ？」


「しっ……！　失礼しましたっ！」


　言われて身をちぢませる兵士。


　隊長はこちらに目をやると、


「で、具体的には、何をどうすればいい？」


「ご協力、ありがとうございます。


　基き本ほん的に、奴へのとどめは、こちらのリナさんにやってもらいます」


　小さくうなずき、ジョージは言う。


「注意してほしいのですが──


　相手はスイートポテトですから、イモ本体を剣けんで切ったところで、完全に相手を滅ほろぼすことはできません。


　いや、むしろ、切られたカケラがどこかに飛んで、僕たちがそれに気づかなかった場合、カケラが芽めを出し、復ふつ活かつする可か能のう性せいも低くありません。


　イモ本体への剣による攻撃は、かえって危険とも言えます」


　つまり竜破斬ドラグ・スレイブクラスの大おお技わざで、村ごと吹っ飛ばすのはマズいということか。吹き飛んだカケラの一部が生きていて、そこから芽め吹ぶくこともありうるのだから。


　ならやはり──


「完全殲せん滅めつには熱ねつ処しよ理りが一番。


　たき火でもやれればいいのですが……雨が降ったあとですから、十分な量のたきぎを見つけるのは難しいでしょう。


　けどリナさんの使う、火炎系の攻撃呪文があれば十分です。


　言い換えるなら、リナさんがもし戦せん闘とう不ふ能のうになった場合、こちらの勝ち目が大きく薄れることになります」


「つまり我々はサポート役ですか？」


　と、不満げに一人の兵士。


　まあ、日頃鍛きたえた自分たちより、可か憐れんな美少女（注・あたしのこと）の方がここでは役に立つ、と言われたわけだから、面おも白しろかろうはずもないが。


「そう言うな。仕方あるまい」


　隊長がその兵士をなだめる。


「確かに我々がサポート役に徹てつするとなれば──


　男なら一生に一度は見てみたい『触しよく手しゆっぽいものに襲おそわれる女の子』という光景を目にすることはかなわんだろう。その断だん腸ちようの思いはわしにもよくわかる。


　だが、事態が事態だ。ここは──涙なみだを呑のんでこらえてくれ」


　嗚お咽えつをこらえる彼の説得に、男泣きにむせぶ兵士たち。


「何を期待してんのよ何を……」


「詳くわしく説明するとだな──」


「せんでいい。」


　ひとことのもとに切り捨すてるあたし。


　ジョージは兵士たちを見回し、


「とにかくそういうことですから──


　みなさんには、奴の発見と足止めをお願いしたいんです」


「足止め、って、イモが歩くのかよ？」


　兵士の一人がちゃかすが──


「歩きます」


　きっぱり言ってうなずくジョージに、兵士の笑顔が凍こおりつく。


「二本足でヒトのように、ではなく、ツルを使ってクモか何かのように、ですが。


　ただし当然、ツルは自由度が高いので、単純な見た目の歩ほ幅はばや高さに惑まどわされると、裏うらをかかれることになりますので注意してください」


「裏をかかれる、って……


　聞くが、それは本当にスイートポテトなのか？」


　つぶやく隊長に、ジョージはまたまたきっぱりうなずき、


「当然です！　芋もツルも葉もどこから見てもスイートポテトです！


　芋本体のサイズは子こ供どもくらいですが」


『でかっ！』


　ハモるあたしと兵士たち。


　隊長は、ため息ついて立ち上がり、


「何にしろ、今すぐ行動を開始した方がよさそうだな。本当は明るくなるのを待ちたいところだが……それで相手に逃げられては意味がない」


　一同一いつ斉せいにうなずいて──


　かくて。


　真夜中のイモ討とう伐ばつは開始されたのだった。





　魔ま力りよくの明りが闇やみ夜よに閃ひらめく。


　一つ。二つ。三つ四つ。


　明りは数を増ふやしてゆき、漆しつ黒こくに隠かくされた草木を、廃はい屋おくを、光のもとにさらけ出す。


　最初は、剣先に魔力の明りを灯ともしたたいまつで探たん索さくをはじめようとしたのだが──月も星もない夜の中、たったそれだけの光では、心もとない上、効こう率りつも悪い。


　そこであたしとジョージとが、あちこちに魔力の明りをつけて回り、あたりをライトアップしまくることにしたのである。


　キャンプしていた家を中心に、光はどんどんひろがってゆく。ひろがる明りのその端はしを、たいまつがわりの剣かかげ、並び歩みゆく兵士たち。


　──と、その時！


「うわぁっ!?」


　兵士の一人が声を上げて倒れ込む！


　──来たかっ!?


　ほかの兵士たちがそちらに駆かけ寄り、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え──


　倒れた兵士が起きあがり、気まずい顔で、


「……すいません……足を滑すべらせちゃって……」


　……はぅ……


　いくつも重なる安あん堵どの吐息。


　彼はあちこちにへこへこ目礼しながら、


「いや本当にすいません。ほん──」


　動きと視線がぴたりと止まる。気まずげだった表情が呆ほうける。


　あたしの方に向いたまま。


　予感が背せ筋すじを駆かけ抜けた。


　あたしはそのまま前向きダッシュ！　かすかな風が背を叩いたような気がした。


　背はい後ごの草が揺ゆれる音。それを合あい図ずにあたしはふり向く。


　草むらが揺れている。揺らしているのは──イモの葉がついた長いツル。


　一本ではない。これは──


　がざざざざざっ！


　音を立て、まるで波のように盛もり上がったのは、縦じゆう横おうにからまり網あみのようになったイモヅル！　それがあたしを押し包つつまんと迫せまり来る！


　──ちっ！


　手にしたショート・ソードを一いつ閃せん、二閃。ツルの網のあちらこちらを切り裂さいて──


　しかしツルのうち一本が、ショート・ソードにからみつく。


　かまわずに、力まかせに剣を引き──


　その時、見えた。


　うごめくツルのその向こう、地面のあたりに沈しずむ影。


　すなわち──スイートポテトの本体っ！


　見つけたっ！


　思うと同時に、あたしは、唱えておいた呪文を解とき放つ！


「炎の矢フレア・アローっ！」


　ひゅごどどどんっ！


　十数本の炎の矢が、夜を彩いろどり闇やみを裂さき、ツルを葉を焼き切り──イモにはじける！


　ぴぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　あたりに響くスイートポテトの断だん末まつ魔ま。


　つか叫ぶのか。お前も。


　残ったツルが力を失い崩くずれ落ち、あたりには、やたら香こうばしい焼きイモのかほり。


　……よーし。しとめた。


「やったのか!?」


　言って駆け寄る隊長と兵士たち。


　あたしは振ふり向きざま──


　[image: ][image: ][image: ]っ。


　そのこめかみに回し蹴げりのカカトをぶち込んだ。


「──な──何をするぅっ!?」


　二回はどきりもみして倒れながらも身を起こし、抗こう議ぎの声を上げる隊長に、あたしは肩を怒いからせて、


「『なにをするぅっ』ぢゃないっ！　ひとが戦ってる時援えん護ごもしないでぼーっと見てて！


　終わったあとでのこのこ近寄ってきて、『やったのか』って、あんたらそれでも兵士なわけ!?


　……っていうかどーせ、さっき言ってた『触手対女の子』っての見たさに手ぇ出さなかったんでしょっ!?」


「仕方ないではないか。見たかったんだし」


「ひらきなおるなぁぁぁぁぁぁっ！」


　……あー……ったくもう……男って奴は……


「ジョージもっ！　もともとは……」


　文句を言おうと視線を巡めぐらせ──そしてあたしは沈黙した。


　気がつくと、彼の姿が見当たらなかった。


　あたりには魔力の明りが灯ともり、彼が身につけていたのは夜にも目立つ白い服。普通なら見落とすはずなどないのだが──


　ふたたびあたりを見回して──


「……あたしの連れ──ジョージは？」


『え？』


　兵士たちが声をハモらせ、あたりを見回し──


「──こ……ここです」


　声は、光が照てらすその向こう、闇やみの領りよう域いきから聞こえた。


「……何やってんのよ？」


「来ないでください！」


　歩きだそうとしたあたしを、彼は強い口調でおしとどめ、


「……奴に服を食われました。キャンプに戻って服を着てきます……」


「──ってちょっと待って！　奴に……って……？」


　あたしが奴との戦いをはじめた時、視し界かいの隅すみにはジョージの姿があった。


　にもかかわらず、奴にやられたとなると──


　一体、いつ？


　いぶかるあたしたちに向かい──ジョージは、闇の奥から、絶ぜつ望ぼう的てきなことばを投げかけたのだった。


「……奴は……たぶん、一匹だけじゃあありません……」


　と。


「どういうこと!?　一匹だけじゃあない、って？」


　ジョージがふたたび服を着て帰ってくるのを待ちわびて、あたしは問いを投げつけた。


「そのままの意味です。逃げ出したのは一匹だけでしたが……


　今はもう、一匹じゃあありません。


　思ったよりずっと成長が早い……奴は……増ふえたんです」


『増えた!?』


　ジョージ以外の全員がハモる。


「ちょっ……！　ちょっと待ってよ！　あんた、奴の能のう力りよくは死んだ植物食べるのと移い動どうするのとだけって言ったじゃない！　なのに……増える、って、他にもそんな変な能力くっつけてたわけ!?」


　詰つめ寄るあたしのいきおいに、ジョージは多少ひるみつつも、


「な……何を言ってるんですかリナさん、ツルを伸のばしてそこから増えるっていうのは、スイートポテトがもともと持っている特とく性せいですよ」


　…………………………………………


「……あー……そう言われてみれば……」


　あたしはぽりぽり頭を搔かいて、


「奴がスイートポテトだってこと、すっかり忘れてた」


「……とゆーか、スイートポテトじゃないよなあ。アレ」


「違う違う」


　ひそひそと、後ろの方で兵士たち。


　ジョージは気を取り直し、


「ともあれ──事態は深しん刻こくです。


　できうるかぎり速すみやかに、奴らを残さず滅ほろぼさなければ、加か速そく度ど的てきに増えてゆきます」


「しかし……何匹いるかもわからんのだろう？　それを全部見つけ出し、倒すことなどできるのか……？」


　さすがに弱気を見せる隊長に、ジョージはしばし考えて、


「……いえ──可か能のうなはずです」


　一同をぐるりと見渡して、


「そもそも最初にいたのは一匹だけ。それがツルを伸ばして根を伸ばし、数を増やしたわけです。


　つまり、女王バチや女王アリのような存そん在ざいの一匹──言うなれば、スイートポテトクイーンとでも呼ぶべきものがどこかにいるはずです」


　それって普通タネイモって言うんじゃないだろーか、とか思うのだが、他のみんながあんまし真剣に聞いているので、とりあえずツッコミは入れないでおく。


「そのクイーンを見つけ、そこから伸びるツルをたどれば、必ひつ然ぜん的てきにすべての小イモを発見することができるはずです！」


「おお！　イモヅル式という奴だな！」


　まんまの表現で感心する隊長。


「手しゆ段だんあるならば実行あるのみ！


　イモどもに、人間の本当の力を見せつけてやるぞ！」


『おうっ！』


　隊長の宣せん言げんに、一同は声を揃そろえたのだった。





　村に光がひろがってゆく。


　やりかたはほぼさきほどと同じ。あたしとジョージがあちこちに魔力の明りを放ちまくり、あたりをライトアップしてゆく。


　違うのは、兵士たちがあたしのまわりをとり囲むようにして、がっちりガードしていることくらいだろうか。


「明りよライテイング！」


　もはや幾いく度ど目かもわからぬ呪文を放ったその時──


『──!?』


　光に照てらされ現れた人影に、一同に緊きん張ちようの色が走った。


　だが。


「……なんだ……ただの像ですよ……」


　ジョージが安あん堵どのつぶやきを漏もらす。


　そう。それはただの石の像ぞう。サイズは普通の人間よりか、二回りか三回りほど大きいだろう。あちらこちらに苔こけむしながら、夜の中、それは静かに佇たたずんでいた。


「何の像だ？」


「村の創立者とかじゃないか？」


　と、兵士たち。


　見ればたしかに、いかにもシロウトの手による荒い作り。座ざ像ぞうなのだがデッサンも甘あまく、イスから半ばずり落ちかけているようにも見える。


「けどこういう像があるってことは、このあたりがだいたい村の中心なんだろうな」


　と隊長。


「だがいまだ、最初の一匹以外には出会っていない。


　……まさか連中、もうこの村から逃げちまってる、などということは──」


　がさっ。


　声を遮さえぎり響くは草の揺ゆれる音。


　全員が沈ちん黙もくする。


　音がするのは一方からではない。


　光の輪わが届とどくその向こう、闇の版はん図とから。


　がさっ。がさっ。がさがさっ。


　正面から、右から左から、草の揺れる音は聞こえる。


「──ない、みたいだな……くそっ！　何匹いやがる!?」


　毒づく隊長。そしてジョージの指示が飛ぶ。


「イモの葉が見えたら合あい図ずを！　リナさん、攻こう撃げき呪文の準じゆん備びを願います！」


　むろん言われるまでもなく、あたしはすでに呪文の詠えい唱しように入っている。


　がさがさがさがさっ。がさっ。がざがさがざっ。


　草音はさらに大きくなり──


「!?　動いた？　けど……」


　兵士の一人が上げた声に目をやれば、光に照てらされた草の一部が揺れている。だがそこにイモの葉っぱは見当たらない。


「こっちも！」


　と別の兵士。やはりそこにも揺れる草。そこにもイモの葉は見えない。


　二カ所だけではない。三カ所、四カ所、五、六、七カ所……気がつけば四方八方から、揺れる草の波がこちらに向かって近づきつつある。だがそのどこにもイモの葉はない。


　がさがさがさがさざがざがざがざがさがさがさがさがさかさかさがざざざざ！


「何だ!?」


「どうなってる!?」


　迫る草の波。混こん乱らんする兵士たち。


　──そうか！


　あたしはようやくそのことに気づいた。とはいえ指し摘てきすべく声を出せば、唱となえかけの呪文を中ちゆう断だんすることになる。


　ざんざんっ！


　あたしは二度、足あし下もとの草を大きく踏ふみ鳴らし、そばの座像によじ昇のぼる。


　それで、ジョージが気づいた。


「──地面の下だ！」


　叫ぶとともに、彼が、兵士たちが座像に向かって駆かける！　草の波はもうそこまで迫せまっている！


　実際は地面の下ではなく、草の根元に隠かくれてツルが這はい進んで来ているのだろうが。


「急げ急げ急げ急げ！」


　隊長が、ジョージが、兵士たちが座像にとりつき──


　一人が、遅おくれた。


　ざんっ！


　一いつ斉せいにあたりの草が跳はね上がり、そこから出てきたのは無む数すうのイモヅル！


「うわああああああああああああああああああああッ!?」


　逃げ遅れた兵士の体に十重二十重、無数のイモヅルが巻きついた！


　そしてついに姿を見せるイモたちの群むれ！


　ぎぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ！


　獲え物ものを得たスイートポテトの歓かん喜きの雄お叫たけびがこだまする。


　だがそれはこっちにとって大きなチャンス！


　かたまったスイートポテトの群れに向かって、あたしは唱えた呪文を解とき放つ！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ゴウンッ！





　放った光球は着ちやく弾だんとともに炎ほのおと化して、ツルを、イモを、あとツルに巻かれた人とかを焼きつくす！


「うわあっ!?　あんたなんちゅうことをっ!?」


　隊長の非ひ難なんの声に、あたしは親指びっ！　と立て、


「だいじょーぶっ！」


「何がっ!?」


「……うっ……」


　その時聞こえる呻き声。見れば、たった今吹っ飛ばした兵士がよろよろ身を起こしている。その身からぼろぼろとはがれ落ちるコゲたツル。


「──そうか！　ツルと鎧よろいで威い力りよくが消されることを計算して！」


「とーぜん」


　感かん嘆たんの声を上げる隊長に、あたしはへーぜんと言い放つ。うそだけど。


「とはいえ、楽じゃあないはずよ。あなたはもとの家で休んでて」


　像の上から飛び降りて、あたしは兵士に声をかけた。


「……わ……わかりました……あとはお願いします……」


　疲つかれた声で言う一人をその場に残し。


　六人は、さらに探たん索さくを続けたのだった。





「……なんだ……こりゃあ……？」


　光に浮かび上がったそれに、声を漏らしたのは誰だっただろうか。


　像のあった場所からいくらも進まぬうち。姿を見せたのは、小さな村にしては不ふ似に合あいな、大きな円形の建物。


　石造りの壁かべをコケやツタが覆おおっているが──その中に、イモのツルが混まじっている。


「たぶん、村の共同貯ちよ蔵ぞう庫こですね。この地方では割と見かける形です」


　ジャックが言う。


「──中にいると思う──？」


「……おそらく」


　問いに小さくうなずくジャック。一同の間に緊きん張ちようが走る。


　無言のまま一同は入り口へと向かう。戸は朽ちて果てたか、それともイモに食われたか、すでにない。


　そこで全員立ち止まり──


「明りよライテイング！」


　あたしは戸口から奥へと魔法の明りを解き放つ。光は建物の中を照らし出し──


『──!?』


　全員が、愕がく然ぜんと沈黙した。


　そこは──スイートポテトの巣だった。


　天てん井じようの大半は抜け落ちており、昼ならばよく陽ひが当たるだろう。


　たぶんもともとは床ゆか板いたがあったのだろうが、そんなものはもはやない。壁を、そしてむき出しになった地面をイモのツルが這い、村のあちこちで集めてきたのだろう材木や朽ち木にからみついている。


　そして地面からは──成長途と中ちゆうなのだろう。ずらりと並んだ数十のスイートポテトが、地面から半ば頭を出している。


「……一体……何匹いやがるッ……!?」


　かすれた声で漏らす隊長。


「クイーンは……見当たらないようですが……」


　と、中を見回してジョージ。


　たしかに、あたりの地面からせり出しているのは、一番最初に襲って来たスイートポテトと同じくらいのサイズのものばかり。


「とりあえず──ここにいる奴らをまず片づけるから、ちょっとよけてて」


　言ってあたしは戸口に立ち、呪文の詠唱をはじめる。あわてて下がる他のみんな。


　やがて呪文は完成し──


「──火炎フアイアー──」


『うわあぁぁぁぁぁぁっ!?』


　呪文を解き放とうとした、まさにその瞬しゆん間かんまわりのみんなが悲鳴を上げた！


　視し界かいの端で。隊長さんや兵士たちが、次々とツルに巻かれて持ち上げられる。難なんを逃のがれたのはあたしとジョージの二人のみ。


　だがここで、あわてて呪文を中断すれば、それこそ相手の思うツボ。あたしはあえてそのまま呪文を解き放つ！


「──球ボールっ！」





　づどゴぅぉぉぉぉぉんっ！





　貯蔵庫の中で紅ぐ蓮れんの炎がはじけて踊おどる。その時にはあたしは大きく跳とび退のき、距きよ離りを取っている。


　きききぎゃあああああァァァァァァァァァァァッ！


　焼け落ちるスイートポテトたちの、怨えん嵯さの断だん末まつ魔まを裂さいて──


　ぐごオオオオオオオオオオオオオオっ！


　怒いかりの雄お叫たけび上げながら、貯蔵庫の後ろから姿すがたを現したのは、人の二倍ほどはあろうかという巨大なスイートポテト！


　──これが──


「スイートポテトクイーン!?」


　その姿に、ジョージが驚きよう愕がくの声を上げる。


　予想外の巨体から無数のツルを伸のばし、無数の小イモや、巻き取った兵士たちをぶら下げ、凶きよう暴ぼうな唸うなりを上げるその姿は、はやとうにスイートポテトの域いきを超こえている。


　……ていうかまあ、もともとスイートポテトじゃないけど。


　ともあれ──こいつさえ倒せばケリはつくっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　だが、こちらが『力あることば』を解き放つより早く。


　イモヅルが動くと、からめ取った兵士たちをこちらにかざす！


　ちっ！　みんなを盾たてにする気かっ!?


　みんなといっしょに吹っ飛ばす、というテは今は使えない。たとえこの状じよう態たいで攻撃呪文をぶっ放しても、兵士たちが吹っ飛ぶだけで、クイーン本体にまではダメージが届とどかないだろう。


　思し考こうが脳のう裏りを駆かけ抜ける。


　まずあのツルと小イモをどうにかする必要がある。攻撃呪文の連れん打だといきたいところだが、ツルの数を考えると、詠えい唱しよう時間のタイムロスはあまりにも痛い。冷気系の呪文で動きを止めるにしても、限げん度どというものがある。


　剣などでまずツルを順じゆん次じ排はい除じよすることができればいいのだろうが……正直むずかしいだろうし、何よりもそんな無む謀ぼうに挑ちよう戦せんして、ツルに捕つかまり、服を食われるようなことになるのだけは、心の底からまっぴらである。


　──と……待てよ……！


　あたしはあることを思いつき、


「ジョージ！　ここでちょっと時間かせぎお願い！」


　言うときびすを返して草を蹴ける！


「……えっ!?　そんなっ!?」


　ジョージの声を背に聞きながら、あたしはそれを目ざして駆けた。





　結果から言うならば。


　まあ、ジョージはよくがんばった方だろう。


　時には石などを投げつけ、時にはあたふた身をかわし。


　クイーンが、姿を消したあたしを警けい戒かいしてか、ジョージの捕ほ獲かくに全力を注がなかった、というのもあるだろう。


　とはいえ逃げ回るにも限度がある。彼は足をとられて転び、イモヅルがそこに──


　襲おそいかかろうとした瞬しゆん間かん。


　ツルの動きがぴたりと止まる。ジョージがあたしの方をふり向く。


　聞こえたのだろう。大地をゆるがす足音が。


　ふり向くジョージの目に映っているのは、たぶん、皓こう々こうたる魔力の明りを背に負って立つ巨大な人ひと影かげ。


　それは、無ぶ骨こつで大きな石の人形。


　村の中央にあった石の座像に、呪文をかけてつくり上げた石人形ゴーレムである。


　それはただのゴーレムではない。呪文にアレンジをかけて、中をすっぽりと人の形にくり抜いて、そこにあたしが入っている。


　あたしの動きを察さつ知ちして、ゴーレムが自在に手足を動かす。そういうしくみになっているのだ。


　言うなれば、ゴーレムの鐙を着ているようなもの！　これなら人をはるかに超こえる力を出し、なおかつツルに巻かれても、服を食われる心配はなし！


　がっしゃんがっしゃん足音立てて、あたしはクイーンに向かってゆく！


　しょんぎゃりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　クイーンは怒りの叫びを上げて、あたしに向かってツルを伸ばす。石でできた手に、足に、何本ものツルがからみつく！


　生身なら、身動きが取れなくなるところだが──


　ブちぶぢぶぢっ！


　ゴーレムのパワーはいともたやすく巻きついたツルを引きちぎる！


　こちらを強敵と見て取って、ツルは縛いましめていた兵士たちを投げ放ち、上下左右前後からこちらに向かって殺さつ到とうする！


　手足をさきほどに数倍する量のツルがからめ取る。さすがに今度はもがいたところでちぎれそうにない。


　きしゅるるるるるるるるるる……


　ゴーレムを大の字に縛めて勝利を確かく信しんし、正面のクイーンが愉ゆ悦えつの声を上げた。


　次の瞬間。


「──火炎球フアイアー・ボール」





　ゴゥんッ！





　あたしの放った一撃がクイーンを直ちよく撃げきした！


　ゴーレムをコントロールしていても、そう難しくない呪文くらいは扱あつかえる。ツルのほとんどがゴーレムの手足にからみ、クイーン本体ががら空きになったところを狙ねらい、一撃をぶっ放したのだ。


　きゃギャあああああああああああああッ！


　クイーンの悲鳴がこだまする。ツルの多くが焼け落ちて、束そく縛ばくがゆるんだその機きを逃さずに、ゴーレムに、力任まかせにツルを引かせる！


　集まり固まるツルと小イモたち。そこに──


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　はじける炎がとどめをさした。





　東の空に日が昇のぼる頃ころ。


　山あいに隠かくれた小さな廃はい村そんには、焼きイモの香かおりが立ちこめていた。


　クイーンと子イモを倒したあとは、全員で、取り逃がしがないかのチェック。


　二、三匹が見つかったが、むろんあたしの呪文で瞬しゆん減めつ。


　二度三度とあたりをチェックして──


　どうやらようやく、カタはついたようである。


「しかしこんな話……誰も信じてはくれんだろうな」


　と、あたりを探たん索さくしながら隊長は言う。


「スイートポテトと一晩中死し闘とうをくりひろげてました、なんて上に報ほう告こくしたら、即そつ行こうクビですよ」


　と、苦笑しながら別の兵士。


　ジョージはその顔に苦く悩のうの色を浮かべつつ、


「美び味みを追求するためには仕方ないこととはいえ、こんな恐おそろしいものを生み出してしまったとは……


　ひょっとすると……


　僕は間違っていたのかもしれませんね……」


「ひょっとしなくても間違ってるし。」


　微み塵じんの迷いすらなくツッコむあたし。


「ええっ!?　どこがですっ!?」


「さっきの反省はただのフリかっ!?


　……まさかとは思うけど……


　あれの他にも、まだまだヤバい試し作さく品ひんとか保ほ管かんしてたりするんじゃあないでしょーね？」


「まさか。あれが最後の一匹ですよ。本当に」


　ほほう。言いながら目ぇそらすか。こやつ。


　あたしは小さくため息つくと、陽よう気きな声で、


「じゃ、ここが片づいたら隊長さん兵隊さんみんなでジョージのところに押しかけて、危き険けん物全部廃はい棄きしたあげく、おわびとしてジョージにおいしいものとことんおごってもらうってことでオッケーねっ！」


『おうっ！』「ええっ!?」


　兵士たちの雄お叫たけびと、ジョージのいやそーな悲ひ鳴めいが響き──


　かくて。


　事じ件けんはなんとか無ぶ事じに終わりを告げたのだった──







（スイートポテトII：おしまい）







　　あとがき






作者＋Ｌ









作：夏。


　　蚊か取とり線せん香こうを焚たくと妙みように眠りが深くなるのが不思議でならない季節。


Ｌ：それって単に線香が効きいてるんだと思うけど。


作：蚊かオレはっ!?


　　ともあれスレイヤーズすぺしゃる二十一巻、


　　『汝なんじその名はスイートポテト』をお送りしますっ！


　　今回はガウリイ外伝『刃の先に見えるもの』も収しゆう録ろくっ！


Ｌ：いや、あれはもぉガウリイ外伝というより、リナの父ちゃん外伝だし。


　　世せ間けん様さまでも通つう称しようは『リナ父外伝』と。


作：な……!?　何をおっさりますことやら!?　謎なぞの釣つり竿ざおおやじがリナの父親だなんて、どこにも書いたおぼえはありませんよっ!?


Ｌ：いや何を動どう揺ようしてんのかさっぱりわかんないけど……


　　どー見たところでそーでしょーが。あれは。


　　上の娘が包ほう丁ちようで雷撃竜プラズマ・ドラゴンを仕し留とめた、とかまで言ってるわけだし。


作：そんな希き薄はくな手がかりを根こん拠きよにされても。


　　例えばリナの実家の方だと、そういう人とかがゴロゴロしている可か能のう性せいはあるわけですよっ！


　　リナの幼なじみＡ・Ｂ・Ｃと郷く里にの姉ねえちゃんとの間にこんな会話があったかもしれないのですよ！







Ａ「あのあの、勤つとめていらっしゃるレストランの採さい用よう条件に、『健康な方』ってありますよねっ！　それって具ぐ体たい的てきな基き準じゆんってあるんですかっ？」


姉「なんでも、包丁で雷撃竜プラズマ・ドラゴンを仕留められるくらいでいいらしいわよ」


Ｂ「エー、そんなんでいいんだー。誰でもできるわー」


Ｃ「ならアタシもアルバイトしちゃおっかなー」


Ａ「えー！　ずるいずるいー！　それ、わたしが考えてましたぁっ！」







　　で、その会話を聞いたリナが『旅に出ます。探さないでください。』と書き置きして、スレイヤーズの物語がはじまる、と。


Ｌ：いーから滅ほろぼせ。その怪かい獣じゆう無む法ほう地ち帯たいみたいな土地は。


　　つか、作者あんたが正式設定オフイシヤルと違うネタ発言するな。


作：むう。いやつまり、作中で明記されていないことに関しては、常に別の可か能のう性せいも秘ひめているということが言いたいわけで。


　　アレが実はリナ父などではなく、そんな大怪獣な幼おさななじみの父親という可能性も完全には否ひ定ていできないわけですよ裁さい判ばん長ちよう。


　　そうすると当然、あの話のラストでガウリイが出会ったのは、リナではない全く別のひと、という可能性すらあるわけですっ！


Ｌ：うわいろいろ台だい無なし。


　　……ま、増刊号掲けい載さい時じのイラストじゃあ、きっちしリナだったけどねー。


作：まあねー。


　　でもオレがイラスト指定したわけじゃないし。


Ｌ：けど、明記されてなければ別の可能性がある、ってことは──


　　イモの話でも、相手が『これはスイートポテトだ』って言い張はってるだけで、本当は別の生物って可能性もあるってわけね。


作：ヤな可能性だなオイ。


　　とはいえ作わ者れながら否ひ定ていしきれんとゆーのが。


Ｌ：きっと──


　　あの話に出てくるパティシエが、ある夜レシピの研究をしていると、何か光り輝かがやく物体が空から裏山に落ちて来たのよ。


　　で、見に行くと小さなクレーターになっていて、中心で紡ぼう錘すい形けいの何かが蠢うごめいてて、棒でつっつくと、びゅるっ！　と伸のびた緑色のモノが巻きついて来たもんで──


　　ああ、これはもうスイートポテトに間違いない、と。


作：『間違いない』じゃねーよ気づけよ！


　　つか、もはや外宇宙っ!?


　　しかし書き下ろしぶんのモトネタは当然アノ話なんで、やっぱり否ひ定ていしきれんという複ふく雑ざつな現実が。


Ｌ：などという、ごく自然な話の流れで。


　　実は今日たまたま、ある場所に棲せい息そくしていたそれっぽい生命体を一ダースほど連れて来てみました。


　　紡錘形。緑色の触……もとい、ツル。


作：自然な流れぢゃねえっ！　つか今『しょく……』って……


Ｌ：ほーら[image: ]　作者になつけー[image: ]（浜辺で犬を散さん歩ぽさせる令れい嬢じようの表情で）


作：ちょっと待てそんなもんさわやかにけしかける──







　ぎりぼりごりんっ。みぢ。みぢぢっ。ぐちゃっぐちゅっこりかりくちゃくちゅ。







Ｌ：──好き、ということばには、いろんなニュアンスがあるんだなーと、しみじみ痛つう感かんする今日このごろ。


　　ともあれ、作者が何かになつかれて動かなくなっちゃったってことは、あたしが勝手に進行しろ、ってことね。


　　じゃあとりあえず、以い降こうのスレイヤーズすぺしゃる発刊予定情報とか。





　　スレイヤーズすぺしゃる


　　これから毎週月曜発売　うちあとがきが二百四十ページ！


　　毎号フルカラーイラスト四十点収しゆう録ろく！


　　発売元はデ○ゴスティーニ！





　　うん。きっとこんな感じのはず。


　　特とく典てんは混こん沌とん汁じるお徳用二リットルペットボトルとかそんなので。


　　第一号……もとい、すぺしゃる二十二巻の特集は、世界のあとがきベスト百っ！


　　くううっ！　これは読んでみたいっ！　もうスレイヤーズでもなんでもないとかいう意見は無む視しの方向で！


　　それじゃあみなさん、月曜日に本屋さんでまた会いましょ～っ！







（あとがき：おしまい）



















　　※編集部注：みんな、言わなくてもわかってるよね。
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